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獨乙の世界政策は所謂「ヴユル ト •ボリティク」 とし1 - 
て古く又 新しき 問題と して 世界の注視を惹き來ク 
た問題で ある。 

今友 A 東鄕豐君獨乙の世界政策を著し余に序を 

,*•• « « 

需めら る。 謂ふ迄もなく各般の事情ょりして今日. 


程獨乙の 世界政策が讀書子に とりても 亦實務家に 
とりて 意味 深く 感得せらる、時はあるまい. 

本書は宴に時機を得たる好著である•敢て 
を草し江湖に薦む • 

昭和十五年十月 ■一 


書 


* I 1 L がさ- .. 

♦ 

日獨伊三國軍事同盟の成立は世界歴史上に於ける割期的出來事である。 NJ の同盟 
の成立 ^ょ6歐洲と東洋に於ける新秩序建設が促進5れる乙とは明らかである。世 
界は戰 後四つのブロック卽ちアメリカブロック、東亞ブロック、ソ聯ブロック、歐 
洲ブ T 1 ， クに分かれるであらぅと云ふ事は常識にな60、ある、乙の時に歐洲の指 
導的勢力たる獨伊と東洋の盟主日本がガッチリ提手した乙とは世界平和の再建に寄 
輿す る所が大さい0 

獨乙が昭和十四年九月一日の第二次歐洲大戰勃發以來特に、歐洲新秩序の再建目 
指して華々しい 甯闘 を續けてゐる•か、我々日本國民としては、 

(一)爻た何故あ、して行動をとらねばなら W のか、 


(一一)何故獨乙がかくも强い か、 • ン 
(三)占領地が獨乙の戰闘能力にどれ位貢獻してゐるか、 _ 

、之れを知る 事が長期戰に •なれば獨乙が經濟的に敗け ると 云ふ英國側の宣傅を粉碎 

する 所以で ある。 

，(四) 將來獨乙は世界を如何にしょうと考へてゐるの力 

等を明 1C する乙と が今日の日本 tc とつて は、 極めて大切の乙と である。 

本書は rj れらの 疑問に答へるために作られたもので あぅ、 本書が B 獨伊三國の親 
簪關係 ic 拍車を かけ、 世界新秩序の再建 R 役立ち得 n ば m 外の幸である 
昭和十五年十月一日 

防空訓練の夜 _ 
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日獨伊三國條約成る 


-政、經 
:秩序 ft 


相互扶助(期限十年) 


帝 ST か東亞新秩序鷇設代邁進しつ、ある { C 對し獨伊兩國は歐洲新秩序建設に邁進 
しづ \ あ ?: 、. に i て日獨伊三國は世界新秩序建設の共同使命の ため、 かねて東 
京に於て「三阈條約締結の 1 <涉を進めてゐた •か、 今回日獨伊三國政府の意見の一致 i : 
1たの V 十五笔‘九月廿七日伯林の獨锶統官舍に於てリッペントロップ獨外相、チア 

r ， ^ rf , 1 —. 一一 ' 1 # _ 

\伊外相及び找來柄 K 獨大使との間 {C 調印を 了した、 仍つて日獨伊三國政府は同日 
午後八時十五分(伯林時間午後一時十五分)夫々 東京、 伯林及び羅馬に於て左の如く 
三阈條約を發表した。 


B 獨伊一 一 ISE 間 ( C 廿七日伯林 ( C 於て左記要旨の一一 m 條約締結した上 fI # ls ?- i _』$ ll ) 
日本 國、 獨乙國及伊太利阈間 - H 阈條約要旨 

大日 本帝國 政府、 獨乙國 政府及伊太利 阈 政府は萬邦をして 各 ❖ 其所を得しひる5: 
以て恒久平和の先決要件な4と認めたる ic ょ6大東亞及び歐洲の地域に於て各々其 
地域 ( CA ける常該民族の共存共榮の實を擧ぐるに足るべき新秩序を建設し且つ之を 
維持せん乙とを根本義となし右地域に於て乙の趣旨にょれる努力につき相互に提携 
し且つ協力する乙とに決意せ6、しかレて H 阈政府は更に世界到る處に於て同様の 
努力1:なさんとする諸阈に對し協力を惜し^ざるものにして、かくして世界平和に 
势する三阈終局の抱負を實現せん乙とを欲す、ょつて日本阈政府、獨乙國 政府 及び 
伊太利阈政府は左の通ら協定せ6 . 

第 I 條 日本阈は獨乙阈伊太利阙の歐洲に於ける新秩序建設に關し指導的池位を認 


2 


第一條日本阈は獨乙阈伊太利阈の歐洲 1 C 於ける新秩序 a 設に關し指導的池位1:認 



め且之を尊重す 


第 I 一條獨乙國及伊太利！一は日本阈の大東亞 ic 於ける新秩序建設に關し指遵的地位 
を認め且之を尊重す 

第三條日本國、獨乙阈及伊太利國は前記の方針 ic 基く努力につき相互に協力 t ^ ベ 
き2.とを約す、更に三締約國中何 n かの一阈が現 ic 歐洲戰爭又は日支紛爭 (C 參入 
し居らざる一國に依て攻墼せられたるときは三國は有らゆる政治的、經濟的及軍 
事的方法に依り相互に援助すべき乙とを約す 
售四條本條約實施の爲各日本國政府、獨乙國政府及伊太利國政府に依6任命せら 
るべき委員ょ6成る混合專門委員會は遲滯なく開催せらるべきものとす 
第五條 B 本國，獨乙國及伊太利國は前記諸條項•か三締約國の各とソゲィ H 卜聯邦 
との間に現存する政治的狀態に何等の影饗をも及ぼさざる 7 P のなる乙とを確，認す 
第六條本條約は署名と同時に實施せらるべく、實施の日ょ6十年間仃効とす、右 



期間滿了前適當なる時期 ( C 於て； t 約阈中の一阈の要求に基き締約阈は本條約の更 
新 ic 關し協議すべし . 

t 

時局克服の詔書渙發 


大義ヲ八紘--宣揚シ坤輿ヲー宇タラシムルハ^ -1 皇祖皇宗ノ大訓ニシテ眹ガ 
夙夜眷❖措力- r ル所ナリ而シテ今ヤ世局ハ其ノ搔亂底止スル听ヲ知ラズ人類 

讀 

鳞 . . 

ノ菠ルぺキ禍患亦將 - I 測ルべカラザルモノアラントス朕ハ禍 E ノ戡定平和ノ 
克服ノー 日乇速ナランコト-一轸念掻メテ切ナ9乃チ政府-一命ジテ帝國卜其ノ 
意^ヲ同ジクスル獨伊南阈トノ提播協カヲ議セシメ茲二三國間,1於ケル條約 
ノ成立ヲ見タルハ朕ノ深ク懌ブ所ナ * S • 

I 惟 フニ萬邦ヲシテ 各々其 ノ所ヲ得シメ 兆民 ヲシテ悉久其ノ堵二安ンゼシムル. 



贜古ノ大業ニシテ前途甚ダ遼遠ナ 9爾臣民益々國體ノ觀念プ明徵_|シ深ク 
y 遠ク 盧リ協心戮 力非常ノ時局 7 克服 シ以テ天 塊無窮 ノ皇運ヲ 扶翼セョ 

御名御璽 

各國務大臣.副署 


1億一心非常時突破 

—— 內閣吿諭聖旨を奉體萬難克服—— 

. • 

(內閣吿讁 ) 日獨伊三國條約の締結 ic 當6、畏くも大詔を渙發せられ、帝國の 
衙ふ所を明にし、國民の進むべき道を示3せ給へ6。聖慮宏遠洵 R 恐懼感激 R 堪へ 
>1/るな办〇 . 


恭しく惟ふに世界の平和を保持し大東亞の安定 5: 確立するは、我が肇阈の精神 ic 
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淵源し、正 ic 不動の阈是た6。昨秋 歐洲戰 爭の發生を見、世界の騒亂益♦饿大七、 
底止すると NJ/S を知らず。是 R 於てか速 {C 禍亂 1: 戡定し、-平和克服の方途を講ずる 
は、 現下喫緊の要務た6。適々 獨 伊兩國は帝阈と志向を同じぅするものあり。因6 
て帝國は之と 相提播 し、夫々大東亞及び歐洲の地域 ic 於て新秩4:を建設し、進んで 
世界平和の克服に協力せ/ i 乙とを期し、今般三國間 {C 條約の締結を見るに至れ6。 

今や帝國は愈々決意を新 ic して、大東亞の新秩序建設 ic 邁進するの秋な6。然れ 
ども帝闕の所信を貫徹するは前途尙遼遠 にして、 幾多の障^に遭遇することあるべ 
さを覺悟せざるベからず。全阈民は謹で聖旨を奉體し、非常時局の克服の爲益 ❖ 國 
瞪の觀念?:明徵 ( C し協心戮力、如何なる難關をも突破し、以て聖慮を安んじ奉ら 
ん 乙とを期せざるベから ず。 是れ本大臣の 全國 民 ic 望む所な6。 

昭和十五年九月廿七日 

內閣總理大臣公爵近 衞文麕 


三國で新秩序分‘擔 

丨東亞經濟圈に自由の手— . 

三國條約の綺結 tc 依り近衞內閣が成立早々中外 { C 間明した外交轉換はこ >に實現 
した、世界新秩序建設といふ終局の目標を一にしてゐる日獨伊の三國が堅く結ば n 
る ic 至つた2.とは世界史上割期的の2.とであ6、日本を盟主とする東亞ブロック、 
獨伊を盟主とする歐洲ブー ーック は2. の 三®條約に據つて相寄6相扶けて共同指標に 
邁進する乙と•か約束3れた 

今回の三國條約の目的は出來得る限6平和的 ( C 萬邦を して 各々その所を得せしめ 
東亞及び歐洲の地域に於て各民族の共存共榮の實を擧げる乙とに在るのである•か、 
乙の三阈條約 ( C 依つて日獨伊の，三國は固く結びつき場合に依つては相互 { C 軍事的方 
法に依り援助をなすこと 1 C なつたから東亞、歐洲の新秩序、延いては世界新秩序に 


邁進する日獨伊の力は增大したものといはねばならない 

具®的にいへば東亞に日本といふ强力な味方を得た獨伊は潰滅に瀕せる英に更に 
强力なる攻轚を與へ得る乙とにな6、日本はこれを英米に對する外交的背景として 
場合 tc 依つては強硬政策を行 a 得る/〇と 1 C ならぅ、又これは間接的には日獨伊が提 
携して東洋並に南洋 ic 對する理解を深め合ふ契機ともなる NJ ' t は疑 air 容れない。- 
獨伊兩國に取つては歐洲戰局が有利 ic 展開する乙とは必至である♦か、同時 ic 英が 
如何 ic 精神的打轚を受けるかは想像 ic 餘6あらう 

老猾なる英は未だ日本5:-自己の陣營に抱さ込む希望を捨てずに何等かの手を打つ 
.かも知 n ない、その手段の一〇として考へられるのは滇緬公路 (- C 依る援蔣物資禁絕 
であるが2.の意味に於て英の態度は注目 ic 値する、三阈條約は第五條に於て 


日獨伊の三阈は前記諸條項が三締約國の各々と蘇聯との間 {C 現存する政治的状態 

禮 

廣 

记何等の影響をも及ぼ3<るものなる乙と5:確認す 



と規定してあるが、獨蘇關係と日獨關係並に歐洲戰局の現狀ょ6みて日蘇關係が急 


1 C 何等の影響をも及ぼ 3 V るものなることを確認す 



と規定してあるが、獨蘇關係と日獨關係並に歐洲戰局の現狀よ6みて日蘇關係が急 
速 ic 好轉する NJ とも期待すべきであらう 


X 

第二條に A いて 

「獨伊兩國は日本の東亞新秩序建設に關し指導的地位を認め且つ乙れを尊重す」 

と規定してあり且つ日蘇外交に期待すべさものあらとし帝國がその如何なる國たる 
とを問はず援蔣行爲をなす國に對しては敢然として乙れを排除する牢固たる決意を 
有する現在、蔣政權が益々窮迫化する NJ とは自明の理であ6事變處理も促進される 
三阈條約の條項中の重點は第三條 ic 在6、その意味は奈邊に在るかは日、獨、伊を 
圍繞する國際情勢を注視す n ば判然するもの'•かあらぅ 
併し乍ち東洋及び南洋 ic 如何なる關心を持つ第三國 icu ても帝國がその理想とす 
5東亞新秩序並に世界新秩序の實趙を虛心坦懐 ic 理解すれば、徒ら {C 比島の地位に 


不安を抱いた6、或は蘭印の地位 ic 就て不安を抱く, J とは全く祀邊に過ぎない乙と 
を悟るであらぅ 

秦 

しかし萬一帝國の意を曲解して乙れ?:妨害せんとする•か如き妄動を敢てせんとし 

, ' 

第三條 {C 該當するが如き第三國あらば日本も巳むを得ず乙れを叩く2.と ic なるので 
ある 

X I 
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今回の三阈條約は本年四月有田前外相に依る聲明並に七月の松，岡外相談に依つて 一 
明か^5れた帝國の日滿支及び南洋を含む大東亞共榮圈の確立を獨伊が正式に確認 
しこれ5:尊重するといふのであ〇て、歐洲戰局の發展と共に事變處埋、南方問題が 

I . 

獨伊の歐洲新秩序建設と共 ic 進んで行く乙とを物語〇てゐるものである 


しかして三國條約締結に依つて直に歐洲戰爭に參戰するものではなく、從つて帝 
■ 政府の不介入致策は變更3れるではな S が歐洲软爭の進展と「第：二阈 j の態度或は 



帝 H の理想達成 JC 對する「第三 H 」 の態度如何 JC 依つては當然不介入政策を一梆する 


B 政府の不介入政策は變更されるではないが歐洲蔽爭の進展と「第：二阈」の態度或は 

. - -^ - 



帝 a の理想達成 fc 對する「第三 HJ の態度如何 ic 依つては當然不介入政策を一榔する 
場合も當然起6得るであらう 


現に三國條約締結と v > ふ联たる事實を前 ic して「第三國」•か果して敢然として歐洲 
戰爭に參戰し得るであらうか、又帝阈の理想達成を阻み得るであらうか、これは日 
獨伊三■重大なる關心事であ6、殊に帝闺に取つては不介入政策抛棄といふ重大な 

る問題•かあるのである、情勢の推移 ic 依つては三國條約締結は不介入政策一撺の第 I 

• U 

一步であつたと回顧する乙と•かあるかも知れない"いづれにせょ旣に日獨伊の同國一 
論がガッチ？と腕を紐んで世界新秩序建設に巨步を路み出したのであると(中外十 
五•九•廿八日) 

かくして日獨伊の手にょる世界新秩序の再建は着々進行し0、あるが、乙、には 
歐洲新秩序の發展振6をみょう。 


占領地或は獨乙にどれ位役立つてゐろか 

- - / V 

ダンチヒと波蘭廻廊 

住民の九割六分は！！一遘人 • 

ダンチヒは•ホ—ランドに海への通路を與へるため、ペルサィユ條約にょ6附近一 
帶の地域七百五十四平方哩を自由市とされ、國際聯盟の管理下に置か n た者である。 

然しダンチヒは實質的に li 旣 ic 全く獨乙人の街である。人口四十萬人のぅち九十 . 
六%は獨乙人であり、住民はビールを飮み、讀む新聞はベルリンの新聞である。そ 
して獨乙に復®し/2い希望を大ッビラ 1 C 放言してゐる〇ヒットラ—が獨乙の政權を 

. . f_ y - , f 

掌捏しナチスの天下となつてから、ダンチヒに於ても乙 n に呼 ti してダンチヒナナ 
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掌捏しナチスの天下とな〇てから、ダンチ tic 於ても乙 n に呼應してダンチヒナチ 
'が活潑な運動を開始した。 

同市 tc は廿二名の議員よ6なる上院と七十二名の議員よ6成る下院があ6、上院 

議員は下院よ6選出されるのである •か、 一九三八年 
には、^:の下院に於て四十八の議席5:ナチスが占め 
る^至〇た。 . . 

自由市とは名のみ 

かくて最早ダンチヒもナチスの支配する所とな"®' 
彼等ナチスはユダャ人を一掃し、反對黨の排擊につ 
とめてゐる。 

ダンチヒ自由市の憲法は國際聯盟が保障してゐ 
る。ゲ其ルナィユ康杓によ-ダンチ t は獨乙から離れ、自由市として聯盟の管理下 



If 自结相を有してゐる〇 

然しボーランドとは密接な關係を持ち、 f の外交關係は全部ボ ーラン ドが これ1: 
處理し、阈際聯盟の保護5:受けると共1 C 、•ホ—ランドの保護下に立つてゐる0 
爻たボーランドの關税區域に編入され、奥地ょ6通ずる鐵道の管理權も•ホ—ラン 
K にある。東ブ a シャを獨乙本土から中斷した上; C ダンチヒのかゝる狀態は、獨乙 
人の感怙1:いたく阻害してゐる。 

. . / 

, グシチヒ市の歴史 

パ少チック海 ic 於けるクィン•シティと云はれるダンチヒの歷史は古い。その永 
い期間乙、だけが、獨6獨立したことが三度ある。卽ち•旣 ic 十世紀の頃から ゲィ 
スッラ河畔 ic 都市として榮ぇた•か、常時デン，マ—ク、ブ13シャ、•ホメラ,ーァ、ブラ- 
ンデンブルダ、ボ—ランド、チ，！—トンの諸騎士№1の垂涎の地であつた。 
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V デンブルダ、•ホーランド、チ，！—トンの諸騎士 PS 1 の垂涎の地であつた。 

結局チ-!—トン騎士阁が競爭 ic 勝つて、乙れを獲得し十四世紀初め2.れを所^し 
た。 - 

しかし漸く近代商業の勃興期に當6、一四五四年ボ••ランド保 M の下にはじめて 
獨立し自由市となつた。 

だ.•か一七九三年にはブ a シャの手中に陷6、一八〇七年から一八一四年までナボ 
レオン戰爭の間は再び切り離されて獨立し公阈として存在した。 

ゥ *1 夕 IBI の戰64で、ナ•ホレオン 戰爭が終結す るや、 またブ a シャ 卽ち獨 
乙の獲得す る 所と な 6、爾來世界大戰の終^で西ブ&シャの首府となつた。 

をして大戰後はまた自由市として一一一度目の獨立をして， Q る譯である。 

. . . • 

ボー-7ンド 廻廊 

• « 

東ブロシャと獨乙本土との間ぶはボーランド M 廊が挟ま n てゐる。ゲ1ルサィユ 


條 約の結果、獨乙からボ—ランド k 割讓さ n 、 兩阈の間を通ずる迥廊の如さ地帶 i : 
呈してゐるので、この名•かつけられてゐるのだ。 

•ホ—ランド廻廊の尖端、ダンチヒの 鼻先に •ホ-ランド li 軍港、商港を兼ねたダデ 
||ァを築港した。 

かくて今や廻廊經由の貿易は、その半分は ダンチヒ、 半分はグヂ IIT ,/ を通じて行 
はれて. Q る。 

ダンチヒは乙れ吱で政治的 ic ボ—ランドの重壓を感じて ゐたが 、今や經濟 的にも 
その生存を頗る脅威3れてゐる。由來.ホーランド贸易はダンチヒ港を經由すべき事 
は、その廻廊の設定及びダンチヒ C 由市獨立の條件として、ゲ H ルサィユ條約で、 
ボーランドが認めた と2: るで、グヂ, ーァ 港の築港は、 2: の 意味から 條約 違反とも云 
以得る譯でぁる。2.れらが凝結して遂にダンチヒ返還耍求が第二次歐洲大戰の導火 
線となつた。 
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線となつた。 


ボーランドの戰後經營 

ボ—ラン ドの分 ti 

昭和十四年九月一日 ic 第二次歐洲大戰の幕が切つて落 3 n るや、獨乙は九月中句 
に逸早く、、 ii トラ •と T ラシドには i 行つ た。 

九月廿八日には？ブべンド&ッブとモロトフとの#談にょ.0ボ|ランドの分割が 
行 はれた。 •ホ—ラ N ドの分割は北端はリス ア _|ャの南方突出部から發し てブ—ク、 
サン 河 ic 沿 ひ、サン 河の水源地 カル パ チア 山中の ハン ガリャ領に達する新阈境 線を 
割した。 

獨 乙の獲得した地方は面積約廿三萬平方キ B 、 ボ—ランド锶面積の3:-分の三、人 
口は 二千四百萬人餘、 Is 人口の七割、ソ聯の領地は十五萬平方キ e 人口は九百萬人 
である。新ソ聯領 tc は歐洲第一の森林地帶を中央にして大猾沼澤地帶であ6、產業 
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の發達は木材、皮革、毛皮業の外近代工業にみるべきものはなく、南方のゥタラィ 
ナ地方は農業が盛んで7ル y I 地方に匹敵する。石油の中心地ボリス ラゥがソ聯の 
手 ic 入ぅ、その產出进五十 I 萬一千トン U 一九三六年の調査を合せて、 ソ聯 は名實 
共 tc 歐洲第一の石油 SIC なつた。 

獨乙領ボ—ランドの經濟力 

石油を除いた鑛物資源は獨乙領 ic 集中して£>る。 

石炭の埋產量は六百十九位トン、岩鹽及び海鹽五十九 a トン、加里鹽四億五千萬 
►ン、鐵鑛一億六千五百萬トン、鉛及び亞鉛三千三百萬トン等にのぼるとは•ホーラ 
ン K 政府の調査である。 . 

•ホ ーラン K 工業に對 する 外國資本の投下は フランスニ七 ^、 米阈廿二 ^ 、獨乙 J 
九％、 ベール ギ— 一二 ^ 、英 阈 七 ^ となつてゐる。 

工業生齑品は、貧弱なる工業能力、技術を もつてして なほ一九 三 六年の年 m 額は 
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H 業生齑品は、貧弱なる工業能力、技術をもつてしてなほ一九三六年の年產額ば 


次の通りである。(単位千トン) 

石 炭 元 -^ 皂(世界箔七位) 

岩鹽 及び 海鹽 四 パ - fcj 
加里 堕 E 1 貧世界第三位) 

鐡 鑛 .. I 
屉鐡 S 
鐵 銅 一' S , 

セメント ー、0四八 

亞 鉛 九111(世界第四位) 

乙の外に、 II ッブ•クラカクの紡績業は年產十三萬四千五十トンの織布、クラカ 
ク、シレジア地方の化學工業は年產三千萬トンの化學製品を淹出する。文た南方サ 
ンドミ H ルツには直ボーランド政府が一九三六年以降四ヶ年計查をもつて!.' • 三 M ブ 
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1* ティを 投じて一大重工業地帶 を 建設中であつた•か、 その ^つく & 乙の 所有 
に歸した。 ' •< 

ポーランドの貿易 

農業生產物はラィ麥♦か、ソ聯 、獨 乙に次いで第三位、亞麻はソ聯に次いで第二 位、 
馬鈴薯はソ聯 、獨 乙 ic 次 C 第三 位、 大麻種子は第二 位、 肪菜糖は第八位、燕麥は 第 
六位を占めて ゐ る。國內需要を滿たして輸出し得るものは麥類、肉類、 酪乳 品等 ic 
すぎない。 

エ、鑛業生產品 R ついても輸出力あるものは、衣服類、服飾品類、亞鉛及び亞鉛 
製品、石炭及び n I クス、.鑛油類、化學藥品、麻類木材等である。 

對外«鉍は英獨米が主な取手の相手阈である。對英貿易の一九三七年に占める割 
合は輸入一一•九^、輸出一八•三^、對獨のそれは輸入一四•五%、輸出一四•五%" 
貿易 金額は一九三七年に輸入一四一百萬ドル、輸出ニニ四百萬ドルとなつてゐる。 
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f 条邊钧 22 I 力 II 一- V < r し释 71 El IB 甚トパ I 三卜汐と衣 <: t ゐる < 



獨乙占供 後の 經濟力 

獨乙は占領後、第一にその經濟政策として 全 商品の最 A 價格を 制定した 。その後 
食料割當と同時 tc 较物及び根菜の全收穫の 八 割の强制配給を した。. 次に锶杼府に四 
ヶ年計畫部を設定し、產業、財政、農業に對する統制を行つた。農業においては根 
菜、大麻及び油性植物種子の增產に主力が注•かれる。 

•ホーラン K •か 一乙に寄與した點は勞働力の補給である。約百萬人の•ホ-ラン 
ド人が勞做者として獨乙に送られ、卅萬人のボ I ランド捕虜が獨乙の工場 ic 働らい 
てゐる。 

舊•ホ—ランドの通货工作は波蘭發券銀行を一九 三 九年十二月十五日付を以つて创 
立した。同行はクラカウ ic 本店を S さ、铒ボ-ランド紙幣と帝^倍用金庫證券を回 
收し、•新銀行券1:發行する。2.の新幣制で最も興味ある乙とは、同行の發券準備と 
して金額卅 M - グロ ティを 限度とし、锶督管理地內の土地を擔保と してゐる NJ とであ 


る。卽ち發券準備を金の束縛から全然引艋した乙とである。 

戰爭にょつ て 破级5れた道路、鏹道、橋梁•電信、電話等の交通 機鼦も復活した 0 

スエ—デンの經濟的價値 • 

ス * 丨デンは面 Q 1 七三、三四七方哩、人口六百二十萬人である。 

ス H 丨デンは世界一の良鐵鉛があ6、且つ S 富な電力資源と、森林資源をもち 、 f 

22 

金23工業、化學工業は可成6發達してゐる。世界各阈の垂涎の的は年九百茁トン(昭一 

• グ 

和十三年)を產する鐵鑛資源である。品位は六〇—七〇％の鐵鑛と、磁鐵鑛であ 
6、しかも鑛床が地表面 ic 近くて掘ぅ易く、一部では露天掘を行つてゐる。埋藏 M 
は約十億トン、ス h I デン全 ¢9 では十三億トンと云はれる.。鐵の生產高は一九三四 
年一六九萬トン、一九三五年四八六萬トン、一九三七年九一四萬トン、世界鐡鑛生 
產量九八〇〇トン(ソ聯を含爻ず)の約一割 ic 當つてゐる。乙の鐵鑛をめぐ〇て、英 


獨米が三ッ巴の戰爭5:してゐるのだ。 

なほ乙の外へルシング•ホルダ附近には銅鑛 、アム メべルダの亞鉛鑛が ある。 スヵ 
ネ地方には年產約四十萬トンの褐炭を產す るが、 品質は良くな く、 一九三七年^は 
六六〇萬卜 N の石炭を獨乙から輸入してゐ る。 

ス H 丨デンの最も重要な工業ば製材及び製紙製鐵である。2.のほかグスタフスべ 
ルダの陶器、マスタ•ォルレフォルスの硝 子、 ジュンヶビクの燐寸等は世界的に有 
名である。 

水力電氣は平水位に於ける水力五〇〇萬馬力と推定され、利用してゐるのは一八 
〇萬馬力である。 

全人口の六分の一は農業人口であぅ、全國土の！割が耕地である。農作物は穀物 
.が最も多く、ついで馬鈴薯•乾草、甜菜等である。獨乙がス * I デンに求めるもの 
は、第一に、鐵鑛、パルブ、麻等である•か、農產物ではパタ I 、•ベ ー コン、 鶏卵等 
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の食料品である。 

家畜類では牛二九五萬頭、馬六二萬頭、羊四三萬頭、豚一三二萬頭がゐる。 

諾威の資源をさぐる 

ノルゥ H 丨は全面積一二四千方哩、人口二百八十萬の小國である。全國の七二•二 
涔は荒蕪地であ- CSI 二四*一％は森林で占められ、僅 ( C 三•六％が農牧地、住宅地に 
利用されてゐる ( C 過ぎな S 。 

ノル ゥ H I の 輸出してゐる主要品は鉛產物、林齑物、海產物等であ6、各阈別 R 
輸出額をみると、英阈一六二百萬クロ丨ネ、獨乙九〇百茁ク la I ネ、米國八〇百茁 
>p I ネ 、ス H I デン 五五百萬 クロ—ネ、其 他 フランス、デンマ—ク、ペルギ I 、 
日本の順となつてわる。卽ちノルゥ H 丨 も英獨米の采覇の舞臺であつた。 

鏹は埋產量一億トンと云はれる®ノル H I の工業は K 常なる水力電氣を利用して 


錨は埋逋 £: 一位トンと云はれる J ノルューのェ業は费锫なる水力電氣を利用して 



近年可成らの發達をみせた。水力電鉍はス* * -デン以上に戥贷で、水力は一、二〇〇 
萬 馬力と推定 5れ、 利用水力は二四 0 萬馬力である。 

一九三七年には硝酸石灰三〇萬トン、硝酸 W 達三萬五千トン、石灰 m - a 三^七千 
トンを生產して*る。 

重要^牧地域は首都ォス TI 附近のグロムメン地帶で、 n 作物は燕麥、大麥等が多 

く、小麥、黑麥 li 少い。しかし農產物全®としては自給の域 ( C 達せず年々多 S の穀一 

S 

類を輸入してゐる。 一 

«乙は何を利用するか 

第二次歐州大戰前にもスヵンヂナゲィァ半岛の經濟資源をめ C 6、 英獨佛の角逐 
•か行は n て. Q たが、北歐戰の終結と共に完全にスヵンヂナヴィャは獨乙の經濟_內 
に包容されてしま〇た。 

3 しあた 6 獨乙の 經濟 動員に利用出來るものは、ス H デンの鍅鑛九百 m トンであ 



& •ノ <!>* 丨の百萬トンの鏃鑛である。今爻では英獨佛三阈に分散して行つてゐ 
たの V 獨占的に利用出來るのであるから、獨乙には非常に强味である。 その他、 食 
料 品も僅かではあるが、利用出來るし、爻た電氣化學工業が發達してゐるから肥料 

X- 業を爆藥製造の工場 (C も轉換でき、獨乙の戰時經濟力は相當增加した。 

. . 

. デンマークの利用價値 

デンマークの輸出貿易額は一九三八年度には十五借三千五百萬ク p I ネ、一九三 
九 年度には十五億七千五百萬クローネであった。 

一九三九年度に於ける第一の顧客は英阈で八僚二千五百七十茁クロ—ネで•輸出 
嫌 額の過半數を占めてわる。第二は獨乙で三值六千八百萬ク3丨ネ、第三はス H 丨 

デンで七千七百萬ク t » 丨ネ、第四は米阈で二千百廿萬クローネとなつて. Q る。- 

ークロ—ネは純分五十三錢七厘強。. . 
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今— は t 了クの輸出の一番ぐ— 15」 あつたのに 、今回をれが® 

乙に代はつ S で英國の打®は大き H 了ク占領の經濟 i 義は食料の初給 
也として重要であ*®'、同時に英國に對する封截を意味する。 

一九三八年度に於て英國の支拂つた八 S ハ千萬クロふ中の七-揺千七 I クロ 
1ネは？-、肉類及 S 卵の購買に當て、きたのをみても、いかにデニ—クの 
對英輸出•か英國の食料補給 ic 役立つたかく分かる。 

オランダの 資源をさぐる 

ォランダ 本—面 IT か狹 s 上に1、水面不14利用出1は少い。 
敦も多いのは牛で約二百八十八萬頭、陕が二百十二萬頭、羊が四十 S 八千頭、馬 
は5一萬頭もつてゐる〇從つてニタ-、 T ズ、ニク等の赂 S 品は元ょ"肉 

類の輸出が多い。 
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水蠢は；で、中で•も北海に於け る 鰊漁は有名で ある。 tK た牡 蛾 も有名である。 

鑛業は惠交れて Q ない•か、石炭は一年に約|千 八百萬 トン 淹出する。 工業は.ヘル 
T に比して遙に劣つて， Q る。しかし絲織ゃ織布な どの 棋維 工業は可成6盛んであ 
る。 i 業の發達には西風に伴ふ1の多い ことが 與 つて力—。 

海岸線の變化に富んだオランダでは阈民の海事 M 想が古くから發達して^6、二 
百數十ヶ 所に造船所をもち、年六十薄トンの造船能力をもつてゐる〇乙れが獨乙 ic 
役立〇乙とは云ふまでもない。 

オランダ本®は、蘭印の S にたょつて生きて， QS である。それが命入 W 難に 
なつた今日オランダは生さて行かれ W のは常然であ6、賜印の砂糖、 ゴム、錫、石 
油を振つた者•か今後の世界 (C 强く生さて行くのだ。 

參 • 

パルギーの重工業 T 
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ペルギ| の 山地卽— i 地塊の西北部に学るニダン S 原は鐡、石炭の寶 
庫として獨乙の—の地で—。前大戰に於ては今回同篇乙の馬蹄下に屈服し工 
業は大破 f %けた、め、 i の回復に五ヶ年を要した。と乙るが今度は大々的破 
壊—けなかつた？ニギ-軍降服後の同國の軍•至業はそのま、獨乙の武器に 

なる譯である。 V 

機械工業 m - ジュ、ナミュ上、ガン、モン、セリンゲ等に行はれてゐるが 

その i - ジュは「ペルギ-のマミンガム」と云はれる程•鐵砲その他鐵エ品 
の 製造で有名で ある。ガラ S 品も同 § 誇るべき產業の一つである。 

紡績業は鐵銷等と共にペルギ-の主要工業であつて—產地はシエて河の流域 
である。 

石炭は n 丨ス河と支流サンブル河との沿母が中心であつて延長八十キロ、幅十四 
キロ 乃至十九 キ {一、炭層の厚さ九十センチ乃至八メ ■トルと云はれる。奔出 S 一 
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年 {(: 約三千萬トンである。 

以上の如く獨乙はデンマーク、ォラ^ダ、ペル ♦キ— の經濟資源を 利用し 得る が、 
いち早く 乙れ らの諸^を占領したのは f これらの 阈の經濟 愤侦 ( C 0 をつけたので は 
なく、純然たる英佛攻略の足場として、東^上の進餌を試みたものであつて •乙れ 
らの國々を占領する事 ic ょつて享受する經辨的利益はむし/ S 從であると いつてょい 
であら3'』としてゐる。(エコノミスト、十—七 I 八) 

声 . . 

佛蘭西の降服と獨乙の戰闘力 

コンビ H I ニ ュの森で 昭和 十五 年 六月 廿二 日獨佛 休戰協定が成立した。 

全文廿四ヶ條ょ6成り、獨乙が將來新ョロッパ建設の時に、禍根を殘乙3ないょ 
ぅに、出來るだけ佛阈を刺戟せ ず、 しかも英國打倒のため必要な條件を盛 62 .んで. 
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まづ第一は 對英作 戰上獨乙戰鬪 力の 增大を狙つ てゐる。 獨乙は 佛國の 大西洋沿岸 
を占領したため、 對英作戰 に 必要な潜水艦基地、航空基地を求め 得た。 經浒 的には 
北佛の钱鋼を 始めとする富登な資源を求め 得た。 咬た大西洋沿 CA にスペィンとも連 
絡成り、かくして 獨乙は長期戰に耐へうる 乙と になつ た。 

第二に英 N の杭戰力を阻害するために佛國を獨乙側につける苦心をした。卽ち佛 
國の名#心を蹂躪して佛國の物的、人的资源 I :英阈側に追 a やる乙とを避け、佛阈 
民をして ペタン rssic ついて來ら n るよう に苦心した。 

乙、 eli 佛阈の屈报で獨乙の M ^ F 力がどの程增大したかを檢討しよう。以下鐵銷 

i 

聯盟の資料による。 

東都重工業地帶 

メッス、ナンシィを 中心とする この 地帶 に は埋產觉四十一借 トン、 年生產高三千 
乃至四千萬トンに達する 歐州 最大の TT レ—ヌ鐵鑛床を擁し、佛國鐡鑛石生產の九〇 
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%强、銑鐵生產の七〇%强、銅生產の七〇％弱(主として卜—マス銷)を占めて、佛 
國重工業の心臟を形造つてゐる。 

北部重 X 業地帶 

?丨,、アンザン、ドナンを中心とする2:の地帶は、ノル及びパドカレー兩縣に 
ある埋產量一八〇僮トン、年產出額三千萬トンの炭礦資源を基礎として(ベルギー 
及びオランダ兩阈ょりの輸入炭は年五百萬トン稃度)佛阈石炭齑出高の六〇^を占 
めてゐる〇 - 

* 

しかし同地方は乙れらの石炭に1»レ--*、ノルマンジィ、ビレネ-等の鐵鑛石及 
び阈内 M 鐵等をもつて、佛 S 全生齑高の一三％乃至一四'%の銑鐵一八^强の鋼を生產 
する。 

中部重工業地帶 

クル-ゾ-、サン•口 H ン 5 C を中心とする乙の地方は、前記二地方と異6、鐡鑛石、 
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クル—ゾ—、サン .s H ンヌを中心とする乙の地方は、前記二地方と異6、鐵鑛石、 

石炭とも殆んど惠苦 $な S 。 從つ VI 、 f もにその*生產は佛 S 生淹額の 
擻%にすざない。しかし乙の地方の强味は優秀な勞働力が^富に得ら n る乙とと、 

國境から遠くはなれて5國防上比較的安全な乙とである。 t ? の地方にはシ 
ユナイダ—の工場の如きがある。 

以上のほかァルミ-ーゥム生產に於ては、世界有數の產出阈であ6、一九三八年 U 
生產高四萬五千三百トン、その原料たる T キサイト生淹高六十八萬二千トニ世 

界一)乙？ちァルミ-ークムー萬五千三百トン、•ホ-キサイト廿 f 萬二千トン— 

. # » 

出した。 / 

轾エ業と農産物 

北部フランスは 麻、 綿、毛等の妨霞、革、硝子、人造肥料、爆藥等の輕エ f 
發 達してゐる。 

かつフランド’ゝァルトヮの地味ゆたかな平原は小麥’燕麥’大麥裸麥^菜 


•— ^ 


馬鈴薯、煙草、ホップ等の農產物を恐かに m 出する。 

次に食料品は英獨佛伊の中では I 番 s 給出來る國である。食料品贸易は每年入超 
1 C なつてゐるが、その大部分はアルゼリヤ、チュニス、モロッコ等北アフリカの植 
民地からの輸入である。 

麥類は一九三八年は、一九三七年の七百一 m 三千トンに比し二百四十茁トンの增 
產であつた。小麥は一九三九年中 ic 四萬二千トンを輸出した。 

馬鈴薯は一部飼料となぅ、玉蛾黍は大部分飼料であるが、玉蜀黍のみは需要の半 
以上?:輸入しなければならない。その輸入先は大部分佛領印度支邦、モ&ッ n 等の 
植民地である。 

魚類が m :要垃の九%、砂糖が同じく十一,一% t 輸入して. Q る以外 li 肉類、卵、酪農 
品等大體自給出来る。砂糖の輸入先は大部分蘭印、'キュ丨/等の外阈であるから常 
時五十萬トンの貯產をしてゐると云ふ。 
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飮料 品は、特に葡萄酒は世界一の生衆®であぅながら、なほ一千四百腐へノトヅ 
，上の 葡萄酒を 輸人して？。乙を 獨 乙に於けるビムの如く、佛屋にとつ 
て 1酒は生活必需品だからである。その大部分は、ニゼリャ 、チ ユニ ス、モ 
p プ n 等の植民地から輸入して？。了ヒ—はブラ•、二を始めとする南米諸國、 
n 、アはアフリカの植民地から輸入すると H コノミストは報じてゐる。 


大戰前の植民地活躍 • 

初期の海外活動 

少數の獨乙人は近世の 初期 以來、植民的企業に參加して， Q る 〇 _| ユー少 ン •ヘル ダ 
の 航海業者、ブランデンブルダの貿易業者等は仑の中時に顯箸なものである。彼等 
は 十六世紀の 初め 頃に於て旣に南米ゲ H' ネズ K ラに商事會社を建て、十七世紀 ic は 
ァフ V 力の 西海岸 ic 於て諸處の要地に 植民した。 

然し乍ら和蘭人、佛蘭丙人等の反對にあつた、めに、共の領地を和 蘭 西 印度會社 
に賣却するの巳むなき ic 至つた。 • 


フリド V ッヒ大王 (Frederich II ) も亦充分海外活動の重要なるを認めて種々の計 





フ y K y ッヒ大王 (Frederich II ) も亦充分海外活動の重要なるを認めて種々の計 



盡を樹てたのであるが、戰爭後の幾多の經濟問题があつた、めに iJH する事が n 來 

* 身 

なかつた。 . 

常時旣に獨乙人の海外植民熱は旺盛であつて、時にブランデンブルダ王家は進ん 
で彼等の海外活動を指導奬勵した。政治家、學者にして植民思想を抱懐した者も甚 
だ多かつた。例へば獨乙歷史學派の經濟學者フリ I ド y ッヒ•タストや W •ロッシャ 
丨等は何れも植民地領域獲得の必要と利益とを强調した。就中、リストが一八四一 
年の著書『經濟學の國民的®系』中 ic 於て、植民活動を先進文明阈の正规の行動と 
して是認した事は、其の後獨乙植民政策論者 1 C ょつて卓越した見解として評價3れ 
た。 

彼 y ストは言 ふ。 

『凡そ正規の發展をなしつ >ある阖民は未開の國民を指導して開明の域に翦さ、 
其の 過剰なる人口と精神的 及び物質的 資本の 餘力を 以て植民地を 建設し、 新らし 


き N 民 5: 產出する力 5: 具へてゐる」 と 0 

交た一八六七年、 北獨乙ニゲマィネツアィトクンダは其の、論說 k 於いて、獨乙 
の植民帝 I 設の必要を力說 して、网民の輿論を 1する所が あつた。 

力くて獨乙の朝野 k は植民地の11多4れた？ —が、 
ビス；夕は大陸的政？とつて、初 S 植民地 sf 反對 した。 

貧乏な ボーランド 貴族 

ヒスマルクの 言と して傅 へられる有名な言葉•か ある。 

『植民地と云ふものは、貧— f , フンドの S •か、充分5ヤツさへさられな 
いの爲の二カチふを曾はさひ1で、獨乙 ては I 無益であ 

-獨乙が— やつて 來？ ころは其の通冬あつた， 卽ち 一八 七四年ザン•シズの 
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—獨乙が事實やつて來た ところ—冬あつた，卽ち一八七四 年？ 二の 

保護權を提供せられた時 ( C 之を拒絕しだ。 ' 

國民の間 1 C 澎湃としてお i 6 o 、あつた植民思想は遂に實際的な植民計盡とな6 

一八四〇年ょ6六〇年にかけて、 フランクフルト•ペルリン等に 幾 〇かの 植民#社、 

一 

植民協會の設立をみた。然しなほ國家の積極的援助を行はず、宰相ビスマルクは、 

植民地經脊費用の過大なる事を主張.して斯る植民地の獲得 ic 反對した。 

- • ‘ 

蓋し彼 R とつては、植民地問題ょ6も成立直後の獨乙帝國の內部的統一の强化と I 
歐洲大陸に於ける帝 W の地位向上が最重要關心事であつた。而も對外關係の Ini 滿な J 

5發達を熱心 ( C 希求し、時に英阈の態度に注意を傾倒した。 

• * - 

ビ.スマルタの眞意 

峰 

一八八〇年代に至6植民運動は更 ic 盛とな6、阈民の輿論はァフリヵの開發に集 
中せられた。一八七五年英國がフィヂ-群 a を併合するや獨乙の上下は著しく激昂 



し、各種の植民協會•か現れて、 K ； の問題 I 心 k 硏究 した。中にも一八八二年ホ— 
へ ン r H 侯 (Furst — he ) •か創立した獨乙楢民協會は 最も有力なるもので あ 
つた**同協會は一八八七年獨乙 植民會社0 |窆&*& fUr Deutsch Kolonisation 
一八八四年创立)と合拼して華々しい活動を繼賴した。 

なほビスマルクも、一時 サモアに於けるゴデ フロ ィ .ハンブルグ 商會が財政上の 
危機に S つたのを 救濟 せんとした。然るに乙れ は 帝國議會の否決にあ P た。 これで 
みると、 彼は植民運動 ico いては 確乎たる意見を有して ゐ たのだが、た <對外 政策 
k 於て 英阈の 反對を 豫 想し、對內政策に於て 阈內 多數の代議士が十分協力しなけれ 
.ば 實行不可能であると考へたのである。 一 八八五年三月二日の帝阈議會 { C 於て、彼 
は叫んでゐる。 

r 予は植民政策は一般 Ma 民の多數が斷乎たる決心と信念と を以て支持する极合に 
於て初めて實行じ得べ 5を 信ずる J と。 
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• •• - 有— —ヌ•沒、 iL 士傷逸とを公て支特する揚ベ"こ 
於て初めて實行じ得べきを信ずる J と。 

其の後いくはく毛なくして皇帝ウィルへル ム ー世はビスマルクの建議に某き 時に 

アフリカ ic 植民を行 ふ 事 k 決心した。然るに當のビスマルタは依然、不確贸 なる 植 
民事 業に從ふ 事を 避け、植民地の所得及び統治は 之と深い 關係を 有する 經濟 社會の 
指導者に1任し、政府は寧ろ乙れが保護監舒をなす^止め/1とした0|八八四年六 
月廿六日の帝國議會 ic 於け る ビスマルクの演說は、其の大要を盡し てゐる 0 

『植民地の物質的發展並 ( C 植民地の成立に關する貴任は、乙れを我が航海業荠及' 
び贸易業者の活動と企業的精神と ic 一任して 成るべく 海外の領士を直接に 獨乙帝 
國 tc 合併す るの 形式 1: とらず、彼の英阈商人耝合が東印度會社创立の場合^ 於て 
示した る 如く、 その 成縯顯著なる もの 1 C 對 して 英國の 王室特許狀と 同様の 特許 狀 
を附與し、植民地の統治 li 主として その 利害關係者に委任し、帝阈 はた！，， 之に歐 
洲人 tc 對する歐洲人の裁判權と、常備兵を S かずして行ひ得べき保護とのみを與 
へる J (以下略) 
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英國の背後を街く 

• • 

獨乙植民地の取得 li 之を二期 tc 分〇べきである。 

第一期 li 一八八 四 年ょ&一八八 六年 ic 至るものであつて、獨乙は 2. の間にァフ y 
，の各植民地及び南洋の諸岛を獲得した。 一八 八四 年チュニス 駐在獨乙總領事す ハ 
チガルは、政府の命を受けて、 ァフ y 力 西海岸の卜—ゴーに到つ て、 此の地を獲得 
し、 更 ic カメル ンに於け る 英吉利人を追ぅて之を占領した。 

いくばくもなくして 英國の軍艦が現れたがナハチガルは獨乙の國旗を立て、英人 
の上陸 1: 禁じ • 吱た各地 ic 於て英國の代理商人と激烈なる競爭を した。 乙の頃また 
獨乙は ァフ9 力東海岸 tc も現れて、ザンジバルを猃得するの機會を 得た。 當時ザン 
ヴバルの王妹 R してハンブルグ生れの一商人と結婚したものがあつたが、彼女が寡 
f となる や兄王に S し父の遺言を請求した。獨乙政府 liinl: 保護し、巡洋艦を派 



婦となるや兄 王に對し父の遺言を請求した。獨乙政府 liNJnl : 保護し、巡洋艦を派 



遺して一八八四年 {C これと 土地割讓 R 關する條約を結ばし めた。 

喜 M 峯の議會は獨領植民地と隣接する tc 至つた事 ic 不快を威じて、南西ァフリヵ 
を併合せん事を宣言した。此の現象は東洋 tc も現 n て、獨乙が一八八四年ノィギネ 
ャ會社を設立して、-ーユーギ -1 ャに土地を獲得するや、其の隣接植民地なるクィー 
y スラン ドの憤徼は甚だしかつた。 

獨乙の植民地獲得は凡て英國の意 { C 反して行は n たものであつて、乙れがため tc 
英阈の怨恨をつた。而1乙れを遂行し得たのは、全くビスマルクの卓越した手腕 
であつて、彼にとつて最も重要なる一事は 

r 獨乙は英國に對する友誼のために其の生存に必要なる利益を犧牲に供し得ない j 
と云ふ事を明 ( C する ic あ〇たと云ふ。(大鹽氏、各阈植民史及植民地の硏究三九八 
頁)爻たビスマルクは他面 ic 於て『獨乙植民地妮得は英國との戰爭を招致すべき程 
か使像がるも W でない J と云ふ事を理解せしめるに力め、彼が其の新領地に對して 



植民地なる名稱を附せず、 一. 般に保護領と稱したのも、列國に對する一種の遠慮で 
あつたと云ふ(大鹽 氏、 各國植民史及び植民地の硏究三九九頁) が、 ビスマルクが 
r 植民地問題で、英獨は衝突せず j との理窟を英阈に分らせょぅとした政策は、その 
4\.ヒットラ||2: ょつて踏襲 3 れてゐる。 

ビスマルク•ヒットラーの共通點 

• . 

卽ち t ットラ—は常に植民地問題につ S て英獨衝突のない事を說明してゐるが、 
時 tc 一九三九年(昭和十四年)四月廿八日べ/^リンのクロールォペラでの大演說に 

• y 

於て左の如く明言してわる。 

『余は現存で毛なほ英獨兩國は再び戰ふ事はないと〗 1',! ずるものである。不幸にし 
て英國の公式、非公式の兩政策は、獨乙•か加はる如何なる紛箏に於ても、英阈は 
必らず獨乙の敵 sic 味方すべしとの見解を堅持してゐる事は、疑問の餘地がない 
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必らず獨乙の敵 wic 味方すべしとの見解を堅持してゐる事は、疑問の餘地がない 



位明瞭 (C 示してゐる。これは2.れ吱で英阏が獨乙との戰爭を何か不可避のやうに 
考へて居る事であぅ余の深く遺城とする所である。余が現在英國 ic 對し提出し、 

又將來も提出し〇 U ける意向を有する唯一の要求は、植民地の返還であるが 、 i 
の問題が武力紛爭の原因となる謂はれのな S 事は"佘の常に强調し來つたと乙ろ 
である。 

英國 tc とつて、乙れらの植民地は偾値のな S ものである。故 ( C 余は常に英阈は I 
獨乙の立場5:諒解し得るものと信ずる。英國は自分 ic と〇て何等價値なく、獨乙^ •— 4 
とつては死活の重要性5:有する NJn ら 植民地ょ6も獨乙の友情を 選ぶと 確信して 
わた。植民地要求5:除けば、余は未だ宵て、英國の利舜 と 衝突し、或は 英帝國を危殆 
に瀕せしめる要求を提出した覺ぇはない。 J と言つてゐる。(昭和十四年四月廿八日 
ペルタン發同盟)だ•か持てる阈英阈は獨乙の主張を率直 ic きく NJ とが 出來ず、遂 
に第二次歐洲大戰に吱で進展してし^つた。以下獨乙の舊植民地を檢討しょう。 


特許會社の植民 

獨乙はアフ9力西岸の保護地以外の植民地に對しては大抵ビスマルクの M 比政策 
に從つて、特許會社の統治を實行した。其の最も主なるものは獨乙•朿アフリカ#社 
及びノィギネヤ會社であつて、前者は 一八八 五年二月特許狀を附與され、後奔は其 
の本土に對しては一八八五年 五月、 yTl モン島 ic 對しては一八 八 六年十二月同じく 
阈家の權利を委任せられた。 

其の特許狀の內容 は、 英國が北ボルネオ#社に與へたものに類した が、 朿印度會 
社が嘗て英國ょ6與へられた様な阈家最高權の行使を委任せられ、領土の所冇 權、 
無主地の占有權、土人との條約締結權は勿論、司法上の權利、財政上の權利爻でも 
有した。 , • . 

次 tc 乙の特許會社の內容に筆を進めょぅ。 
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次に2.の特許會社の內容に筆を進めよう。 



獨乙朿アフリカ會社—獨領東アフリカの建設 


一八六0年代 ic ハンブルグの貴族フォン•デル:.アッケン、タヒァルト•ブレ X 
ナ—等は東ァフ y カー帶及びキタマン•シャ〇山地、ゲィクトリァ湖等にかけて詳に 
探險し、大いにその植民の有望なる事を主張したが、其の後力—ル•ベ—夕—ス博. 
士、ブファィル伯、ユールケ博士等は一八八四年獨乙植民會社を設立し、 { TV 患の壓 
迫を排して、秘 ic ァフタカ ic 渡航し、英 s 人勞働者に姿をや〇して獨カザンジパル 
島對岸のサァデ-一に上陸し"ヮミ河に沿ぅて內地 ic 入6、各地の酋長と條約を結ん 
で、僅 ic 二週間の問 {C 面積十萬方轩 ic 近い廣大なる土地を獲得した。 

一八八五(明治十八年)年獨乙政府はベータース等の植民會社に特許狀を與へた。 
會 社は獨乙東ァフ？力會社と改稱した。獨乙政府は右の旨英國政府とザンジバル王 
H とへ通告した。 


英獨佛は、ザンジバル王のアフリカ東岸地方に對する領土主權が、どんな內容、 
性質のものか•實地に調査する事の必要を認め、國際委貝會を設けた。委 Mfr の報 
吿は一八八六年■(明治十九年) ( C 出來 た。 それによるとザンデパル王は海上に於て 
ザンジバル、ペンパ、 ラム、 マフィアなどの a ❖を領有し、陸上に於て北はタナ河、 
南 li ミネンガ _ r 河 ( S ゲア河の少し南方)その f - 間の沿岸約六百哩、海岸よぅ奥地 
へ十哩の幅の地帶を領冇するものと認めた。 

英獨佛 は右の報告を受諾し、次の樣な妥協 ic 到達した。 

フランスはマダガスカル atc 對 する m 獨處分權を捤 る。 英獨は陸上に於て北半を 
英0"南半を獨乙の夫々勢力範阐とする。仑して兩者の境界は、ぺンバ& の對岸の 
一點 から 始吱-〇、 キ？ マスジヤ p の北®をすぎて、ゲイクトリア•ヌヤ ンザ湖の東 
方に至る一直線 ic よつて區割するのである。 

獨 乙 li 其の後、 一八八八 年四月ザンジバル 王より、 共の沿岸全部に互る保護權を 
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方に至 3 一 直線 ic よつ て區割 する ので ある。 

1 S 乙 li 其の後、 1 八八八 年四月ザンジバル王より、其の沿岸全部 ic 瓦る保護權を 

獲得す る (C 至つた。 

然る ic 一八八八年八月アラビア人と土民軍の大叛亂勃發し、會社の領土は悉く设 
されたので、翌年本國より討伐軍を派遣して漸く平定する事が出來た。 

然し乍ら比較的進步せる社#紐綠を有する土人 ic 對して¥ なる 特殊會社が統治す 
る事の困難なる1:覺6、會社は遂に一八九一年を以て、其の主權一切を獨乙帝^^ 
引渡して、單なる一商事會社として存績する事 ( C なつた。 

ノィギネヤ會社—獨領ニユーギニア 

南洋 ic 於ける獨乙植民の先驅をなせるものは、ハンブルグのゴデフ1»ィ商會であ 
〇たが、一八七九年『南洋贸易拓殖會社』が2:れを繼承して熱心 JC 活動した。 

而してフォン•ハンセマンは一八八二年,ーユーギニア島北東部及び附近の, ーユ— 
ブリタニア、_|ユーアィルランド等の諸岛に根據地を設けて植民に努力し、一八八 
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四 年 『ノイギ ネヤ會社 J を設立して、八月政府の保護狀を下附 した 

此の連動 1 C 對する英阈侧の嚴寅抗議に對して'ビス* ▼ ルクも亦斷乎として反 M し、 
淡判は極めて緊張したが、結 A .3 一八八 五年四月、協定が成立し. 獨乙 は占 M 地域の 
領有權を確保した。而して獨乙はニユーギニアの北部占領地をカイザー•ウイルへ 
ルムスランドと改名し、ニユー •アイルランド及び-ーユー •ブリタ- r 23 をビス マル 
ク群ぬと改稱した。更に其の後に於て^,附近^喚の分割は進めら n 、 獨乙はソロモ 
ン群岛中のブーゲンゲイル^、ブカ島等を獲得した。 

會社は內地の開拓事業 ic 努力した が、 綰て其の指揮命令權がぺルリンの本社に集 
中 せら n しため、英獨兩阈の 妨害に 抵抗して効果を あげる 事を得ず、遂 {C 一八 九九 
年一切の權利を政府 1 C 引渡して、一私立商事會社となつ た。 











大戰後獨乙植民地の分割 

f 

1八八五年にコンゴ|條約が植民地所有阈の間に締結3れた • 
コンゴ—條約調印國にょつて與へられた賤肅なる保證は、聯八：：阈にょ〇て無視さ. 
れた。 

一九一四年八月二日、植民次官ゾルフ博士は條約の規定に準據 して 植民地•か差迫 
る戰筚に捲き込まれる恐はないから、栴民地在住歐州人は何等憂慮す る事を 要せぬ 
旨電報を以て獨領東アフリヵ行政當局 ^ 通告したのであつた OKV の 後日ならずして、 

英 W は東アフ 9 力に於て戰端を開さ根民地は戰爭の舞臺 とな 〇たので ある。 

中央 r フ？力 1 C 於ける歐洲列强の植民地は中立たるべき事が 宣言せられた • 

然る ic 世界大戰が勃發するや、埘合 S 側は こ の條約 を 揉荆して、一九 一四年 八月 


五日に 獨領 アフ 9 力掻民地に對して軍事行勡を開始し、次いで其の他の獨領民地 k 
も武力1:以て占據し"大戰め終了した時は、獨領^^地の大部分は聯合阈に征服 d 
れてしまつてゐた* 

かくて舊獨領植民地は、次の如さ國々の統治に委ねる、事になつた。 

ヴェルサイ ユ條 約 K : よる 《 領植民地の 分割 

•任 tt *« 0§ S ?方 S 5 口(千人) 

〇獨領東アフ y 力 

タン ガー ー ィカ 英 ( B 式)三六三、〇〇〇 五、 〇ニニ 

(內獨乙人.二、一四九人) 

火アンダ、クル ンディペルギ ー (B 式) 二1、 〇〇〇 三、五〇〇 
キオンガ 荊 領柬 アフ9力聯合 
oMis アフリカ 南阿聯邦 ( C 式)三ニニ、〇〇〇 
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キオンガ 
〇西南アフリカ 

〇カメルン 


〇トーゴーラン K 

東部 
西部 
0大洋洲 

ナクグ 
獨領_| r ギ-一 I 

ビス•▼ル ク群島 
ソ p モン群島 


葡領柬アフリカ聯合 

南阿聯邦 ( C 式)三ニニ、〇〇〇 


佛 ( B 式) 

英 S 式) 
佛 (併合) 


英•漆こーユージラ 
ン K ( C 式) 


濠 


一六六、〇〇〇 

三四、二〇〇 
一〇四、六〇〇 


佛 ( B 式) 二〇、〇〇〇 
英 ( B 式) 二一一、〇〇〇 


九 


( C ) 式 九二、六〇〇 


二、二〇〇 

八〇〇 


七五〇 
三〇〇 


四六〇 


獨領サ モア 


ジ 


ン K 


( C 式) 


、〇〇〇 


五〇 


_ 6S 







1</ ヤル群島 
- oy ン 群島 
，アナ群島 


本 ( C 式) 


九六〇 


0膠洲裨租借地 支那へ返還 二〇〇 
舊獨領植民地の分割に<ぅ、大戰前旣に四百萬方哩の媞領を有する佛蘭西は、更 
に廿九萬方哩を增加した。-±た大戰前旣 ( C 九十二萬六千哩の屘領を有してゐたべル 
ギ-も新に價攸ある屬領、二萬一千方哩の土地ををの支配下に入 n 、 更に英國に至 
〇ては 七十三萬三十方哩の土地を新に アフリヵに 於て獲得し、 アフリヵの みで三百 
九十萬方哩の大領域を^の支配下に S くに至つた。 

然し委任統治の發展は4乙と 1 C 微々たるもので、受任國の財政負擔となつて居る。 
特に佛蘭西に於て然6である. 0 その理由は、本國の經濟難打開のために獲得した槌 
民地でないから開發の必要•か少いので發展が遲々としてゐるの•たと云ふ。(阿部氏 
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民地でないから開發の必要•か少いので發展が遲々としてゐるのだと云ふ。(阿部氏 

人口、資源、枢民地一三三頁) 

獨乙本國の割讓 

獨乙の南北及び西部は•獨乙民族及び獨乙語族の境界が稍々明瞭に區15し得るに反 
し、東部は幾多の他國民と混血して£>る。か>•る國民的 {C 混血せる地域 ic 於て新阈 
境を劃定する事は頗る困難で、人民投票 (C ょつて、その歸炤を決定する方法を用 CA 
た。 

人民投票の結果は左の通6であつた❶ 

〇 北部 シュレスタ ィッ t 第二 地帶 (一九二0年三月 十四日 施行) 

五一、七一一四票 獨乙~ 

ニー、八〇六 M デ V ►丨クへ 
西ブ »' ィセ；\ (一九二〇年七月十一日施行) 
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九 六•八八 九票 獨乙へ 

七、九七七票 •ホ—ランドへ 

• . 

〇東ブロィセン 

三五三、六五五票 獨乙へ . 

七、四〇〇票 •ホ—ランドへ 
〇上部シユレ、 I •シ H ン (一九二 一年三月 廿日施行) 

七一七、一ニニ票 獨乙へ 
四三三、五一四票 •ホーランドへ 
〇溴太利領ヶルンテ N (一九二〇年十月十日 施行) 

三七、三〇四票 填太利へ 

一五、二九票 ユーゴスラヴィァへ 一 ' 

右の 如き明確なる 結果を示せるにも拘らず®乙 li 其の領七の多くの部分5:镓 lin 
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一五、二九票 ユー ゴスラヴィ ァへ 一 ' 

右の如き明確なる結果を示せるにも拘らず®乙 Ii 其の領*^の多くの部分を毎|1.れ 

^ J - . . . , —.1 __ ;.- v ^ 1 

た。か V る阈民 的に la 血せる 地域に於け る新阈境の 樹立は、 ゲ H ル サィ ユ條約にょ 

つて悉く獨乙に不利に決定5れた。例へばダンチヒ、メーメ<、南チロールの如き 
は政治的理由から、純獨乙領なるにも拘らず、獨乙若くは塊太利から切6離したの 
である。 

獨 乙とペルギー國境のォィペン—マルメディ ー 地方.に於ける人民投票は特異のも 
ので、同地方をペグギ—領に編入3す可しとの意見を持つ者のみ、自分の名を名簿 
ic 登錄する事が出來 た。 2.の投票は一九二 〇年 七月廿四日に行はれ、時のペルギー 
外相ヴァンデルゲエ火デ自身も、乙れを f 滑稽』なゲと稱して- Q た 位で ある。 

ゲ H ルサィユ條約は、獨乙本阈をも分割したが、乙の結果獨乙本阈は二^七千方 
哩を減少した。獨乙本國の失へる地方は左の通6である。 

平和 佳 約にょる 獨乙 本國の 分割 

割？ g 地方 先 *« (半方 S 人口 
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サ丨ル地方 十五年問：！際聯盟ドへ 七、 一一§查、七六〇 
(備考)ザ-ル地方は一九三五年一月人民投恧によ〇獨乙歸嵐に決定 


ナチスの擡頭と其の植民政策 

ナチスの誕生—一九一九年一月九日 

世界大戰 役の 獨乙に 於て、 S 民を 既 起せしめたものは、® 民 , ft 會主義獨乙勞働黨 
卽ちナチ ス黨 である。 

一九一九年 一月九日、著述家オット-、ハルレル、錠前鍛治エアントン•ドゥル 
丨ッ ヶの兩名が、 ミュンヘンに『獨乙勞働黨』を設立し、同年九月十六日アドルフ. 
ヒット ラ—が Inl E ic 加入し、一九二〇年一月一日始めて黨本部が設 s 3 n るに至つ 
た。常時黨员總數僅かに六十四名に過ぎなかつたが、同年二月廿四日、『ホ—フフ 
ロィ酒場』の廣問で第一回のナチス黨大會を開き、アドルフ.ヒットラーは乙、に 
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參集した二千名に餘る聽衆の前に、廿五ヶ條の綱領を始めて 宣言した。 

乙の耦領は今日に至るまで、何等變 1 { 1 3れる乙となく、卷々として货^3れ、.1/ 
戰後獨乙阈民の世界 ic 處すべき態度と方 IHI とを明示して. Q る。 

廿五ヶ條の綱領 
廿五ヶ條の綱領は左の通6である。 

一、民族自決權に芘き、 M ての獨乙人は一致 N 結し、大獨乙阀を結成する乙と。 

一一、 他阈と平和の榣利を享有す る乙と。 ゲ ュルサィ ュ條約 及びサン•ジュルマン 
條約の廢棄。 ‘ 、 

三、 獨乙^民の生存のため並び ic 我が過剁人 P の移植のため ic 土地(植民地)を要 
求する。 

四、 『國民 M 志』のみ獨乙 公民た る 乙と を#、 ^民 同志は獨乙人の血铳を 有せざる 
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四、『阈民 fHJ 志 J のみ獨乙公民たる乙とを得、國民同志は獨乙人の血統を 有せざる 

ベからず。從つてユダャ人は國民同志たる乙とを W ず。 

£、獨乙 公民 (C あら ざる者は、單なる客人として、獨乙國內に滯在す る乙と を 得。 

六、 獨乙公民のみ、國政の指導及び法律に關する決定 tc 參與し、且つ公職 tc 就く 
事を得。 

七、 國家は、獨乙公民の職業及び生活 tco き考慮すべきものと す。 獨乙公民にあ 
らざる者は追放せらる、2.とあるべし。 

八、 獨乙 人 (C あらざる者の獨乙への移住は之を阻止する乙とを得、一九一四年九 
月 二日 以降移住せる獨乙人にあらざる者は追放せらるゝ乙とあるべし0 

九、 總ての獨乙公民は同等の權利及び義務を有す。 

十、 獨乙 S 民は第一の義務と して、 精神的或は肉 f 2 的に生產に從事する乙と、個 
人の行爲は共同の利益と衝突すべからざる 乙と。 

十一、無職及び不勞所得の禁止、利子奴隸の打破。 
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十二、一切の戰爭にょる利得の回收。 

十一11、►ラスト經脊企業の阈營化。 

十四、大經罃の利益分 E - IC 對する要求。 

十五、 養老事業の確立。 • 

+六、健全なる中產階級の確立、百货店5:地方公共 闯 ic 依る經營に移す乙と、小 
商工業者の救濟。 

十七、土地制度の改正、卽ち土地が不合法 ic 所得され、又は公共の利益 ic 反し 管 

理せらる、場合は、公衆の利益のため無值に收容3る。土地資貨投栂の防止及 
び地代の廢止。 

m 

t 八、公衆の安寧を害する者は揮®す。重罪犯は死刑 ( C 處す* 
t 九、獨乙普通法の實施。 

二十、國家敎育事業の確立、卽ち貧しくして特に天 S 才能に著れ たる兒童を 



Its 

二十、 H 家敎育葉の 確立、 卽ち貧しくし天 s の才能に著 s る兒童を 

跨家の經營にょつて敎育する i と'* 

二十 I 、掘民の健康增進、母性及び小兒の保謎、未成年勞働の禁止、®育の奬勵。 
II 十二、國民軍の組路。 .. 

II 十三、政治的虛僞に對する彈壓。獨乙新聞の社員は、『國民同志 J たらざるベか 
•らず、非獨乙新聞は許可を要し、獨乙語を以て發行するを得ず。獨乙人 ( C あら 
ざるものは、獨乙新聞の經營に參與する2.とを得ず。 

二十四、獨乙國家に對して危險なく、且つゲルマン人種の道德に背かざる限 6 IC 
於いて、國內に於ける信仰を認ひ。國民社會主義獨乙勞働黨は一定の信仰告白 
に束縛3る>2.となく、積極的キリスト敎の立場を代表す。我黨はユダャ的物 
質主義的精神に挑戰す。獨乙國民の恒久的更生は、『公益は私利に優先す J とい 
ふ根本觀念にょつてのみ可能たるものな6。 

11 十 玉、 鞏固なる國家中央權の確立。全國土 1C 對する中央議會の無制限的權能の 
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確立。各同盟》家に阈家の法律を施行するため階級及び職業會議所を設立する 
i と0 ' 

爾來ナチスは一九三三年、ヒクトラーの統率下に、2.の獨裁權を確立する爻で、 
十數 年間の在野時代を通じて、常 ic ゲ H ルサィユ條約の廢棄、失地植民地の回復を 
叫びつ N : けた。 

ヒットラー自身も、其の著「我•か闘爭 Jtc 於て、領土の狹少なため大民族•か 沒落 
に顴せる場合 ic は、土地や領土を求める權利は義務 ic 爻で轉化し 得るものであると 
述べ、祖國獨乙の復興のため ic は、領土擴張の不可缺なる事を強調して ゐる〇 

ヒット ラ— の「我が闘爭 J は ナチス 執權前に書いたもので、その內容も、ヒット 
ラ-•か政權を捏って、實際に對外政策を實施する様にな〇てから、變更を餘儀なく 
3れてゐる。中 ( t はまた*-1我が闘爭』の主張を實行しながら、結果に於てその豫期 
したものとは相逢せるものもある。卽ち『我が翮爭 J は ナチ ス政權樹立のための貴 
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341 て a る-中には爻た「我が®爭 J の主張を實行しながら、結果 ic 於て その 豫期 
したものとは 相建せ るものもある。卽ち『我が kl 爭 J は ナチ ス政權樹立の ための 貴 

常な掛聲であつた。從つて獨乙！ S 民の架：典『我が^^ J に 一 TX するナチス獨乙の慾 

穿の根 斡は、失地の回復、平等 權の 確立にょつて闷榷： S 復の水平 M 動に成功した曉 
1 C は、先づ東漸して ボー ランドを狙 a 、 南進して地中海に出で、獨乙民族の統一、 
大獨乙帝阈の贲現を期するものである事は明白である。 

筹 

ヒットラ I の『我が闘爭 J に現れてゐる東方政策 

t ットラ I は^の著『我が囲爭』.の中に於て次の如く述べてゐる。 

民族の生存« 

勝利者 ic のみ權力は與へられる。現 ic 我 ❖ •か生活を營んでゐると乙ろの大地は、 
決して天から與へられたものでなく、生命を的にして戰 a 取つたものである。同様 
に將來に於いても、土地や我が民族は生命は、天から與へられるものでなく、た V - 
劍の力 ic ょつてのみ確保し得るものである乙とを、我々は知らねばなら W 。 


更に我々は、若し土地がないために、2.れ以上生存して行く事が出來ないといふ 
ょうな場合 ic は、土地を要求する權利は、同時 { C 義務 ic までなる事を知らなければ 
ならぬ。特 { C をれが黑色人種の如さ場合ではなく、人類文化 (C 偉大なる貢献をなし 
たと AJ ろの我々獨乙民族の場合 ic 於て、猶 M そうである。 

獨乙は世界の强國にならなければならぬ。然らざれば、寧ろ存在せざるにしかず 
である。しかも强阈 ic なるための絕蹬的條件は、民族の生命で あると 2. ろの土地で I 
ある。 と 喝破し更に語をついで 日く。 . '—66 

獨乙 民族の 政治典範 

我が獨乙阈说の政治的典範は、次のやうなものである。 卽ち 、歐洲 大陸 ( C 於ける 
二大勢力の成立を、我♦は認める事は出來ない。爻た獨乙阈境に第二の軍事的勢力 
を m 織せ/ L とするすべての企ては、 NJn を獨乙に對する攻黎と認めなければならぬ。 
而して、かくの如さ阈家の形成を、我々は凡ゆる方法に ょつ て妨害し、陂钹 しなけ 






を糾織せ/ 1 とするすべての企ては、乙 n を獨乙に對する攻黎と認めなければならぬ0 
而して、かくの如刍阈家の形成を、我々は凡ゆる方法^ょつて妨害し、陂壊しなけ 

ればなら W 。 それは我々の# ■: 利であるばかりでなく、義務であると思はねばならぬ。 
大久保廒雄氏譯、ヒットラ！わが弭爭 

_ 民族國家は於ける外交政策 

かくて彼は云ふ I . 

民族に於ける外交政策は、仑の國家內 ic 含 1 Hn てゐる民族の生存を保障するもの 
でなければならぬ。而して、そのため ic は、民族の人口と土地との問題を完全に解 
決する事が先決問題である？ . 

英阈も a シアもアメリヵ合衆阈もすベて廣大なる面積を領してゐる〇佛聪西も同 

様である。 • 

佛 _© は、その領域内の黑人達を徵發して軍隊を補充し、また混交の結果、黑人 
の血が急激に流 n 込んで、今や歐洲の一角に、アフリヵ黑人の阔家が建設されたの 
ではないかと3へ疑はる、ほどである。 
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苦し佛 f が、かくの如き状態のま、、三百年經過した時には、 フランス民族の 
血は消滅し去つて、歐洲人とァ rvl 人との混血人種の i •か出？るであらぅ。 
をしてラィンから r\f i る地域の人 f 、人 — Mk 低下す—れ交 

K . 

乙、が佛醫の驚政 f 昔 S 乙の植民政策 S る？—。獨乙は獨乙民族 
の移住地—げる事4ねば、 I 地の十：人—泛用ひて、 I の—— す 
る事もしなかつた。た V 植民地の維持 ic 、 CA たすら乙れつとめて ゐ たので ある。 

阈粹社會主義運動は、民族に生活資源を與へ、且つ政治 上軍事上にも精力ある 支 
持を提供すろの土地と、民族の人 n との問の不均 f 打破し、 歴史的 I 去 
を淸算し現狀の打開に努めねばなら2 ( 同前三四二頁 ) と 叫び、 且つ獨乙外交の方 
針として、英獨伊同盟の軍事的意義を强調 してゐる。 

英獨伊軍事同盟 
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釘として、英獨伊同盟の軍事的意義を强鼢 して*る。 

英獨伊軍事同盟 

我々の同 S 3 者た6得るものは、英闷と仍太利あるのみ。 . 英伊と同 sa する事 1 C 

10て一一つの効果を期待する事が出來る。卽ち一つは、乙れによつて世界大戰當時 
から結ばれて£>る聯合國側の連鎖させる事が出來、他の一つは、かくして我が民族 
の不俱戴天の仇敵たる佛蘭西を國際的孤立 ic 追 a つめる事が出來るのである。よし 
之の効果•か、はじめの中は、眾に道徳的作用にしか過ぎずとするも、乙れ ( C よつて 
獨乙の自由獲得の運動は、 li か6知 n ぬ程の便宜を受ける事が出來るの•た。何故な 
ら、 5 うなつ左曉には、歐洲 ic 於ける行動の決定權は、佛蘭西の手中から脫して、 
完全に英獨伊の掌中 ic 歸するであらうからである。…… 

恐らく佛蘭西は、あらゆる手段を用 a て我々を苦しめ、2.の同盟の成立を妨害す 
るであらう。^•か、我々は耐へ忍ばねばなら5 T 努力と忍耐——そうすれば、やが 
て我々铽佛蘭西の野望を粉碎する事が出來るであらう。 

大陸に於ける佛蘭西の制覇を默視し得ざるもの—— 乙れ •か"我々の同盟者なの だ。 
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と結んで. Q る。…… 

乙の短文の中 fTf の當初意®し— S 獨提携 論が 現れて ゐ るが、 重 C 
之れは實現し4かつた。寧ろ ヒットラ •が「我が—」の中に—視してゐるロシ 
ァと提手する ic 至つた。2.れ運命の皮肉か ヒットラーの妙策か。 
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植民地返還要求の政治的理由 

—— 國 家の 名# のために —— 

獨乙の植民地返還要求は 經濟的 理由の みからで なく、寧ろ經濟以外の 理由の方•か 
强いのである。その要旨は 乙ぅ だ。 

獨乙は S 家的名#のために、植民地的地位の平等を要求する〇ヵントを出しゲー 
テを生んだ獨乙は世界の文化 ic 貢献する 所 大きかった。獨乙の文化 水準は他の如何 
•なる國家 にも 劣りはしない〇從って獨乙は他の 列强と 同一の 權利5:亭存 する事を要 
求する。獨乙の餌植民地返還要求は、乙の一般的平等地位の一環 ic 過ぎない。そ乙 
で一九三六年九月、- 1 ユールンべルグに於けるナチス箱大 #に於てヒットラ丨^. 統 
は .- 


r 獨乙は、その植民地要求に^して正義が行はるべしとの主張を撤回する事を得 
ない。獨乙阈民の死活的權利は、他 W 民のそれと同様に重要である J 
と叫んでわる。 

英佛の陰謀 

世界大戰•か終了するや、聯合 H はその占領せる铒獨領植民地返還 1 C 反對した。^ 
の理由は 

(一) 獨乙はそれ5:潜水艦の根據地とするであらう事 

(二) 獨乙}一士民を武裝せしめるであらう事 

(三) 獨乙はそれ5:陰謀のために利用するであらう事 

(四) 獨乙は.十：民を Mm . するであらう事 

等であつた。乙 n 5 r 要するに獨乙から植民地を海 a 、 乙れを返還するに反對する理 
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等であつた。こ n 5 r 要するに獨乙から植民地を獐 a 、 乙れを返還するに反對する理 



由は、 f 獨乙は M 民 N としての能力なし j と云ふ事である。 

か、る理由の下 ic 舊獨領植民地を分割したのであるが、獨乙の植民地分割は國際 

的協定にょ0て決定3れたのではない。ゲニルサィユ條約の批准以前に卽ち國祭聯 

- • - ' 

盟の成立以前の、一九一九年五月七日の英佛最高會議 ic 於て決定したのである。(阿 
部氏前揭書一六四頁) 

聯合國側の『獨乙には植民地經膂の能力無し J との口實位、獨乙を侮锑するもの一 
はないし、また事實を誣ふるも甚だしい。に於て、獨乙は敢然か vs -虛言を排^ 
襞する道德的權利を保有すると主張し、また多くの論者は、戰前に於ける獨乙 人の 
植民地統治の功績を指摘し、その未開地の文化的開拓の手腕を讚へ、或ば咬た現在 
白人種は未開地を統治、支配すべさ任務を有し、獨乙も列強と共 tc 、 z . nic 參加す 
べしとの主張である。 


ロィド •ジ 3 —ジの言質 

/ 

獨乙の植民地返 i 求は、道德的的にも經濟的にも—である。それは 

帝— 義— 機よ.-出？ f ? f 、 獨■民益濟生活上の H い 
と云 ふ 願望 ic 立脚するのである。 

獨乙の要求は、 f 有たざる ssf 要求と同一でない。獨 乙は 元々持つ てゐ2 

もの1せと要求するに過 I い。獨乙は新たに、他瞬の植民地—讓せよと要求 
するのではない。 

N 

昔は獨乙 ft 、 聯 I 約にま、一時的益 治基 f れて—領土を 
返還せよと f に過 Is 。 獨乙の—民地は！ b ニサィユ— k よ—任陡 
治地となつたが、受 S は、—を委 f れ$けであつて所1 f た譯で 
はない。この事は聯盟—によ S も明らかで t 、 I 委任 統治の本？も ある。 


74 







ププ お だを wils ね / 2 V けであ o て 所冇權を 獲# した譯で 
はない。 Ms は聯 I 約に i ても明らかで t 、— 委 i 治の本？もある。 

をこでヴェルサイユ^ a の四 R 頭の一人であつたロイド•ジョージ氏，： r 委任統治の 

性質に關する誤解を防ぐために、一九三六年二月、下院に於て次の如く言明した0- 
卽ち . 

『ヴ H ルナ イユ條約の下1 C 、 乙れらの領土は英領として我々 ic 與へられたのでは 

ない。 それらは 國際聯盟 ic 與へられたのである。その法的權利は 聯盟 ( C 歸炤する」 
と0 . . 

ゲ h ル サイユ條約の 基調と なつた 一九一八 年のゥイルソン平和網 m 第五條は 
『凡ゆる植民地に關する自由な公平な判定は左の原則に ょるべき事、 卽ち植民也 
主權の決定に當つては、關係植民地住民の利益は其の統治權を附せらるベさ政府 
の要求と同等の重要性を有する J 

と規定した。2.れ ic 從へば、大戰中 ic 於ける獨乙植民 itfe の占領は、占領國 ic 何等獲 
得の權利を與へ W 窖であつた。 


然るに M れは聯合®側 S 切ると M ろと f 乙はヴ H ルナィユ條約第二九 
條にょ - CV 、 海外植民地益する一切の權利要求の放棄を餘儀なくされた。獨乙から 
みれば、この事は聯合國側の甚だしい不信、 非合法の行爲 である。 

從つ て 、 t 不法に奪取 f れ？ の k 對し 53其の回復 I 求す る 合法的 
權利あ6と主張するので ある。 

委任 統治の新形式は何のため 

歐洲大戰の結果、列強は獨乙舊植民地を分割す るに 際し、委任 統治なる 新形式を 
雲し聯盟規約第廿二 f 規定した。何故か、る新形式—用した のかに 關し、一 
九二一年 ランシング 氏の發した言葉を引用し ょぅ 〇 彼は 言 ふ I 若し獨乙の 植民地 
が普通の方法で戰勝國名 fn 、 それら m らの國 に主權と共に 讓—れたな 
らば、獨 乙は これら讓渡地域の值値を、賠償金の 中に含める事，^要求する k 至つ た 













力普通の方法で戰勝國与配兵、 をれら •か 乙れらの國に主權と共 k 讓？れたな 
らば、 獨乙は乙れら讓渡地域の價値を、賠償金の 中に含める 事5:要求す る {C 至 〇 た 



であらぅ C そ乙で 聯盟は、住民の利益のために委 II 統治 地を 分配す るものと なし、 

そぅして委•任統治は新領土を獲得するための一手段ではなく、一個の義務と見做3 
れる事になつた。かくして委任統治制は獨乙から植民地を奪取した。その 價値は 本 
來ならば、獨乙の聯合阈側に對する債務を著しく減少せしめる筈のものであつたが、 
聯合國側は、賠償金 ic 何等の担失を蒙る事なく、植民地を獲得したので ある。 從つ 
て實際上は委任統治制の利他主義は委任統治を獲得した列強の利己的な物質的な利 
益に奉仕す る 結果 ic なつたので ある。と。 

以下舊獨乙植民地の經濟的愤値を檢討する•か、資料は一九三四•五年のものであ 
る。2:の古い資料を用 CA る事が、何故獨乙•か梆民地を必要とするかの理由をよく說 
明す ると 考へたから。 
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原料資源供給地と L ての植民地 

ゲッベルスの叫び 

' • 

ゲッぺ声ス宣傅相は 

r 近代工業の某礎原料は石炭、鐵、石油、棉花、ゴム及び銅である』 

と叫んだ•か、乙れらの呻で獨乙が比較的登富に有してゐるのは、石炭のみであつて、 
他は一部又は大部分を徐入してゐるのである。 

乙の際に、自闼植民地から原料1:獲得出來れば、大い 1 C 助かる事は明らかである。 
舊獨領植民地からは、シナル麻(必要*の二倍)、燐酸鹽(輸入額の七五^)、 n、K 
(輸入瓶の四〇5^)、\ナ、(輸入額の三〇^)、熱帶木材(必要 S の 一一 〇％) が得られ 







薄獨領植民地からは、シナル 麻 (必要量の二倍)、燐酸鹽(輸入額の七五^)、 n 、 ア 
(輸入妞の四〇％)、パナ、(籀入額の三〇％)、熱帶木材(必要是の二〇％)が得られ 



る。就中特筆すべきは、食用脂肪の原料となる M 物性油を大垃に獲得出來る茁であ 

る。 現在獨乙は植物性油と脂肪とを年々六十萬乃至七十萬噸必要と してゐるが、そ 
の六分の一は今直ぐ ic でも舊植民地から 獲られる と云 ふ。 

植民地の果たす役割 、 

獨 乙の 植民地返還要求 ic 對する反對者は、 迈獨乙 植民地が 獨乙の手 ic 紐つたとし 
ても、獨乙の輸入依存性は左して緩和5れなぃと云ふ。では一體舊植民地は、獨乙 
の原料及び食料の不足の幾何を滿 たし得るかを吟味してみよう。 

試みに一九三四年 ic 於け る 舊獨乙植民地よりの 主たる原料食料の轍 出數兑、同一 
品* C 對 する 獨乙の輸入數量5:對照 すると 左の 通 6 である。(眾位 啦) 


油種、胡桃、果實(採油用) 


獨輸入總 i 

七一九，四六九 


芮«鉗«比地 fBJ : 
及び C 式姿 frrfe 治地 
ょりの輪人松 M 

九八、0八九 


一79一 


各種の熱帶性果實 
(其の內，ハナナ) 


丨ヒ—原料 


n 、ァ原料 
各種の亞麻及び大麻 
(其の內シサル麻) 

皮 革 
羊毛其の他猷毛 
棉 花 
護 謨 

燐 •酸' 鹽 


\ 

一! K 五、 九一八 


九六、一四九 
一1 
〇一、 X 一 

115九九 

若、九七一 

一五七、二九 
一六 四、 S 一 
18 、四 一一一 
S 八一一 

八一一 一0、曼五 

一六九、六四 -te 


一一六、四一一九 

一五•会九 
蓋、九一一八 


■ tsl 一、五一〇 
r 六〇八 

S1 
31 
11 
六一九、八五九 

Ins 
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1mrv.>mn 



製 


材 


一六九、六四 -ts 


1 



熱帶性木：；5 

穀類(玉蜀黎、稷等) 
金 鑛 

ダイヤモンド 


貢、§ 

m 八八、！！一一一八 


五四、1一一一 

一六、霊 

51、六0ーー(ォンス) 
一一五八、九六七(カラット 


前表にょれば、シサル麻は獨乙の：需要を充たして餘6あり、燐酸鹽.パナナ、熱 
帶性木材、植物油等は夫々寄與する所大きく、寸た金(-1ユーギ-1ア及びタンガニ 
力產)及びダィヤモンド(南西アフリカ產等)も注目に値する。 

委任統治國の怠慢 

舊獨領植民地からの原料輸出額は、一九〇八年に二七、八三六、〇〇〇マルク、一 
九 一三年に一六二、一四〇、000 ク、一九二八年 ic 二六二、三〇二、〇〇〇ライ 

t スマルク ic 上つて £) る。 
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一九〇八年ょぅ一九一三年迄の增加 ic 比して、一九一三年ょ 6 一九二八年爻での 
增加は鈍い•か、その原因は何處にあるのか。 

委任統治阈は旣に植民地を所有してゐるから、た' V 一時的に統治を委任3れた土 
地に大なる投資 5 : なす意志•かない。更に-±た、委任統治地を餘 6 に發展させると、 
自國の從來からの植民地との間に不必要な競审を惹起する惧れ•かあるから、委任統 
治地の開發には、全力を注がないと見るベさであらう。若し資源の乏しい獨乙が統 
治してゐたら、もつと資源開發は進んでわたであらうとみてゐる。(阿部氏、人口、 


資源、植民地一五三頁) 


委任統治下の鐵道 


なほナチ黨 M 民 地 部長リツタア•フォン .H ツブ 博士 li 

『獨乙は穴 a 前から、その主植の T にある地域の一切の迮源の系統的な問發 {C 着 



なほナチ黨値民地部長リツタア•フォンツブ博士は 

『0乙は 大找前 から、 仑の主植の下にある地域の一切の迮源の系統的な開發に着 

手してゐたが、乙れはその過剩人口の生活維持のために必要で あつ ^し、 3 SR 4 

た必要である。併しヴェルサィユ會議に於て、獨乙植民地は、新植民地の領有 i : 
何等必要とんない諸國に分配3れてしまつた。^の上 i れらの諸國は他に爲すべ 
さ事を擻今持0てゐたがために、委任統治地域の開發に携はる立場に居なかつた〇 
委任統治地域の開發——原料生產のみならず、その他の事項に關しても1 tc 對 
しては、氣侯的條件が同様な委任統治地域 ic 隣接する諸國の開發に對してょ6も 
注意の拂はれ方•か少かつた。 

例へばトーゴ ーラン ド及びカメルンとベルギ—領コンゴー及び -1 ゲリアとの 油 
性種子及び果實の輸出總額、カメルンと フランス 領中央 アフリカとの 木材、^ /2 
は東領東アフタカ(タンガ-ー ィカ)とウガンダ 及び ケ||アとの棉花の輸出 總額を 
夫々比較すると、甚だ示唆 ic 富む結果 •か 出て來る 。卽 ち歐洲 諸 ^ の植民地は 委任 
統治下^ある地域ょ6も、一層系統的 tc 開發が行はれてゐる事が 明撩となる ので 


明 


ある。 

また次表に io て明らかな如く、委任統治地域の交通運輸機關の發達は、委任 
統治制が布かれて以來殆ど停止してしまつた。(單位キ&メ —トル) 

旣設又は建設中の錄道 

一九一四年 一九三四年 增加 

東ァフ 9力 一一、一七一 一一、一二五 四四 一 
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西南ァフ y 力 一一、一 - fcr 八 一 n 雲 一七九 一 

ヵメル N 靈 S 六一 

トーゴーランド S § 二五 

かくの如く委任統治地域の殆どすベての锇道は、僅々廿年間の獨乙統治時代 ic 
沄設3れたものであ6、委任統治國は、その後鐵道擴張のため tc 殆ど何等も爲5 

なかつたのである J と。 






一！!設3れたものであ6、委任統治國は、その後鐵道擴張のために殆ど何等も爲さ 

なかつたのである J と。 



獨乙舊植民地の經濟的 m 値 


~ S I ?乙植民地主要産物接出額 

歐洲大戰前 tc 於ける獨乙が、その植民地ょ 6の主要生產物の 輸出 ^對して 、如何 
程の額と、その原料品1に、又は自 a に 輸出したかをパオロ •ヂ オルダ ーーィ は、 
その著 S 乙植民地帝 5 U の 中に 述べて 居る。 今その統計を引用し ょぅ。 

獨乙植民地主要產物輸出额(一九二一年) 

0東アフ，力(千馬克單 #:) . 


明 


ゴ 

皮 

n 

密 


ム 


類 


蠟 


八、 B11 六 
四、 C 六 -ts 
1、九：ミ 
八一一九 


織物耧維類 
綿 

3 ブラ 

金 


七、11 

ーコー〇 

一、 S 1 

透 



胡 麻 .nln 

象 牙 S 
米 S 一 
樹 0 i 
〇カメルー ン (單： ^千馬克) 

ゴ ム ー S 一一 

n n k (素材)一 2 八〇 

木 材 六九六 
0卜—ゴ I ( 單位千馬克) 

棕櫚種子 8 TE 四一一 

ゴ ム 0 

3 、 r 重 


0 丹 B 八11 
パ ター、ミルクチーズ ーー五八 

木 材 一四 K 

棕櫚 種子 r 四 〇 六 
椰子油 一、四 一一一一 
象 牙 查六 

椰子油 一、 六一三 
綿- 五 S 

玉蜀褰 雲 
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〇西南ア 


(眾位千馬克} 


モン K 


S 、 四 1 B 


〇南太平洋諸島(單位千馬克) 


10 


皮 革 
駝鳥の羽毛 


六、五一一一一一 
一一九八 


鳥の羽毛 


『獨乙本 國の驚地から の輸人は、本國 S 入總額中 の僅かの部分 U に過ぎ 
なかつ た。だから 舊植民地は獨乙.の原料難の 解決 k とつては餘 6 役に立た ない J と 
云ふ議論•かある。 


— ^ 〇/ — 



乙れも二つの重大な事實を忘れてゐる。卽ち第一^當時の獨領植 民地は未だ經濟 
的發展の初期 ( C あつた ( C 過ぎず、從つて物產が豊かでなかつ た 事、第二 {C 當時 は獨 
乙本國はその必要とする物費 i : 到る所で、容易 ic 手に入れる事•か出來たので、植芜 
地產物の四〇%しか必要でなく、殘餘の六〇は他の市場 (C 於て販賣 3れてゐ た事 
である。 

(2) 世界 總産額 中 ( C 占める割含 

次に最近 ic 於ける委任統治領土の產出額 を 世界锶產額中 ic 於ける 地位を見ょぅ。 

〇タンガィカ tc 於ては 

金@類-金(0*%) / 

織物糨 維 類—— シサ 丨ル (三三% )、 棉花 (〇 こ％)、 羊毛(〇二炻) 

柱物性油類——胡麻油(〇•六^)、 n ブラ(〇•五％)、落花生油(〇•五匁)、棉 
子油(〇•一％) 


— 88 一 



I 胡雇油 (？ 六％)、コブラ (9 五％)、落花生油 c ? 五^)、 
子油 (〇 •一%) 

食糧品類—— n 丨ヒ丨(〇•五^)、パタ丨(〇•一^) 

〇英領カメル—ン 

植物性油類——揶子油(四 •五％)、 落花生油： 〇 •四％)、胡麻油 (〇 •四％ 
食糧品類——コ、ア(〇•六％) 

0英領トーゴー 

食氆品類—— n 、 ア ( T 九％) 

〇西南アフ9力 

鑛物類 —— ゲアナジクム(三三％)、石炭 (0 •一^) 

食糧品類——•ハタ'0•四％) 

〇佛領カメルーン 

食糧品類 —— n 、ア(一.八％) 

〇佛領トーゴー 
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棉 


植物性油類——椰子油(〇•六%)、 n ブラ(〇•一%) 
食糧品類—— n 、ア(一二^) 

0 _|ユ-ギ_1ャ 

金屬類——金(〇•五％) • 

ゴ ム—生ゴム (〇二形) 

植物性油類——コブラ(三•七%) 

〇ナクル 

鑛物類 —— 燐酸鎮(四•四％) 

0西部サモア 

植物性油類 In ブラ(〇•七％) 

食糧品類——コ、ア(〇•一 UC 3 

〇南太平洋諸^ 





食糧 品 類——コ、ァ (〇•二^) 

〇南太平洋諸島 _ 

鑛物類 I 谈酸鑛 2二^) 

となつて S ) る。 (Grover Clark-The Balance Sheets of Imperialism) 

卽ち舊獨乙植民地の世界緦產額中に占める商品の價値は、ナチスの發表にょる程 
忆顯 著な ものでない事は云ふ迄もない•か*た V 、シサ-ルとゲァナジクムの如きは、 
鑛產物入は原料品の少い目下の獨乙に於ては、そのナゥ < ic 於ける燐酸鑛等と共 ic 
重要性を持つてゐる事は勿論である。 

全體的にみて、舊植民地の物產、その經濟的價値は、英國其の他の植民地のをれ 
に比較すると、極めて貧弱なものに過ぎないけれど、一片の植民地も持たぬ獨乙 1 C 
とつての利用價値 U 決して輕視する譯に行かぬ。 

獨乙が今後十年間植民地を開發すれば？ 

一九三三年に於ける植民地の 輸出 锶額 は、 獨 乙の輸入する原料及び食氆の三 ％ ir 
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占 《 るにすぎない。但しこれ5:以て將來を卜する事は出來ない。例へば北 W デシ r 
JC 於ける鉛の產出の如さは一九二五年—二九年から一九三四までの間に世界產額の 
?一％から二.三％に增加した。寸た大戰後九百萬磅の資本がタンザーーィヵに投 
下5れたの1:みても、委任統治地の經濟的潜勢力の侮るべからざる事を知り得る。 

脔 植民地返還要求論者は、 铒 植民地を今後十年間も適當に開發に努力すれば、獨 
乙の食糧及び原料徐入總額の八分の一位は得られると主張して， Q る。獨乙の食糧 及 
び原料の輸入 Is 額は年額 卅億 乃至四十億ラィヒスマ/^クであるが、そのぅち約八分 
の一卽ち四 僮 乃至五 億 マルクは植民地から得られる見込があると5れてゐる。若し 
之れ が S : 現すれば、 獨 乙の a 際貨借と爲替は少からず改善されるで あらぅ。 

2.の點に關し、植民地同盟锶裁ナチ黨植民地部長？ッタァ•フォン. h ッブ博士は 
次の如く述べてゐる。 

『將來に於ける植民地開發の多大の可能性については、從來何等の注意も拂はれ 
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次の如く述べて. Q る。 

〆 

『將來に於ける植民地開發の多大の可能性については、從來何等の注意も拂はれ 



なかつた。現在の統治者等は、委任統治地域を比較的閑却してゐる點ようみて 


我々は將來短期間 tc その 生產量を急速に增 加し 得る と斷 言出來る。各般の事業を 

充分知悉してゐる琢門家等は、若し集約農法を實施すれば、輸出額を八年または 

十年以內に三十萬磅卽ち三倍に增加し得ると稱してゐる。乙の事は統治地域が獨 

乙輸入量の一割二分乃至一割五分を供給し得る事を示してゐる 。そう なれば、獨 

乙の外國爲替と對外贸易關係の困難は著しく緩和され、獨乙は經濟的安全感を持一 

- . 93 

ち得るに至る であらう事が明らかで ある？ と。 I 
植民地が返還され るならば、 獨乙は食糧及び原料を植民地から買ふために、從來 
より高い價格を支拂ふ樣になる•たらうと 云 ふ 見方が ある。 併し そ n は當 たらない 見 
方•た。 現在 -±でも 獨乙は外货が な S ので、外國の統治下の領土から安 v > 物資を買ふ 
事は出來なか〇たので ある。そこで 或種の商品は國內で生產 し、 輸入に よるよ6 も 
高いコストを 支拂つてゐ たので ある。 


商品市場と、しての植民地 
出超より入超へ 

獨乙本阈と烬梳民地との間の贸易は、大戰前 ic 比し火戦後は激減して， Q るの みな 
らず、輸入超過となつてゐる。 

例へば獨乙本阈とアフリカ植民地との問の贸易は、一九三五年に於て、脔植民地 
よりの輸入一千八百八十萬 ラィヒ スマルク、舊植民地への輸出五百六十萬 ラィヒス 
マルクで、贸铋總額二千四百四十萬ラィヒスマルク、入超|千三百廿萬ラィヒスマ 
ルタとなつてゐる。然る { C 次戰直前の一九一三年には、舊植民地よりの輸入 四千 三 
百卄逭金マルク、铒植民地への^出五千百萬金マルク、 K 易總額九- T - 四百卄踩金マ 
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百廿馮金マルク、铒植民地への轍出五千百禺金マルタ、 K 易總額九 T - 四百卄筠金 マ 

ルタ、 出超七百八十萬金マルクであつた。 

大戰前の一九一三年には可成6 の 輸出超過であつた事を想起すると、其の 變轉の 
如何に激しいか•、分ると共に、2:の S 易關係の推移 ic ょつて、植民地返還要求の一 
根據としてゐる。 

商品市場としての意義低下 

次 ic 獨乙本國と植民地との貿易額の變邊を比較してみょラ。 

輸入 輸出 差引. 

一九一三年 五一 2 六四 ( rc 五七、一六五 (rc 111 、九 OKro 出超 
1 九三五年 一九、云八 QVC 五、八 MGVC 一！！一、四一一!! KPVC 入超 
§ 一九三五年は膠州拇を除く。 

之の內譯は左の 通6である。 
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a 東領東アフ y 力(タンガ _1 

i 

一九二一一年 
一九三五年 
〇獨領西南ァフ，方 
一九一三年 
一九三五年 

〇ヵメルン 

一九一三年 
一九三五年 
〇 ► I ゴ丨 

一九一三年 


力地方) 
輸入 
一四、六〇〇 
三、七00 

七、八〇〇 
五、二〇〇 

1三、一00 
九、一〇〇 

七，七〇〇 


輸出 ■ 
一六、五00 
二、四〇〇 

一一 0 、九 60 
一、六〇〇 

一二、〇〇〇 

一、 四〇〇 

二、 六〇〇 
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〇-*•丨ゴ丨 

一九二一一年 、 七、七〇〇 二、六〇〇 


一九三五年 八〇〇 二〇〇 

〇 ユギ - I ア、マ-シャル群岛、力 13 リャ群32、▼，アナ群島、ベリュ—群島 
一九一三年 七、〇〇-〇 一、九〇〇 
一九三五年 五〇〇 二〇〇 
〇サモア群島 

1九一三年 三、三〇〇 六〇〇 
一九三五年 四八 、 五 
〇膠州裨 

一九一三年 四五〇 二、六〇〇 


以上によつて、獨乙と舊植民地との間の貿易は輸出入共に減少して. Q るが、舊植 
氏地よ6の輸入の減少よ6も、獨乙本國よ6舊植民地への輸出の減少の方が一層大 
飞ある。乙の事は、舊植民地の原料供給地としての價値よ6も、市場としての價睢 


が一層甚しく減少した事を物語るものである。 

• 〆 

英獨商品の角遂 

爻た對植民地貿易關係に於いて、主權國が優先權を保持する事も顯著な事實であ 
る0 

一九三四年の、脔獨乙領植民地の貿易額中現在の委任統治國たる英、佛、白等と 
舊主權國たる獨乙の占める比率についてみると左の通6である。 

左の數字は委任統治地域との英阈貿易が、如何 ic 獨乙の犠牲に於て增大したか5: 
示してゐる。 

植民地領有阈は、その植民地及.びその統治する委任統治地の輸入貿易に於て、常 
JC 優勢を占めて， Q る。それは本阈民が植民地及び委任統治地域の行政槻關の註文の 

すべて、又 li 主槳民問分社の註文の大部分 5: ^!受けるからである。 
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rc 優勢を占めてゐる。をれは本阈民が植民地及び委任統治地域の行政桷關の註文の 

すべて、又は主嬰民問分社の註文の大部分 V 」引受けるからである。 


〇英領タンガ 


英本國 
英國磁領 
日 本 
獨 乙 
〇英領 ヵメ ルン (lmAll 
英本國， 

印 度， 

獨 乙 


へ輸入锶額二、 三 四 三、 1八五磅ン 
一¢1:出 If . 额二、八五六、五八九磅」 

輸入 

二七、六％ 

一九、七％ 

ニニ、三% 

九、八％ 


二三、〇一三磅ン 
一九三、三ニニ E . 

一九、五％ 

七、 五% 

四二、 五％ 


〇佛領ヵメ三 1 温賴续 i ^ ssoogr フ ro 

，佛蘭西 一一 五、八/% 


輸出 

ーー〇、五％ 
三 六、 四 ^ 
二、二％ 
二、七% 

六、二％ 
10、0% 
七九、八％ 

五二、 二％ 
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佛國1}領 

英本阈 
北米合衆阈 


九、 六/% 
一七、〇% 
一二、一％ 


七、七％ 


〇旱 -r (|臨_」：2528§|5) 


一 五、 一％ 
三九、〇% 


北米合衆國 


獨 乙 五、九/% 

n 疼 , 0卜—ゴ-ヘ輸入總額 一四、四八〇碌ン 
〇英領.ゴニ輸出總額 七 C 、 一 四一一一碌) 

外國貿易額少觉のため內譯抒略 


三、 五％ 

四、 二 ^ 
六、八％ 
二、六% 


四七、0 炻 
八、 〇％ 
五、1% 
11三、二％ 
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外國貿易額少傲のため內譯抒略 



〇白領.ァンダ；ァニ I 温顧 jj 3 ;io :^ l;”ro 

義 一八、五%九三、四彤 


白 


日 


耳 


本 

タンガ I 一力及び 
クガンダ地方 


英本 


國 


三四、五％ 
10、五% 
九、0% 


六、 二俗 


獨 乙 六、六 %I 
かくて英領カメルンの例を除いて、各領域に於て委任統治阖の利益が獨乙以上 (C 
確保3れる事實を知6得る。英領カメ火ンの輸出額に於ける獨乙の優位は、同地の 
生產物謹謨及び棕梠油への特に多量なる需要に基くものであらぅ。 

貿易は囷旗扣從ふ 

大戰前の一九二一年に於て、東アフ？ 力の 獨乙 植民地タン ガー ーカの輸入の 五一、 三 
%は獨乙本國からの供給であつたが、一九二八年 JC は一二、 三％に 減じ、更 R 一九三 


五年には一〇、七％に減じた。英帝國よ 6 の輸入•か最も多く四六、三%を占め、^の 
うち英本阈ようの輸入 li 二九％5:下らない。同樣な傾向は他の植民地に於ても見ら 
れ る。 

一九三四年に於ける西南アフ？力(現在は南阿聯邦の委任統治地)の獨乙本國よ 
うの輸入は一一六、五八二磅であるが、南阿聯邦よ6の輸入は七七一、八七一磅の多 
額^達してゐる。一九三五年 ic は西南アフタヵの輸入の七四％は南阿聯邦の占める 
所となつた。と乙ろが一九一三年には西南アフリヵの輸入の八一釤は獨乙本國の占 
める所であつたのだ。 • 

更に右と同様な割合が他の舊植民地 ic 於てもみられる。例へば、-ーユ—ギニャ(現 
在 li 濠洲の委任統治下 ic ある)の輸入の四 一％は委任統治國が占め、二一^は英本 
國が占め、獨乙は僅 ic 六^4:占めるに過ぎない。 

蓋し『貿易は國旗に從ふ J と云ふ事は今や常 m 的な原則である。滔々として全世 
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蓋し『貿易は^旗 ic 從ふ』と云ふ事は今や常識的次原則である。} 3 々として全世 

界にはび乙る國家主義經浒時代に、その本的製品の輸出の榊加を冏るには、柄民地 

を獲得する以外に途はない。 

海外領土に於ては假令•關税自由、門戶開放等の原則が適用されても、植民地の 
鐵道敷設、產業施設、交通建設材料の大 it 注文は、先づ優先的^共の本阈に向けら 
n る。此の事は亦本國の資本輸出活動と關聯して掻めて重要なのであるが、其れ以 
外にも、輸出品製造にょる本國の勞働市場の緩和、或は海連業の 降 •盛に 役立つ もの 
とみら n る。 , 

殊に獨乙の場合 ic は、對外輸出を通じて取得する收入が、必要原料購買資金の重 
要構成部分を成す實情ょ6して、製品販路と - L ての植民地の必要は、一段と强いも 
のがあると云ふ。(加 a 氏、現代の植民政策三一七頁) 

獨逸貿易の安全辨 . 


大植民地領有國が、獨乙の植民地返還要求を拒絕する口贸として屢々『植民地領 
有は -> N;n を領有する國にとつて負擔となるであらぅ j と主張してゐるが、リッ タ 
ァ•フォンッブ博士は次の如く駁龊してゐる。大英帝國の輸入貿易に於て植民地 
の占める割合は、最近十二年間に三割一分から四割二分に著增したの tc 對し、輸出 
貿易に於て占める割合は四割一分から四割九分への微增である。 

同樣の傾向はフランスに就いても見られ、フランス本國の輸入貿易^於て植民地 
の占める割合は、最近十年の問に一割から二割六分に增大したのに對し、輸出^易 
fc 於ける割合は一割四分から三割二分 ic 增加した。たとへこれらの事實を無視する 
tc しても、植民地は無價値であるとの言を屢々耳 ic するのは、奇異な感じを催させ 
る。若し果して植民地が無價値であるとすれば、獨乙へ植民地を返還する事は委任 
統治國にとつて單 ic 犧牲でないのみならず、救濟をすら意味する筈である。 

英國の植民地問題の論者は、屢々右の如き意見を發表して居るの*か、獨乙にとつ 
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轼抬 K k とつて軍 ic 獼牲 でない のみならず、救濟をすら意味する筈である。 

英國の植民地問題の論者は、屢々右の如き意見を發表して居るのが、獨乙にとつ 

ては興味深く注視3れてゐる C 

上述の事からして、植民地問題は軍なる原料問題でな S 事が明らかであらぅ。獨 
乙は舊植民地を回復しなければ、その貿易を發展せしめる事は不可旗である。獨乙 
の外 S 爲替の諸事情からみて最も重要な點は、獨乙は、その通貨が流通しその主權 
に從屬する地域から、外國爲替で支拂はれてゐる原料及び食料の大部分を取得する 
必要に迫られてゐると云ふ事である。かくの如き方法にょる外、獨乙の貿易は.獨 »— 

肋 

乙の經濟の安全と安定とに絕對 { C 必要な手段、卽ち外阈爲替を獲得する事は不可能 一 
である。關税の引下げや贸钻制限の撤廢は、多くの點で望ましいとは云へ、獨乙の 
必要を滿足せしめるには不充分である。…： J とし、從つて獨乙は先づ第一に英國 
に對して、植民地返還要求を爲す。何故なら、英國 NJ そ獨乙植民地橫蓉の際に主要 
な役割を演じた阈であると共に、橫棼された植民地の大部分が大英帝阈を構成す5 
諸^に1つて統治3れてゐるからであると云ム。 



移住地と•しての植民地 

* * 

世界の人口密度 

本 H の過剩人：！の捌口として植民地の意義•か重要親5れる。か、る主張は獨乙に 
限らず 所謂『持たざる 阈 J の一様に主張する所であ6、而してその議論の根摟は、 
各國の人口密度の相違である。いま各國の人：！密度をみる^左の通りである。 

一平方奸當6密度 調査年度 
英本國 . i 一 一 is 
佛藺西 .七六 一九三四 
白 耳義 二七〇 一九 H 四 
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0 

F. iu. 

ソ 取 
北米合衆國 
獨乙(ザ—ル除外) 
伊太利 
波 蘭 
日 本 


二四六 

八 
一六 
一三九 
一三七 
八六 
一八一 


九三四 

九 H 四 


一九三四 
一九三三 
一九三〇 

一九三三 

一九三四 

一九三四 

一九三五 


前表にょると、白、和、英.日は獨乙‘ょ6も萵度の人口密度を示し、伊太利は獨 
乙と略々均しい。而も日、伊を除いては何れも本阈面積の數十倍 ic 相當する大なる 
植民地を持ち、英國の一四二倍を筆頭に、白耳義八一倍、和蘭六〇倍、佛龆西二四 
倍と計算5れてゐる。 

更に日獨伊の三國は年 ❖ 人口が激增して行く。 • 九三五年 ( C 日本百二萬人、獨乙 


四十七萬人、伊太利四十萬人の增加とな〇てゐる 4 
以上の觀點ょ6一片の植民地をも領有しない獨乙が、^の人口の捌口として植民 
地の返還要求をなすのは當然であると說かれる。 

人口捌口としての植民地は無價値か 

獨乙の此の主張 ic 對しては、主として英米側の論者ょ6批判が與へら n てゐる。 
それは歷史的^みて、植民地が過剰人 n の收容に對して、殆ど役割を演じなかつた 
事を指摘するもので、その代表的な見解 li 米國のグロゲァ•クラークの著作 1 C みら 
れる。 

獨乙の舊植民地は、獨乙人の移住には、餘6役 ic 立たなかつた事は確實である0 
舊植民地に獨乙人の多數が農業移民共の他の移民として永住する事は抛棄されて£> 
た。 確に 熱帶地方は白人の 椏住には適しない所が多い。併し 獨乙の舊植民地たる西 
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f 右 L w “ 85 乙メ cr > 豸動力造靠彩兵尖の他の矜兵として永仟する事は抛棄されてゐ 
た。 確に熱帶地方は fl 人の椏住に li 通しない所が多い。併し獨乙の舊植民地たる西 

南アフリカやタンガ -I 力やカメルンの高地 ❖ 方 li 白人の永住 ic 不適ではない。また 

科學の力 ic ょつて熱帶病5:克服する事も可能である。 

此の事 li パナマ運河地帶に於て成功した例がある。 

「熱帶地方でも植民地を領有すれば、農業移民は見込なしとするも、貿易、工業、 

行政等 ( C 従事する人間の就職の機會は明らかである。殊に土民と協力して產業を開 

發せんがために、國家的計畫の下に組嫌的な統制的移民をなすならば、かな6の成| 

09 

. 績はあがるであらぅと 。 J (阿部氏、人口資源、植民地、一六|頁)―1 
狙ひは精神的效采 

獨乙の場合に於ては、自國の植民地への移民は、特に靑年 ic とつて重要である。 
頑健で雄心勃々たる靑年が、自國の海外領土に於て、働けると云ふ事は、靑年に大 
なる希望を與へるものである。靑年に希望なき事は、有てる國に對する爆發の前 a 


更 ic 現在約三千萬人の獨乙人が諸外國に出てわるが、彼等は 彼等の子孫•かや •かて 
獨乙の阈藉を喪失してしまふ事を心配してゐる。若し獨乙が 自國の 植民地を領有す 
れば、か V る心配は可成6緩和3れる箬。 

更 ( C 植民地は、直接 ic 移民として 本树の 人口を收容するのみでなく、植民地への 
輸出品の生産並に販賣の仕事を通"1: て本 W 人 {C 就職の 機會を多くしてゐ る。 獨 乙に 
於ては對外投資のための物資の生產や舊植民地への輸出品の生產 に ょ〇 て、 職を得 
てわる者は五十萬人 ic 達すると推|?3れ てゐ る。獨 乙の 植民地への 直接の移民は 少 
數であつたが、植民地への輸出品生產に從事する亊にょつて、本國の勞働 市場の® 
迫は少からず緩和されてゐたのである。 
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投資地と L ての 植民地 

•• • 

十九世紀末葉以來、死强阈に於け る 植民活動の最も 基本的な經濟的 要求は、 母國 
に於ける過剰資本の輸出 ic あつた。植民地乃至半植民地に 於て、 その低廉な勞働貨 
銀や安價な原料及び土地等を 基礎として確保せられる所謂 植民地 的高利 潤を目指し 
て、列强國の對外投資活動の角逐は極めて活潑 であつた。 

乙れ { C 加ふる ic、Mn ら 領域に對する資本の輸出は、原料 資源の獲得、 或は商品 
販路の馈大と常に密接 ic 結び〇いて， Q る點で、其の 經濟的 意義は 一層 大なる もの ♦か 
ある。 

若し資本輸出•か植民地乃至半植民地への借款の形で行 はれる 場合 JC は、屢 々その 
附帶條件として母阈製品の滕入を强要する。例へば 軍事借款ならば殆ど 例外なく 本 
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の材料の購入•か條件とな〇てゐる， 

次に資本輸出が產業資本或は金融資本の形に於て植民地に於ける直接事業經罃ゃ 
植民地企業への金融的參與に向けられる場合には、極めて通則的に、楢民地原料生 
產事業の獨占的經營•か企てられ、また植民地企業の金融的支配權が捤ら n る。 

大戰後現在に至る迄の列强阈の投资活動中钕も著しいのは北米合衆阈の進出であ 

50 - 

112 

現在英米佛は世界の三大投資阈である。乙れに反し、第一次歐洲大戰後の獨乙は 一 
今迄のと2.ろ、其の對外投資は少額である。然し第一次世界戰前には十億金磅を越 
ぇる對外投資があつたの•たが、それもペンの一走6でその正當な所有者から絜 CA 去 
つたのだ思へば殘念な話だ。 


I 






食糧不足とその S 策 

〆 • 

' 自給率は八二〇/ル 

獨乙は鑛物資源の惱みと共に、食糨資源にも不足を感じてゐる。卽ち|九三七年 
に於ける食糧自給率は八二% である。歐洲大戰當時に於けるそれは八〇 % 見當であ 
つたから、當時 ic 比較す ると 同給率は僅かな•から高爻〇 てゐ る。然し 食糧を完全 k 
6給し得ない狀態 ic ある事は、歐洲大戰の場合に於け ると 同様に 將來戰に於ても獨 
乙の致命傷と なる 危險が あると 心配され てゐ た。 

獨乙の食糧自給に關する統計は、第一表の如くで、植物性脂肪こ於て |3:签かこしヽ 
%、 動物性食糨 { C 於ては七四釤、植物性食糧は九三％しか 自給し得ない 0 
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植物性食糨は、自給の域に近いが、そ n でも年々四百十萬抵見當の穀物 5: 輸入し 
なければならない。 

そ乙で政府は巨額の資金5:投じて耕地の開拓と改良を行ひ、耕地面積は一九三三 
I 四耕作年度から一九三七—八年度の問に五十三萬六千へクタールを增加した。 
なほ同一期間に、飛行場、道路、建物共の他軍備再建に必要な地面が六十五萬へ 

クタ—ルを增加した事は注目 t べき現象である。 

. / 

增產奬勵 策 

政府 L - t 肥粁の強制的値下1:行つて肥料消^の增加を^つた。肥料 m 费は一九二八 
I 九年度の百七十二萬九千瓧に對して一九三七—八年度には二百四十七?4九千 a(c 
增加した。 . 


次に勞勘力不足， VJ^IJ ふために«11-<業の機械化が一財促進され、 r <; k 機^^ JI ハの.幻 ifi 



_入は一九三一一—三年度の lfa 三千八百^マルクから一九：一一七—八苹度には四諡四 



次に S . ガ働力不足を捕ふ/?めに' Hllr . t 業の機械化が一財促進 3 れ、 rc 業栂^:器 Jl ハの新说 



擗入は！九三二—三年^の 一 ( a : 二千八] , JK マルクから一九：一一七—八年度 { C は四億四 

千三百萬マルクに增加した。 


N / ぅした農產物の增產獎©にも枸はらず、一九三六年 tc は天候の影锲 ic ょる不作 
のためにラィ麥(黑パン用原料)の飼料への使用を禁じ、また玉蜀黍及び馬鈴薯の 
紛をパンに混ぜる事が必要 ic なつたし、一九三七年及び一九三八年 ic も例へば小麥 
の輸入百廿二萬瓲及び百廿八萬瓲を行はねばならなかつた。 

農產物增產の前途も亦樂觀を許3ない。その理由としては、耕地面積の增大が困 
難な/ J と、單位當ぅ收穫の向上•か限度 ic 近づきつ >ぁるの ic 加へて、-農業 勞働 者が 
不足してゐる事である。 

農業省大臣の報吿 に ょれば一九三三年から一九三八年の間に 七十 萬 人の農業勞働 
者が工業及び商業に轉じた、め、その補充として、伊太利及び•ホ—ランドから 季節 
的勞働 者 1: 輸入せねばならなかつた •仑 の數 tT 一九 M 一七 年 ic 十二萬人に 上つ V.Q る。 



ウクライナの食粒庫 

仑 の上、 才—ストク アの合讲は食粗自給の上 ic 於て マイナスと なつた。卽ち才 I 
ストリアの食糨 C 铪率は、獨乙の八二^に對して七三乃至七四^粗 ic 過ぎない。 

t たズデ—テン獨乙地方の食粗自給率は更に低い。 

然しボへミヤ及びモラビヤを保護阈化した乙とは、農產§給について獨乙の役 
に立0。その譯は、ボへ5ヤ及びモラビヤの人口一人當6穀物收稽姑は铒獨乙のそ 
れに比較して可成り商いからである。 

併し、新に獨立したス0ゲアキヤは農產物に於て贫弱である。 

铒チ H ッコス V ゲアキヤは一九 三 七年に穀物及び穀粉を卅五萬 二 千璉鍮出してゐ 
たから結局、獨乙は乙の程度の食糧供給力を增大し得る譯•たが、然しそれだけでは 
c : 給出來ない。 

矢張り、ルーマ - I アを始め東歐諸 N と提携し、或はウクライナを支配下に^くの 
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C 給出來ない 


矢張6、ル—マ-ーアを始め東歐諸_と提携し、或はクタラィナを支配下に mlrl くの 

でなければ、戰時に於ける食糧供給 ( C 苦し'3:ねばならない。 

ル-マ- 1ア 、舊 .チェッ n ス&ゲアキ ャ 、ハンガリ—、ブルガリア、ギリシャ等の 

穀物輸出量合計はーケ年四百萬瓲を超へるから、 乙れ らの國の穀物輸出を全部獨乙 
が紙占するならば、獨乙の穀物自給は達成出來る譯だ。 

第一表獨乙の食糧自給狀態 

(食料品消费 ic 對する國產食粒の需給％) 


食糧全趦 植物性食糧 


動物性食粗 


一九二九年 
一九三二年 
一九三三年 


七三 
七五 
八一 


九一 
九六 
〇〇 


輪人 KC 料1: 
よる Hft: 品 
を含ひ 

八二 
八二 
八五 


輪人 { sf 料に 
よる Kftei 
$< 


動物性食用 
脂. 肪 


五七 

五八 
六七 


〇 



一九三四年 
一九三五年 
一九三六年 
一-九三七年 


八0 
八四 

八一 

八二 


九五 
九八 

九二 

九三 


八八 
八六 

八六 

八七 


七二 

七五 

七六 
七四 


二 

五 

六 
六 


主要原料品自給串 (一九三四年頃) 

主要原料品の中、石炭は一九三四年 icli 全歐洲の四 五、 三七%の 中、 英國が二〇、 
四 六 ^ を占め、 獨乙は一一、三九^で第二位を 占め、 鐵鑛は一九三三年に 於て、 全歐 
拥の產 額が 五 五、 〇五％の 中、 佛國は三 二、 九八^であるのに對し 、獨 乙は僅に 二、 八 
三%のみである。 . 

棉花は全部米國、印度、 H デブト等にその供給を仰ぐ狀態である。 

ゴムは、一九三四年には、全世界產額の五 七、 八^を占める英植民地よ6の輸入に 
俟たねばなら^、龄は一九三三年には全歐洲の裔額一四、三二^に對して二八、一% 
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で^外ょ6の輸入にょら ifa ばならぬ- 


俟たねばならず、 Itli 一九三三年に li 全欧洲の產額一四、三一一% 1 C 對して二八、一% 



で rti 外よりの輸入 ic よらねばなら « 


ァルミニゥーム鑛は一九三四年 tc 於て、全歐洲の産額六二、三八^の中、獨乙は二 
二、〇四^を占めて- Q る。 

•ー ッヶル鑛はヵナダ 1C 獨占され"石油は米 a の獨占下 ic その產出原油の輸入 1: 爲 
しつ、ある實狀である。 

かくて、獨乙舊植民地 1C 於けるその経濟的價値•か單 tc 原料品の獲得 ic 對して、充 
分なる滿足を輿へて^ない事は明瞭であるが、更に最近の數字によつて、原料資源 
自給程度を檢討してみよぅ。 - 

爻づ鑷から見よぅ。一九三七年 ic 於て獨乙は鐵鑛石及びマンガン鑛二千七百八十 
莴瓲を消费した•か、乙れに對し H 產激鑛石は九 li * 八十萬瓲に過ぎないから、殘6は 
輸入によつて賄は n た譯である。卽ち同年に於ける鐵鑛石籀入は二千六十萬瓲であ 
る。(第二表參照) 、 



歐洲戰前の一九一三年には獨乙帝國は二千八百六十萬瓲の鐡鑛石生產を行ってゐ 
た。 

乙れだけの钱鑛石があれば、今日の獨乙の鐵鑛石需要は自給出來る譯だが、ァル 
サス•ローレンを失つた、めに、現在までは右の様な大觉の輸入をしなければなら 
ぬのである。 

次に鐵鍺石の輸入先は、一九三六年には一千八百五十萬瓲輸入したがス H 丨デン • 
フランス•か主で、ス H 丨デンは八百二十萬瓲、フランスは六百八十萬瓲を占めて £) 
る。(第三表參照) 

戰時に於ける佛阔からの鐵雜石輸入杜絕が獨乙の鐵鑛業に、更に軍需品生齑に如 
何なる打墼を與へるかは明瞭である。 


第二表獨乙の銑鐵と鐵镄石(單位千瓲) 

一九三六年 I 九三七年 一九 H 八年 



铣钱生產 一五、三〇〇 一五、六三〇 一七、六八〇 




一九三六年 


一九三七年 


一九 H 八年 


铣鉄生產 

銑鐵(故/ ff 鐵を 
含む)純輸入 

戧鑛石純輸入 

魏及び鐵マンガ 
ン鑛消費 


一五、三〇〇 

一六〇 
1八、四六〇 
二六、 四一〇 


一五、六三〇 

六四〇 
二〇 、六 一〇 
二七、七九〇 


一七、六八〇 
一、五三〇 
ニー、九二〇 


〔備考 j 一九三七年及び一九 Hi 八年の銃鐵生淹には才丨ストリア及びズデ丨 
テンドイツを含まず。 

z . n を含める と、一九 三 七年は一五、九六 百 菰瓲、一九 三八 年は一八、五一？]* 茁 M 
となる。 

第三 表鐵鑛石の闷別輸入額(一九 三 六年 m 位千瓲) 


スエ—デ X 

佛 國 

ス •ヘイン 


八、二四八 
六、八六〇 
一、〇六六 
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ベルギー、ルクセンブルグ 五六六 
アルヂ K ジア 五三一 
ノルク H 丨 五二七 
ギリシャ 1八二 
英領 アメリカ ーセー 
英領 西アフリカ ー六五 
合 計. 一八、四、六九 
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歐洲移民中獨乙人の占める割合っ%) 

一八八五年迄は 獨乙人は大置 { C 移民し、歐洲諸國民中移民の多い事に於て li 英國 
JC 次いで第二位であつた。卽ち左の通6である。 


九 

〇 

1 

八 

九 

T 

八 

八 

| 

/\ 

七 

T 

八 

-«■» 

ハ 

1 

八 

五 

丁 

年 

九 

〇 

年 

〇 

〇 

年 

八 

九 
〇 
年 

八 

八 

〇 

年 

八 

七 

〇 

年 

八 

8 

年 

次 

攀 

-J 一 
ハ 

1 

6 

五 

參 

五 
-1 ‘ 
ハ 

參 • 

五 

~ JL ^ 

S 

i 

英 

人 

參 

七 

i 

八 

i 

八 

-1 一 
ハ 

A 

•• 

獨 

乙 

人 


6 

• 

八 

四 

i 

1 

伊 

太 

利 

人 


I 


一九二丄九一五 年 一一六•七 I •ニ ニ三•二 

然し！八八 五 年 以降は政府の政策、例へばビスマルク時代の ブロシャに於けるボ 
丨ランド地方への 植民 法によ6海外 移民は激減した。 

十九世紀の末以降、 獨 乙の 總 人口は 毎年七、 八十 海人宛增 加したが、乙の激咐せ 
る 人 U は本國の工業化 {-C よつて、よく吸收されたのであつた。 

獨乙の工業化—の製品輸出の如何に旺盛であつたかは、 獨乙製品が 大戰前世界 一 
市場^風靡した事 ic よつて知る事が出來る。--124 

では 毎年七、八十萬人宛增加せ る人口の 中 どれ 位が移出民と して3ばけたかとみ 
るに、一八四六丄九三二年の 八十 六年間に獨乙の移出民は四百八十八萬 九千 人で 
あつた。 この S 一 期問に人口は三千四百六十 S 六 千 人から 六千五 百 七十 一 S ハ千 
人にと三千 百十一萬人咐 加した から、增加 人口の力分のごが 移出 民 kf 、 殘办の 
六 分の五は 國內 (C 殘 つた 譯 である。 

ご— M こ—民の移民先はどこかとみるに、大部分はァメリヵへ渡つたのであ 



では次に乙の移民の移民先はど I かとみるに、大部分はアメリカへをつブので式 


獨乙の植民地へ定住したものは極く少數であつた。勿論獨乙の植民地は白人の 
居住に 不審 f 5?会 S が、—曾於 VS の1毖ける獨乙人 

は約二萬人に過ぎなかつた。 

その內譯は左の通& , 

世界大戰前 Q 1 植民地に於ける在留獨乙人 


トー ゴー 

獨領東印度 

カメル—^ 
西 m アフリカ 


人數(單位人) 
三二七 
三、二三 
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膠 州© 三、 八〇六 
太平洋諸& 一、五一 r 

大戰前の獨逸植民地 

f 

一九二〇年迄は、獨乙はアフリカ大陸及び南太平洋に本阈の六倍に相當する植民 
地を 有してゐた。その锶面窃は百十四萬平方哩 ic 上 6、 その人口は土着民?:加へて 
約一千四百萬人の多さ 1 C 達してゐた。その內譯は左の 通6 である。 

世界大戰直前の獨領植民地の面積及び人口 

面積(平方哩).總人口 ( XS ) 歐洲人 獨乙人 
獨領東アフ，力 一一一八四〇〇〇 七、墓 318 38 
獨領西南アフ，力11、§ 1一六〇 一四、八00 一一28 

カメ ルン 8*000 1>1、八五0 1、八セ1 -: 六 B 
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ダ X 


3五、000 


Hi 


I 、八七一 


一、六 m 


トーゴ 丨 

ァフ 9 力合計 
獨領サモナ 
膠州捋租借〇 

獨領ニユ-ギ -, 

ビス ■▼ ルタ群島 
マ—シャ火群島 
マリアナ群島 
力 13 ?ン群島 


一一一四 、08 

WR0 
1、〇8 
so 

S0O 


一、000 


一、08 

一一1、八六0 

四、08 

S 

六8 


六00 


S 

一三、一一一四一 
五 g 

ri 

九七〇 


四六0 


妾0 

50 

曼〇 

-318 

セ五0 


_ 


世界大戰直前の 數年間に、獨石の植民地は著し sf 遂げた。卽ち本國との貿 
易額は急速に增加し、一九一三年には一億一千萬ラィヒスマルタに達した。本國以 
外の國々への輸出も增加した。 


本國からの植民地開發费も年 ❖ 減少する事が出來た。一九一三年—一四年の合計 
年度 {C は、植民地補助額は三千二百萬 ラィヒ スマルタ ic 達しなかつた。卽ち當時旣 
tc 獨乙植民地は殆ど自活し得る狀態 ( C 達してゐた譯だ。 



世界貿易1:於ける英獨の競爭 

世界 K 易に於ける英獨の對立は宵ては、一九一四年の世界大戰を惹起した。今や 
寶易上 ic 於ける英獨の對立が激化の一路を iy 6つ、ある。 

一九二九年、一九三二年及び一九三七年の三年を選んで、比較してみょぅ。1九 
1一九年を選ん •たのは、 乙の年が國際贸 M の最高頂に達した年だからであ 6、 一九三 
二^-は反對に 最も 沈滯した年であ6、且つナチス獨乙出現の前年に當つてゐるか ら 

v r o 

西歐に於ける兩國 ィ. 

I . . : 

丙歐の大多數の阈々に於ける獨乙の贸易收入は僅少であつた。一九三七年に一九 


三七年に於けるフランス、ベルギ I 、オランダ及びスィスの 輸入に於て、獨乙の占 
める割合は一九二九年•三二年の何れよ6も減少した。 

獨乙の輸入も亦、右の諸 S の輸出に於いて獨乙の占める割合*か、或る場合には一 
九三こ年よ6も寧ろ增加して0るのを除けば、同様に減少してゐる。 

次 ( C 英阈だが、乙れら四ヶ阈の H 易 ic 於いて英阈の占める割合 も 一九二 九年よ6 
は減少してゐるが•一九三二年よ.〇も增加してゐると2.ろもある。 だが、. ホルトガ 
ルに於ては•ホルトガルの輸入 ic 於いて英_の占める割合は著しく減少した.•ホルト 

ガルを除けば西歐に於ける英國と獨乙の成績は甚だ類似してゐる。 . 

^ . - 

北歐では英國が優位 

北欺に於ては英國が存利であつて、獨乙には不利で あつた。卽ちフインランドの 

徐入に於て英网の卜 rl める割合はニニ.〇^からニニ - Lj ^ l : 增加したのに K し、獨乙 



の占め— 二八•三％から二 o ._ に減少した。—の傾せ-—のすベての 


r ?_ 人,: r ; て'. , .'へ、；： I い卜；：；^る割公は1三.〇%からニニ*;クゥ:-%加したいに反し、镯乙 

の占める1八•■から二〇 •_ に減少した。—の傾向は—のすベての 

國についてみる事が出來るの*た。 

これらの國 々 t 獨乙への輸出は、輸入ほど著しい減少1かった。ス T 
デン、ノ上ク H -、 ラト ゲィ-ァ及びエストニァに あっては、 獨乙への 輸出が、輸 

出總額の中に占める 割合は一九二九年ょりも增加してゐ る。 

一般的に みて、北歐 では英國式贸易方法が獨乙式の乙れょ"も大—成功を收め 

• • 

てゐる事が判かる。 

中歐及び東南歐 

中歐及び東南歐 11 ts 功を收め SIU の地方に学 

る八ヶ國の中、チエッコスロゲァキャを 除く他のすべての f は、をの輸入資易に 
於て獨乙の占める割合が大いに增加してゐる。 / 


これらの 增 加の 中、 或るものには目？しい毛のがある。例へば トルコの獨乙か 
らの輸入は、一九二九年に於ては i 入額の一七•五 だつ f のが、 一九 三七 年にょ 
四三.七^ { C 增 加して. Q る。 だがダ-1 I ブ及びパル カン 諸 ^ への 輸出の增 加は 一般 
的には英關を犧牲 ic して 行は n た , p のでは ない。 

ィタリア、トニ、ギソシヤ及びブルガリアの輸入に於て英 S 占める割八"は減 
少したが、しかし他の四ケ阈に於ては增加して， Q る。 

一般的に獨乙の占める割合は枏加しつ、あるが、しかしル—マ-ーア、ハンガリー 
及びチ H ツコスロヴアキアは其の例外をなして， Q る 〇チエツコス ロゲ アキヤ、ユ— 
ゴスラヴィア(：^:に顯著)ブルガリア、ル...マニア及びハンガリ—からの英關への 
輸出は附加して？が、其の他の5からの輸出は減少してゐ る。 

英國自 . 治@ . , 

乙、11、共の輸出に於ては、元來英威への I が大部分を占めてゐ 
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1 


こ、 の—1ると、 共の检出に於ては、元來英 5 S 出が大部分を占めてゐ 

るのであるが、一般的に可成6の梢加を示して居ら、輸入に於ては、其等の市場に 
於いて英 S の地位が少くとも維持 tf 示し vt 。 但し A には例外が 
ある。を S ァ t で—。更に印度の市場に於て英§占める割合が低下してゐ 

る事も注目に値する。 

そして印度は I 、乙のグ7ブの中で、獨乙からの f か霉し S — を示 
す唯一の國でもある。 

英國植民地に於ける状態は、自治領に於けるそれと甚だ類似してゐる。植民地の 
輸入に於いて獨乙の占める 割合は何處 でも甚だ少い。そして殆どすベての所で一九 

二九年ょ6も減少してゐる。 • - 
ナィヂ H リァ及びゴムド n T は獨乙と多額— f やつて t 主な植民地で 
あつて、輸出が主—つてゐる〇獨乙は一九二九年に於ては、ナィヂエリァの輸出 
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の一九.五^ゴールドコストの輸出の一八％を占めて， Q たが j 九三六年には、ナィデ 
H リァの輸出の一一三^ゴ-ルド n ストの一八^を占めるに至つた。 

植民地の貿易に於て 英國の 占める割合は 何處 でも大さいが、しかし 一一九二 
九年以後增加してゐない * 


チェッコスロヴァキァの崩壤 

ボヘミァ乙仑歐洲心朦部に於ける神の選んだ天然の要塞で t 、 

そ n を獲得せる者は歐羅巴の王者である。 1 ビスマーク 

コマルノ會議 

一九三八年の ズデーテン問題の解決と並んでハンガ？はスロブァキャの 一部及 
びルテ-ーァ全部の割讓を要求した。乙れは同年十月九日から開かれ2ニノ會議 
こ於て折©たが、十四日 i ' c 至つて會議は決裂し、文字通りコマルノ會議はコマ 
，問題にぶつかつたが、獨伊の調停にょつて、その七割が承認 $n 、嗖 たホ L フン 
ドのテッ； NO 地方 S の要求は、 I れ—幾多の波 潮 曲折を 經 て、十一月甘七日 
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新阈境の確定を見るに至った0 

かくて阈境の整理を終るや、スロゲ アキヤ ( C は 十一月 
七日、ス n ゲアキア人民黛副锶理チンを If 班と する 自治 
政府が樹立 3れ、またルテン ア ( C は同月九日、ルテ-ー ア 
人代表 ic ょってブロディ自治政府が M 織3 れ、この兩也 
方 1 C 軍事、 外交及び經濟 を 除く 廣汎な自治*か與 へられた一 
のであった。136 

I 

ス〇ヴアキヤの獨立連動 

然るにス a ヴアキア自治政府は、共產赘を 炖 M し 、 S 
ユダヤ人政策を行 a 、 獨乙民族とハ n ガリ—民族に 對す 
る 優遇政策を行； S 、 チエツ n 政府に 對して、獨立軍隊の 

外務 M 涛等の 共 Mlvai : 對 するス U ゲアキア 人の比率仟用 •モラゲィ ア柬南 






fe!—g - J を浐チ H ツ n 政府 { c 對して、獨立軍隊の 



保持、外務 M 濟等の共通 Iv a i : 對するス U ゲアキア人の比率仕用.モラゲイア柬南 

地方を スロゲアキア領 に褊入す る 事を要求す る 等强 5¢ な獨立政策を進めた。 


爻たルテ'ーァに於ても、ブロディ 首相、 フ H ンチッ ク經濟相等はハンガリーとの 
合併を ^ 策し、フ H ンチック•ファシスト 戰線が耝織 され、 活潑なハンガリ—への 
合併運動が展開 され た。 

かょぅな.ス&ゲァキャ及びルテニァに於ける分離^^に對して、チェッコ政府は 
極力乙れを抑へるために、ルテニァのブロディ首相、フニンキック經.濟相等を K 國 
奴として追訴した。 

一九三 九 年三月十日、チェッコ政府は、スロゲァキャのチ ソ內閣 が、 獨 乙の保 m の 
下に、ス3ゲァキャの獨立を企てた事5:-理由として、チソ首相以下四人の閣僚を罷 
免し、チ h ッコ派のシゲァク 文相を臨時首相に任命す ると共に、 首都ブラチスラヴ 
ァを初め各主要都市 {C 戒砝令？:-布き、分離獨立 派に 大彈雁を加へ た。 乙、に於て忽 


ち獨立 ? r 獨乙人諸 mfii {- c 激烈な反對が起6、各地 ( C 於て、 チユッコ兵との衝突が 
勃發し、事態は極度に險惡となつた。 

in ic 驚 ' C た チ H ッ n 政府は、 ペラン 內閣 1 C 副總理として ス U ヴアキアを 代表し 
て . Q るス P ゲ •アキ ア國民議會議長のシド—ルを首班と する新內閣を任命して 事態の 
緩和を計らぅとした•か、時旣 ic 遲く 、クキ—ン # c 逃れた チソ首相は、 三月 十三 日、 
ペル タン ( C 於て t ッラーと會 見して重要協議をとげ、 直ちにブラチスラゲアに M - る 
や十四 •日.、 M 民議會は俄然ス ロゲアキアの 翌謇を可決し、 チソを 大統領に 推 
して新政府を樹立し、 ヒッラ— k 對して援助を要請した。 

/チェッコの運命はヒットラ—の手に 一 

右の要請を受けた ヒッ トラ•は、卽時、證軍— 負してチユッコ進駐の態勢を 
整へた。 

ミに於て翌十五日、チェッコのハ-ハ 大統領は 、フク アニクスキ—外相慕 


整へた。 

M 、 に於て翌十五日、チェッコのハ-ハ大統領は、フクニゴクスキ—外相 V '帶 

同して •ヘルリンに 急行し、ヒットラ*總統並にリッ•ヘントロッブ外相と議の 結果、 
チ ェッ n 共和1基乙に托す—2同蕃が雲ットラ-の命令 
J 下、待機中の 獨乙陸空軍の精銳は、直ちに國境を越ぇて肇し、 C ゲァキァの 
首都ブラチスラヴァ及びチニッコの首都ブラハを始め各要地を占領した。 

また一-方、 C ガ，-政府 m ッ n 政府に舞して、一九三九年三月十四日午後 
四時、十二時間を期限とし S 後通 f 送つて、ぐこーァ地方から廿四時問以內に 
チェクコ軍I退する事、ニンガ-自衛®への武器引渡し、 C ガ？人に對する 
睹迫の中止及びハンガ人の財產の保護を要求した。 

同時に動：5を命じ、十五日に至？、《テ-ーァ S 治政府が獨立の宣言を發するや、 
直ちにハンガリ-軍は進軍を開始し、チェッコ軍と戰爭しで各地を占領し、十六 
日には f ラ N ドとの S 境に達し、また首都フストに進駐し、I、に全ルテニァを完 
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全 ic 占領した。 

かくて三月十五日、ボへミヤ及びモラゲイア全土 tc 互る獨乙軍の進駐が完了する 
や、ヒットラ—はリッペント6ッブ外相及びカイテル國防相以下を從へ、折からの 
吹雪をついて新領土の首都ブラハ ic 堂々と劇的な入城を行つた。 

かくの如さ、雷光石火、.•一夜にしてチ H ッ n を^の手 ic 收めた獨乙外交の鮮やか 
な手際 ic 對しては、英佛を初め、全歐洲諸國は呆然たる態で『鳩が豆锇砲くつた』 
とは文字通の時の事であらぅ。 

なほ一九三八年のズデーテン地方と併せて獨乙の勢力下に歸 した ボヘミア、モラ 
ゲイア及びスロゲアキア並にハンガリ*軍の占領したル テ- 1ア地方の 廣さと人口と 
をあげると、左の通. CS である。 

面铽(平方钎) 人口(千人) 


五一一、〇〇〇 


七、 I 〇九 



二六、〇〇〇 




I 


ボへ ミヤ 五一一、〇〇〇 七'〇九 

モラヴィア ( ihtr ^ T ) 二六、〇〇〇 三、五六五 

スロゲアキア 四九、 〇〇〇 三、三 二 九 
ルテ.ニア •ニー、〇〇〇 七二五 
右の 中 チェッコ 人は、 •ホへ ミヤ 及び モラ ゲィアに 於て約 八 百萬人、スロゲアキ7 
人は ス n ゲア、アに 於て 約 二百萬 人、ルナニア 人は ルテニア 1C 於て約五十萬人であ 
る0 

チェッコスロヴアキア廿年の M 史を顧る 
チ H ッコ人もス U ヴアキア人 も、 またルテニア人も共にスラブ民族に M する 民族 
だが、チ H ッ n 人の住むボへミヤ及びモラヴィアはォ—ストリ—に、^たス W ゲア 
キア及びぐ r-1 アはハンガリ1に支配さ n てゐたのであるが、チエッコ人及びスロ 
ゲアキア人は、旣 {C 久しい昔から獨立連動を行〇てゐたのであつた。 
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歐洲大戰が勃發するや、獨立運動は英屬の支持 ic ょって勢 a を得、一九 i 六年“ 
J 丨 ic チニッコス II ゲアキア國民評議會が設立 3 れ 、一九一八年九月廿 六日 (C は 臨 
時政府と改稱3れ、十月十八日、7シントン ic 於て、 チ ユッ コスロゲアキア共和國 
の獨立が宣言され、乙、 ( C 兩民族の新共和國が 生れたのであつた 0 

2. の獨立運動の指導者が、 初代の大統領であったマサ タック博士及び一九一八年 
の ズデー テン問題で引退したベネ シユ 前大統領である。 
eSNSS パ — ク tt 定 

フシントン ( C 於て共和_獨立が宣言されるに先立〇て、ピッッパーグ ic 於て、マ 
ナ y ックは、チ K ッ n 及びスロゲアキア兩民族の代表者と會見して、將來ボへ5-- ャ、 
モラゲィア及びスロゲアキア地方を合して、チェッコスロゲアキア共和阈を趙設す 
る 事及び スロゲアキアに對して、その固有の政府、審•裁判所を持たせる也の二 
大 /.«;( 則を約束したのであつた。 

かくて大戰の結果として、ヴ JC . ルサィユ條約にょ6新 N ^ が確定 5 n 、 才-スト 
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大 jK ( 則を約束したのであつ ^ o 



かくて大戰の結果として、 ヴ H ル サイ ユ條約にょり新 N 垃が確定3れ、才-スト 

9アから.ホへミヤ、モラゲイア及びシレシアを、ハンカリ—力らはスロゲアキア及 
びルテ-ー ア5: 一部割 m させて、乙、 ic チ H ツ n スロゲアキア阈の完成をみたのであ 
る0 

.殊にグテ-|ア地方は、一九一九年九月の聯合阈とチ H ツコとの條約にょつて、チ 
エツ n スロゲアキア共和國の統一に支障のな v» 限6最も廣汎な自治權を持つと乙ろ3— 
の一自治粒とする事及び〇治遴會を持つ事を保障3れてゐたのであつた。 • 一 

因に ルテ-ー アはカルパ—卜•ロシア或は力/^パート•ククライナと呼ば n、 ルテ-1 

.. I 

ア人はクタライナ民族である。 

崩壊の悲觑の原因 

しかる (C、 共和 S が完成し、マサ y ツク博土が大統領に選ばれ、新敎府•か紐織3 
n たが、スロゲアキ T- にも、 ルテニアにも自治は與へられなかつた。 



乙 >* tc 於て、ス U グアキアに於ては、スロヴアキア國民黨1:中心とするピッッパ 
丨グ協定の M 行を要求する運動が起6、ルテニア tc 於ても反チ H ッコの氣勢がたか 
まった。 V 一 

しかもチユッ n 政府は一九二0年に、地方行政制度の改革1:行ひ、スロゲアキア 
及びルテニア5:更 JC 小地域の縣 { C 分割して、反チ H ッ n 派の勢力を弱めょぅと企て 
たのであつた。 

ビッッ パーグ協定は、マナ, ック 大統領が署名したものである ic も拘らず、 チェ 
ツコ政府が、乙れを新憲法制定以前の地方的協定でぁるとして2.れを無視し、爻た 
ルテニア { C 關する事は條約によつて保障され、新憲法に於ても規定してゐるに拘ら 
ず、チ Jl ッ n 政府が 乙れ を裏切つ た 事は、ス ロゲア キア人及び ルテ- 1ァ人の 深い m 
懑を買 a 、 爾來兩地方 ic 於ける 反 チ K ッコ運動が 激化する ic 至つた。 


而もルテニアの問題は、國際聯盟に陳怙3れた乙ともあつたが、英佛其の他の諸 



國は 乙れ ( cif を傾けなかつたょぅな事怙が、遂に チェッコ ス ロゲァキァ共 和國 崩壞 



而もルテーーァの問題は、國際聯盟に陳情3れたこともぁったが、英佛其の他の諸 


國はこれ ic 耳を傾けなかつたょぅな事怙が、遂 i : チ H ッコスロヴアキア共和^崩壊 

の悲劇を生む ic 至つたのである。 

背後に躍るナヂスの手 

チェッコスロゲアキアには、約三百五十萬人の獨乙人がゐる。 ナチス 運動は 乙の 
人的背景にょつて强力 ic 押し進め，られた。 

一九三三年、政府は前途を危惧してナチス窩を禁止したが、一九三四年、ヘンラ 
ィンの指導下に結成3れ力故阈戰線はナチス黨の再生に外ならず、三五年五月の選 
蓽では一擧に議會の第二黨に躍進し、チ H ッ n にとつては 恐るべき 勢力と して捺 頭 
して來た。 

彼等は表面、チ H ッコ共和阈に忠誠を餒つてゐるけれども、 K は大獨乙建設の强 
力なる一翼たら/ L としてゐたのだ。 
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チェッコ合併の意義 

政治的意義 

かねて民主々義を標榜した獨乙が、何故思切つて、一千萬人のチェッコ異人種を 
包容すべく決心したのか。 

政治的理由としては、反獨的聯盟が、歲月を経ると共 1 C 武力を充贸する現狀に鑑 i 
み、 や*かて、チ h ッコスロヴア キアが、その連銷の中に包含5 n る時が來るかも知一 
れない。だから今の中に、チ尤ッ=»を合併する事が得策であ6、赴つ必要であると 
考へたと思は n る。 

經濟的原因 

⑴ズデ—テンの分割 { C ょつ6チェッコは片輪となる 

第二の原因として li 转矜的?1!山をあげぅる。卽ち一九三八年の秋、ズデーテン B 3 

乙を八：：併して、乙れを大獨乙の統制経濟網に收めたもの、、旣 I:數百年來•ぉへ ミ r 


第二の原因として lifii 矜的?||山をあげうる。卽ち一九三八年の秋、ズデーテン B 3 



乙を八 n 併して、乙れを大獨乙の統制 M 濟網 {: 收めたもの、、旣に數百年 來•ホ、 


を一單位として出來上つてゐたズデ-テンの齑業は、 乙れ を ヒンク—ランドから切 

6離しては、その能率が著しく低下する。 

卽ちズデ—テンが獨乙 1 C 合併3れた結果、 チェッコス&ヴアキアは、^の©土の 

五分の一、人口にして其の二割五分を失つた。 

然しその資源 ic 於ては、國土と人口の比例ょ6も遙に英大な ものを喪失したので | 
ぁる。 4 

ボへミャは『ォースト リアの 眞珠 J と 云はれた土地であつたが、 その內 でもエ II 
的 ic はズデーテン♦か核心を爲したものであつた。 

ズデ—テン地方は石炭と鐡鑛石を豊富 ( C 產出する。且つ2.の兩者は 比較的 ( C 均 海 
がとれてゐた。そして石炭は多く輸出し、鐵鑛石は外から輸入してゐたので ある。 

と乙る•か、 ズデ— テンの 分割 ic ょつて、乙の均衡が破れ々。 
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石炭產地の五割はズデ-テンし，1業は， I ッコ側に殘つたもの、 
國境付近の若彈距離に存在する結果、約八割は獨乙 S 中に歸したのである。 

I 鐡碧の輸入は、獨埃合併の後になって、全く獨乙人側の意向に左右される 
事 1 C なつてし^つた。 

チ H ッ n •か農產物にっ？ も、 同様の結果が見られる。チユッコは從來小麥と燕 
麥とを輸出して馬鈴曹と玉蜀黍とを輸入してゐたのである。木材の輸出は、その山 
林の卄四%？: • 失つた、め ( C 著しく源少した。 

(2)再建資金二百億ク p 丨ネ • 

煙草產地の八割、甚耕地の大部分をチニッ*'から5テ—テンと共に獨乙に讓つ 
た。從って工業原料の輸入のため輸出すべき農產物の數兑は、極めて貧， K なって 
しまつた。 

更に輕 M 業に於 v は、存名な硝石 H 業、綫維 H 業、化^-二亨”殆んど叫./"山裂の 
陷つたし、電氣事業も同樣であつて、例へばブラ丨グ市の電力3へも、•スデ 


狀態に陷つたし、 電氣事業も同樣であつ て、 例へばブラーグ 市の 電力 3 へ もステ 

I テンから 購入する必要 ( C 迫られたのである。 

/ on らの產業組織を再建して、チ h ッ=»の國內に昔日の繁榮を取り戾すには、少 
くとも二百億ク W 丨ネの資金を必要とするとみられた。乙の資金は英佛方面からの 
借款 ic ょるょぅ外に途•かないので"ミュンヘン會議の直後、英國は一千萬ボンドの 
タレヂットをブラーグ政府 ( C 供與した譯である。 

殊にチ H ッ n の蒙つた大打擊は、^の交通網の半身不髓となつた事である。鐵道 
網が、各所で獨乙領を通過する結果はチ H ッコ內の都市が、互に連絡を失つた一事 
にみても大抵は想像が出來るであらぅ。 

かくてチ ユ ッ n は、大戰前のォースト リア •か戰後の小國とな〇た如く" •スデーテ 
ンを失つたチ H ッコは、獨立國の地位から附庸阈におちた。 

(3) 






然してかく片輪になつたチエッ n の資源はと見れば、獨乙の必要とする幾多の資 
源が思々として III 粒してゐる。鐵、銅、石炭並に褐炭に於いては、殆ど獨乙の一割 
ic 相當する額を出してゐる。卽ち一九三七年の生產高をみると左の通6である。(單 
位 T ン) 

石 炭 一九、九五六 
褐 炭 一八、〇三六 
銑 鐵 一、六八〇 • 

• 銅 二、三一六 
木材に於ては、建築用材にして八十三萬トン、パルプ用材廿六萬三千トン、製紙 
用パルブ十三茁六千トンを輸出した。(一九三七年の數字) 

穀物と穀粉は、一九三七年 ic 於 s て册五 m 二千トンを輸出してゐる。 

一九 三 七 年春併/ s ::したォーストリァ li 較物轍入阀であるため、仑の併 A . :: li 獨乙 e ) 
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一九 三 七 年春併八：：した ォースト y r は穀物轍入阀であるた め、 をの併八：： li 獨 乙 e) 

食料自給じ關し、マィナスに なつたが、 チヱ プ コ 合併は乙の點ブラス •た。甜菜 糖， 
ピ-ル(大麥及びホップを產するから)等も II 富であり、其の他皮革の輸出も多い。 

だが棉花は殆ど産しないから一九三七年は十一萬二千瓲の棉花を輸入した。金額 
に 於て棉花徐入は、總輸入額の 1割 見當を占めてゐる。羊毛の輸入も多額に上 6、 
數量は二萬九千瓲、金額では棉花に次いで第二位である。一九三七年の總輸入額中 
に占める 割合は七%四である。チ H ッ n ス& ゲァキ 7 1 は繊維工業が盛んであ 6、 辗 
維 品の 輸出も多い •か、 その原料品は 外國 に依存して £) た。 

東南歐進出の必要は解消しない 

石油の產額は云ふに足ぅず、一九三七年に二十三萬六千漣の精製油?: • 輸入して £) 
る。銅の產額も殆ど問題 ic ならない。鉛、亞鉛、アン チモニ ーの產額は輸出す る 程 
の餘力?:持たぬ。金產額も云ふに足ぅない。 



だから獨乙の資源的悩み、就中石油不足の惱みはチニ*'ニロてキアの併合に 
ょつて未だ解決しない二-マーーアの油田、ユ-ゴ■•スラゲイア及びル—ニーアの 
銅資源•ユ丨ゴ-スラゲイア及びハンガリ-のボ-キサイト(アルミ鑛)資源等々を 
目指す東南歐進出の必要は依然として存績してゐる。 

金と 輸出超過 

チ H ， n C ゲアキア國立 銀行は一九三九年一月末に於て廿六億九千六慕クロ 

丨ネの金準備と十5七千三百萬クロ*5外货雲 S つて怎。獨乙货に換算 

すると、 金は大1一千萬；ク 、外貨 資產は5マルクとなる。一九三九 年】 

月の ライヒ スパンク金保有高は僅かに七千百萬マルクに過 I いから、チエッコカ 

ら、 fon の資產 i : 引雄ぐ事 li 大きな助 tc なる 

ライ t ス•ハンクは乙の 外に一九三八年二月末に才-スト？ H 7 國 立^^^^^^ 

外货資產合計約二位九千萬マ A - クを引繼い でゐ る。乙 n らが如何に犬％」な作用 V 5 し 




ら 乙 <1の萎资を nr > 箱く ™* j 

ラィ t ス\ N クは/〇の外に1九三八年二月末に才丨ストリア辑立む^^^^^^.. 

外 It 資產合計約 二 倥九千萬マルクを引 ii いでゐる。乙れらが如何に大きな作用をし 

たかは言ふまでもある^い。 

更 ic チ H ッコ の货 M は、 才— ストリアと違つて每年大きな出超を示してゐる。一 
九 三八年の統計はズデーテン 獨 乙の ^ I IS で複雑してゐるから一九三七年の統計を ii 
ょぅ。 出 ® 九 M 九千二百萬クロ — ネ である。 その中對獨貿鉍は五千六百萬クローネ 
の 入超 だが、對獨 貿鉍を除く と、 十 (S 四千八百萬クロ — ネ 、獨乙貨に換算して、ザ 
ヲト 九千 萬 マルクの出超であつた。 

1 九三八年の獨乙饩易が一借九千二百萬マルクの 輸入超過 になつ て ゐる際 、チェ 
ヲ n 合併の利益' i 大さい。 

垂涎の 的、 軍需工場 

平和產業以外 (C 於て、チ H ッコが列强と 比肩し得る ものは、その 兵器彈藥工業で 
ある。ロンドン尤コノミスト誌の記述にょれば、チェッコの造兵エ業は、獨乙の五 
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割を生7#する.能力を備へ、盛-/ r に國外に輸出してゐる。一九三七年中の武器輸出'か 
四億六千四百萬 クロ— ネ(約五千三百茁 all ) に上つたの1:みても、その一斑を窺ふ 
事が出來る。 . 

乙の尨大な軍需工場は、獨乙の軍備充實 ic とつて一大資源である。 

以上の如 y 理由ょ6、獨乙は、從來の民族主義的主張を一挪して、チ H ッコを合 
併したものと思はれる。 


オー ストリアの合併にょり入•超激化 

ォ丨 ストリアを含む一九三八年(昭和十三年)の貿易收支は四11三千二百萬マル 
クの入超となった。一九三七年には四借四千三百萬マルクの出超であったから、大 
y な逆轉である0 メ 

.ォ丨ストリアを 除いた愆獨乙だけでは" 1 九 三 八年に於て一億九千二百 ^ マルク 
の入超/ i ' から、ォースリアの合併 ( C ょって新たに二愆四千 m マルクの入超が加った 

譯である。 .. 

然し 才—スト リアを 除いても、獨乙の贸易が惡化した事は明かである。卽ち輸出 


は五十二億五千七百萬マルクとなぅ、前年卽ち一九三七年に比し六億五千四百萬マ 
ルタ(一一%一)を激減したの ic 對し、輸入は五十四億四千九百萬マルクとなって 
一千九1□萬マ/*^ク(〇^三)を減じた ic 止咬る。 

では2:の入超代金は何にょって賄ったかと云へ ば、 一九三五年乃至一九三七年に 
於て得た出超代金と、才-ス'リアから引っいだ金及び外货であらう。 

獨乙の阈際收支は一九三五年以來發表されなくなっ たから、 貿易外收支が如何な 
る狀態 ( C あるか判からな r . か、一九：一一四年の國際收支^鑑みると、貿易外收支は大 
箱に於て均衔を得てゐるものと想像^ n る。とす 石と、 一九三五年から一九三七年 
甘での間 ic 獨乙贸易は十一億九百萬マルクの出超を示してゐたから、乙の中から外 
國依務の元利拂にかなりの金瓶が割かれて. q たとしても、尙ほ多くの金額が、一九 
三八年の入超代金と して 利用し得たものと思はれる。 


獨燠合併以前の才-ストリアは金•外 e 爲锌及び諸外國への II 勘定を持つてゐた。 



乙 li 合迸刖の爲替相場で換5?すると一5九千萬ニク、合併後に定められ 


獨燠合併以前の才-ストリアは 金 •外 ra 爲锌及び諸外國への贷勘定を持つてゐた" 

これは 合併前の 8 相場で S すると一 S 九千 5 A ク、 合併後に定められた S 

比率で計？ ると、四1百萬マルクである〇獨乙は乙れを引つい*たから、乙れも 
入超代金の決濟に使用し得た譯である。. 

v 然しそれにしても、」九三八年に於ける四億三千萬ニクの入超は右の資金？ 
な. OS 込ん•た。. - v し v 今後も、一九三八年の樣变超が綾くとすれば、それは獨 
乙の貿易にとつては重大な問題である。- 

輸出か然らずんば死 . 

のみならず、獨乙の輸出に對する列國の競爭は益々激化しである。米阔は南米 
諸國に對する獨乙品進出と競爭する用 f して f し、英國は輸出補1金を增加 
して獨乙の輸出と競爭してゐる。 

英米通商協定も亦獨乙の輸出への障害となるであらぅ。 
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これに_し、獨乙はパ|夕|制、求償制貿易の强化、東南歐、南米、北歐、近東 

• « 

諸國との貿 M 關係の緊密化を園る事にょ〇 て、 輸出の增進^努力しつ、ある。 

また貿易政策 ( C 於ける一0の轉換 として 注目すべきものは、一九三八年十一月 (C 
發表5れた新政策で、それは輸出用原料を優先的に許可するが、それと同時に、政 
府•か各事業に與へる注文は、夫々の事業の輸出成績 ic 應じて割當てると云 ふ 規定で 
ある。乙れは一種の リンク 制で あ〇 て、輸出振興 ic 必死と なつて ゐる あら はれで あ 
る。 

今日の獨乙にとつて、輸出の不振は、當然原材料、食糧の輸入減1:引き起し、そ 
れは軍備と獨乙經濟に最も恐るべき脅威を與 へる もの•た。 そして 將來戰に於け る獨 
乙の經濟力 ( C 大打樘を與へる。 • 

『輸出か、然らずんば死 J と云 ふ ヒット ラ—の 言葉は第二次 歐洲大戰勃發 前の 獨乙 

5:最も端的に表現するものである。 


獨乙とバルカン 

獨乙の東方政策が、カルパット北西にあるか、或はダ-ーユーブの浪に乗つて E に 
南進するか、それは今日ょ6予斷を許さない•か、少くとも經濟的には E に東南 tc 向 
つて進出する可能性の多い事は明らかだ。次に具 fill 的に檢討してみょぅ。 

パル カンの 農產資源 

獨乙が必要とする食料品並 ic 原料は、東南部及び中央ョー II ッパに於いて"約五 
割5:手に入れる事が出來る。 

ハンガ9丨とチ*ツ n を除けば、自餘の諸國はすべてパルカ N 半£5に位置する M 
々である。 
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歐洲の東南部は、獨乙の最もめざ^しい進出の舞臺であつて、過去十年間に驚嘆 
すべさ躍進をとげてわる。例へば一九二九年に於けるトルコよりの買付高はトル n 
镱出の一七•五^であつたが、一九三七年 ic は四三•七^ ic 增加した。東南部歐洲が 
獨乙に供給し得る物資は、穀物 ( C 於いて約四百五十萬グラムトンである•か、その內 
の四百萬トンを以て獨乙の需要は充分である。 • 

木材と煙草は、ルー T -ー ァ、ユーゴス ラゲ ィァ並 ic トル n 、 ギ タシ ャよ6の輸入 
を以つて需要姑の全部を賄ふ事•か出來る。. 

棉花と羊毛については、トルコ、ギ？シャ、ブ产ガタャ方面から一部分の需要1: 
補足する計畫をたて >ゐる。 

/ 

鑛物資源 、 

ボ|キナィドは、ハンガリ|とユ|ゴスラゲィァよ-0、飼鱗石はルーマ-|ァとユ 
I ゴ—スラヴィァよ- 〇、生皮と皮革は全パルヵン半 . tt よ 6、 何 n もその 需要 V ) 滿穴 
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•ホーキサィドは、ハンガリ—とユ—ゴスラゲィアょ6、飼锻石はル-マ-1アとユ 

■ ■ ■ スラて11と— g ニカン—ミ、何 n もその 1 M 
L 得る計5?である。 

獨乙の必要とする石油 li 每年 三、 四百萬トン 1: 下らない。 戰時 にな nw : 需要は 
或は倍抓する t 知 C な S •か、7 Ml アは僅に七、 八十萬この石油を輸出し得 
るに過ぎない。 

以上の東南部諸國が輸出する農產物、石油、鑛石等は一九三七年 ic 約廿儅マーク 
に上6、獨乙は其の輸入原料の二割を2.の方面に仰いでゐる。 

\ •パルカンとの 贸易關係 

獨乙とパルカンとの貧易は、槪してパ—夕— . V ステムにょつ てゐる。 

ハンガリ—、ル—マ-ーアの小麥、ユ-ゴスラヴィア、ル—マニアの木材、トルコ、 

ギリシャの煙草の如きは大董に獨乙に輸入されたが、その結果 獨 乙は却つて、乙れ 





らの諸國に V ランスの滯 6 を生じた* 

これ 1 : 淸茲するために、•ハルカン諸阈政府 It 獨乙品の 1 ? 入獎勵に全力をつくす必 

I 

要に迫られ、他阈品の輸入を防止した。 

然るに獨乙は他の第三回に自由に資れる品物の引渡を拒絕し、商品の自由な選擇 
を相手に許3なかつた1めに、時にはル-マニァはタィブラィタ|を幾千盗、ギリ 
シヤはハ—モ_1力.を幾十茁個 > ri 入れる様な珍現象を呈した。 

をれにも拘らず、何故パルカン諸 H は獨乙から離 n ら n ないのか。 

その理由は . 

(-) 獨乙程莫大な數姑を定愤で n 入れ得る老が他 ic ない事 

TT 盌產物の愤格を世界市場の水準以上に釣6上げた、め、農民は獨乙以外に資 
る事5:好^ない事， 

三獨乙が n 入 n た物資を從位に坑三 sricK 放つた、め、海外市愤が低下して、 
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(H 獨乙が J1 入れた物 rr を從位に坑三 srlcH 放つた、め、海外市愤が低下して、 

生 j ^ Hlin 取引が WE になつた^ . 

等をあげぅる。 

かくする事に ょつて、獨乙は一石二 XI の 利益を 占めた。 第一に生齑阈は獨乙のた 
めに市場 5:獨占 5 れ、第二にダ-ーューゲ沿 ^ とバルカンの生產者にとつては、獨乙 
市場が頗る魅惑的 tc なつた。 • . 

乙 n に加ふる ic 世界の再取備熱が、獨乙の對外贸易を助.長した。獨自の眾需工場 
を持たない二三流！！ ii 、^ つて各^に軍^品を漁つたが、獨乙は長期クレヂット.0 
方法を以つて大觉の武器を供給し得る唯一の阈であつた。 

ギリシャ、ハンガ9 - 等はその通例としてあげる事が出來る。 

パルカン諸阈の惱み 

乙 ぅ云つたからと て、 東南歐洲諸阈が、經濟的 ic 獨乙に隷磁するかの如さ形を心 
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から喜んでゐるので li ない。 

却つて、2.れ以上に獨乙との貿易率が增大する事に危惧の念を抱いてゐる。その 
態度は一面に政治的考慮から來るのみならず、咬た經濟的 ic も十分の理由が存在す 
るの•た。 

東南歐洲諸國は、獨乙ょ6購入出來ない物資を輸入するため^、自由爲替を必要 
としてゐる•爻た獨乙ょ6の製造品輸入が 國內產 業の發達を阻害する場合もある。一 
獨乙の手^ょつて鑌物資源の開發3れる事を希望しつ、も、赛ら獨乙の利益のた—1 
めに、開發される事を欲しない。 

また經濟的利益の增大は同時に政治的勢力の附随する事を十分彼等は承知してゐ 
る0 

•從つて乙れらの小阈は、決して獨乙商業政策の熱心な支持者ではない♦か、生きん 
•かためには 是非とも市場をみつけなければなら W 。 

3しこた5丈 rr 目 ui , パ： al しない限-®'、獨乙を無視し得 S い事はームふ^で毛ない 


•かため ( C は是非とも市場^みつけなければならぬ。 



和乙に代る取引相手が出現し J 限**'、獨乙を無視し s ふ H ぃ 


それが賭國の惱みの種^* 


東歐の寶車ウクラ 


獨乙とウクラィナの關係は深い 

ククラィナ進出は獨乙の傅統的政策である。獨乙は十八世紀の末から旣に此處に一 
着目して資本と技術者を送6、ドンパス共の他で幾多の鑛山を開發し、ェ缇5:建て 


近くは一九一七年三月の革命に乘じ、タンネ X ペルヒで露軍を粉碎した獨乙軍は 
クタライナ、 クジ ミヤに殺倒した。其の後ソ聯と結んだブレス トリトク スタ嗛約に 
於ても、獨乙は其の庇護の下 ic 作つた『獨立國 J ウクライナの支配權を獲得して， Q た。 
一九一八年十一月 、 a 乙 •か 戰敗してクタ ライナから 放兵す るや、 ソ筇ょ玆 らウク 



ハの後五ケ年計 3 C の. K - 施 ic 當つて、多數の獨乙人が、再びゥク 


- J / - - EA ssnj 力軍圯 — > 1 5 彡-フイナ^'ら描兵するや， V 犄 i 勿. 5 らウク 



ライナを fifrf した。共の後五ケ年計 2 C の货施に當つ て、 多數の獨乙 人が、 再びウク 

ライナ ic はい6、獨乙の技術が流れ乙んでゐる。獨乙•か東漸政策の最終目標として、 
タクライナを指してゐるのは淺からぬ因緣があるのだ。 


ウクライナとは邊境の意だ 

クタライナとは『邊境』の意味である。南.は黒海、•アゾフに直し-'南西部でカルパ1 
，卜山脈 { C 區劃せられた一帶の平原地方である。其の面秘は約六十萬平方粁、人口 一- 
は約四千萬人で、 大戰前までは大部分が® シア、 一部が燠洪阈に分屘してゐた。 

大戰後 •ホーラ NK 、 チ H ッ n が獨立したので、 inicv 聯とルーマ-ーアを加へた 
四ケ國に分割され る ic 至つた。然しソ聯領以外の地域は殆んど問題にならず、クク 
ライナの面積及び人口の約 八 割はソ聯に包含 3 n てゐ る。 ククライナの面铽と人口 
は左の通ぅである。(東洋經濟 一八 五九號•三 八 頁) 






面積(平方粁) 人口(千人) 

ソ聯領 四八 hi 一一 一 n 九™ 
•ホーランド領 一!'!九•一!一 七、 五8 
(東ガ ヲチヤ 、クオ—ルイン、ホルムシチナ) 

舊チ H ッコ領 一一一•六 六 B 
(カルパート、ククライナ) 

ル — マ-1 ァ 10« 一、 CDS 

(ブクゴゲイナ) 

ソ辦ウクライナ 


ソ聯ククライナの面積は、四十八萬千三百平方粁で、獨佛伊波の何れよりも大き 
、、人口三千百萬人、其の密度は一平方粁 { co いて七二八で、ルーマニァ、ュ—ゴー 



X . CS も高く、フランス、ボ—ラン Kic 接近してゐる。 




i - cv も高く、フランス、ボ—ラン Klc 接近してゐる • 

钱し1 n をソ聯の他地方 ic 較べると斷然高く、欺露は二六•九一人、白ロシアは四 
11•〇九人に過ぎない(一九.三三年)卽ちククライナはソ聯邦中最も開化した地方で、 
其の面積は全ソ聯邦の二％二を占めるに過ぎない •か、 人口では全體の一九％ を'^ め 

てゐる。 、 

次にウクライナの人口構成割合を見ょぅ。 

クタライナの A . 口三千餘萬人のぅち、クタライナ人は約八割の二千五百萬人であ 
る。次は”シア人の九形二で約三百萬人、ユダヤ人の五％四の百六十萬人、•ホ•ラ 
ンド人の/%六の四十五萬人、獨乙人の5四の四十三萬人である。乙の外にモル 
ゲイ r 人が〇彤九、ギ？ゾヤ人が〇彤四、ブルガ5ア人及び白ロシア人が夫々〇％ 
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ウクライナの農業 

• • 

ウクライナはソ聯 {C とつて食料品の! , f 庫であ6、重工業の根據地である。 
ウクライナは殆ど平原で、 f の中を歐洲第三の大河ド- 1 H ブル河が流れてゐる 
乙の爲めに氣候は緩和3れ、降雨址も適度 { C あつて^業 ( C は最も適してゐる。 

一九三七年の農業耕地面猜は二千四百卅七萬へクタ—であつたが、これはソ聯 
體の一九^ ( C 相當する。そのぅち穀物の播種面 M が七割强を占めてゐる。^して- 
麥の播種面校はソ聯全粒の一八％四を占め、大麥は三七％五、玉蜀黍は三四％四- 
ライ麥は一五^六1:占めてゐる。 

穀物の收搜高は一九三五年 iclla 七千五百萬ツ H ントネルで、全聯邦の二割近. 
に當つてゐる。 

今日のソ聯は甜菜糖の生命で、獨乙 V liaa 越して世界の首位を 占めて， q る•か、 ル 
の大^分文ウクライナの淹であ0 。 ^ 命前乙の地方の ^ 菜栽 ^ 面 |11は，^ 旧の八. 


I 
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の火部分はゥクラィナの淹である。苹命前この地方の邡菜栽焙而枋は、仝闷の八澍 

を占めて.ねたが、今日では他の地方に毛栽培含て？ので六八窆に低下してゐ 
る。しかし一九三七年の播種面積八十5六千へクタ丨ルは帝政時代の數字を遙か 
に超えてゐる。 

•贤に贤糖業を中心とする食料品工業と鱗山業とは、ククラィナエ業の二大剖門で 
あつて 其の 總生產額の三分の二を占めてゐる。而して食料品工業の五分の四は製糖 
工業が占めてゐるの•たから、甜菜栽培がククラィナで如何に重要な地位を占め - C ゐ 

るか'、分かる。 .一 ' 

工業用 作物で li 最近 棉花の栽培が注目に値する、乙 nli 一九三三年から始めたも 

の*たが一九三 七 年の 播種額積は廿二萬二千へクタ—で全函の 一〇％ 六を占めてゐ 
る0 
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. ウクライナの鐵と石炭 

ドン•ハスの石炭とクリヴオイロ—ダの鐵鑛は、ウクライナをしてソ聯重工業の一. 
大根據地たらしめてゐる。更にド-|ユブル河の水力は有名なド-1ユブル水力發電所 
五十六萬 キロワットを造ら 出し、乙の三者を基礎として、ククライナの重工業が確 
立 3 れて. Q るのだ。 72 — 
ドンパスの石炭埋藏垃は七百億瓲以上で、其の採炭高は全國の五割以上を占め、一 
年額八千萬瓲 1 C 達してゐる。しかし KX パス liIK . なる石炭埋藏地でなく製鐵、化學、 
将械製作を含む一大重工業地帶を形成してゐる。 

タリゲオイ rl 丨グの鐡鑛は埋藏垃十一億四千三百萬蝕、其の鐵分は七〇^でソ聯 
では勿論世界有數の富鑛である。國內の五八/%以上の富鑛の七割五分までが此處に 


集中し、鐵鑛15要の六割以上を供給して. Q る。 



7 pijl i 彳？ 、全 屋鐵生產の六員 三、 i の 




集中し、鐵鑛忘要の六割以上を供給して ft る* 



この 銨鑛に ょつ て、 全國の錢鏺生齑の六三^三、鋼塊の 

五六^ 一、 銅材の五八％八を出してゐる。 

カルパア—卜•ウクライナ 

チェッコ ic 入つた獨乙は、今やル—マ-1アを隔て、、 
聯ククライナを望むに至つた。 

ヵルパア|卜*ククライナ(ルテニア)はチェッコ東端の 
一州で•ホ—ランドとハンガタ—との間に挾吱 n てゐる面積 
一萬平方粁餘、人口六十洱の小地域だが、仟民は殆どゥク 
ライナ人•た。今日の獨ソ關係ではウクライナ問題を餘6深 
く 堀6下げる乙とは無意味 ic 見える•か、獨乙の世界政策を 
考へる ic は、以上の事*たけは念頭 ic 置かねばならぬ。 
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ヒットラーの 極東政策 

對支 a 易の變遷 

獨乙の產業は、歐洲大戰の結果支那に於て失った地位を、一九二〇年代 (C 至って一 
念速 ic 回復した。乙の原因は、獨乙產業の能率が高かった事と、支那が特殊の政治一 
、的權益なさ阈との經濟的取引に多大の好竞を示した事であった。 

その結果、獨乙の統計 ic よれば、一九二六年には旣に獨乙の對支贸易額は、輸出 
入額共に、一九一三年のそれを凌恝するに至った。一九一三年には、獨乙は支那の 
外國贸易額の四•七/%、一九二一年には一•■三％を占めてゐた•か、一九三〇年には四. 

二^、一九三二年には六•六%となつた。 



他の極東諸 r 4(; 對する獨乙の S 易も一九一三年度ょりは可成6上^したが、支那 



二^、一九三二年に li 六.六'%とな〇た。 



他の 極柬諸 N {; 對する獨乙の贸易も一九一三年度よ^'は可成 6 上扑し *が、支那 

JC 於けるそ ntc は及ばなかつた。 


- ZO の貿易力は、一九三一年 { C 至6、資本投資の領域にまで伸長した。卽ち2.の年 

響 

ドィチ H ルフ+ハンザはユーレシア • コー•ホーレ—シ•ン(支那 (C 於ける 二大航空 

運輸會社の 一) の設立 ico さ、 資本の三分の一を 出資し、殘 ぅの三分の二を南京政 

府が出資したのである。 I 

17 

その前年、南京政府の招請 tc ょつて、獨乙の特別使節圈が 、經濟 上の調査のため 一 
に支那に派遣3 n て來た。 

對支投資 

乙れょり 數年の後、 オットー •ヴォルフ商會を主班とする借款！！ は、 數個の绒道 
借款の商議を行つ た。 かくして一九三四年には、浙赣鐵道の玉山南昌問三〇〇キロ 
に對する一千六百萬銀弗の 借款、 一九三六年には南昌萍鄕問二〇〇キロに對する二 


千萬銀弗の惜款•また同年末の四千萬銀弗の第三次對支借款が行は n 、 乙の內三千 
萬銀弗は株州、貴陽間一〇〇〇キロの建設に、殘餘の一千萬鈕弗は京漢線の黃河鐵 
橋用に 充當するものであつ力。一九三七 年、 支那事變が勃發した 時、 玉山南 a 間は 
旣に完成し、南昌萍鄕間は建設中であつたが、株州、貴陽間の工事は未だ始爻つて 

孟 t ;* 。 

然し'^ら獨 乙の經濟的成功の最大なものは獨乙の重工業製品と、支那のァンチモ 
-1 丨 、タングステン、歟皮、菜種の如き重要原料品とを交易するパ—夕—協定を支 
那と締結した事であつた。 . 

在上海の獨乙商業#議所は、一九三五年の報吿 ( C 於て次の様 ic 述 Y てゐる。 
r 乙の代值供與』協定 ( C ょつ て、 獨乙は支那輸入貿易 上、 英阈を第三位 tc 蹴落す弗が 
出來たが、乙の協定を廢棄すれば、支那 { C 於ける獨乙贸鉍は半身不隨 ( C なるであら 

t 

ぅ J (Asiatische 11 undschan) 1936 -fn-CT/JlGn] 254 P!) 

一九三六年六月の頃、一 {g 鈒弗のパ — 夕 — 協定が締結た。乙 n に li 若干の 困 
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う J (Asiatische Rundschan) 1936^5/1160254 IX) 


一九三六年六月の頃、一 {g 銀弗のパ—夕—協定が締結た。 乙れには 若千の困 
難もあつたけれども、と ic かく獨支贸 M をして、愈々活潑ならしめた事は、貿易統 

- 7 • 峰 

計が雄辯 (C 物語つてゐる。卽ち獨乙の對支貿易は、一九三四年が七千四百萬ラィヒ 
スマ <ク、一九三五年が九千四}□萬 ライヒ スマルタ、一九三六年が一借二千六百萬 
ライヒスマルタ、一九三七年には 一11四千八百^ ライヒスマルタと m 增したのであ 
る。 獨乙貿 场 の活動振 6{c 關し、 サ—•フレデリック•リ—スロス 氏は、 ロンドンの 
支那協會 ic 於て『我々も獨乙の例 ic 倣つた方がい > と 思 ふ』と述べる 1C 至つ た 0 


支那の獨.乙に對する關心 

支那官邊の獨乙に對する關心は、一九三三年以來急激に增 大した。ペルリンには 
張學良、胡漢民、汪兆銘、湯良禮、戴傅賢、蔣偉阈の如き名士が訪問した。獨乙訪 
問 それ c fia は何ら ナチ ス思想 ic 對 する 共鳴を現は す ものではな ■い。 だが當時共產黨 



と戰ふ一方、日本の進出 { C 惱爻さ n て S ) た支那政府としては、同じく反共產主義で 
あ 6 •しかもごく最近世界を物ともせぬ程の國力を增大したと思は n る獨乙政府力 
ら援助を得る事も可能だと考へた。 

軍事顧問の眞相 

南京政府は'±た對共產黧戰に ついて、 獨乙軍琪#門家の援助を m 銳した。軍人顧 
問囤は一九二七——二九年、卽ちナチスの勝利の遙か以前 ic 組織されたものであつ 
て、 ちして 官製では なく、ヮィマ— ル政府が 2 : n ir 否認した。また全 Mli おろ力大 
多數さへナチ黨以でぁった譯でなく、また仑の渡支の目的も抗日軍を建設するため 
でな く、共產軍 ic 對して南京政府を援助せん•かためであつたと云ふ。尤も一九三二 
年以後、獨乙は乙の軍事顧問閟を政府の一般的支? Id の下に®くに至つたが、顧問は 
非公式の資格に於いて、且つ私的契約の下に滯支してゐたのである。 


乙の顧|!1][^の活^が、支那水^の進 If に作 a 、 . V :際に抗日的に働らき初めたの li 



一九 H 七年、戰爭の開始を見た以後の事であつた。 


乙の顧!11]一 Z の?. , i 動が-¢1冰紹の逛；11レれ Gl ^ 



1九三七年、戰爭の開始5:見た以後の事であつた。 


爻た同顧問圃が支那の軍祺的勢力の根幹を成してゐたとか、或は支那のゲリラ戰 
術の採用 ( co いて責任•かあるとか云ふのは間違である。ゲリラ戰術•か支那共產黨の 
南京政府との國內戰 ic 於ける經驗から生れたものである事は全く明らかである。 

一九11!八年五月末に、2.の顧問阐一行は支那から召還 3 n た。 i 、 ic 獨乙極東政 
策の最も著るしい矛盾は除去されるに至つた。 

獨支，提携論 

獨乙貿易業者は、蔣介石の西安監禁及び其の釋放後 {: 於ける支那統一の進展を 歡 
迎し、彼等の前途 ( C 廣大な經濟的沃野が展開されたかと考へた。乙れは一九三七年 
八月、ペルリンに於ける孔祥熙の歡迎會に極めて明瞭に現れた。 

ラィヒスバンク锶裁シャハト博士は、獨支兩國は近年國家的镯立のため難局に立 



つて. Q たが，今や兩 H の友交關係が、好轉したと述べ『獨乙は主要工業國の一とし 
て 助言と行動と 1 C ょ6、支那の味方 1 C なる事が出來る』と聲明した。 

孔祥熙は乙れに答へて！ f 支那は獨乙を最良の友邦と考へてゐる……獨乙•か力を藉 
して支那の今後の發展、をの原料資源の開發と^の工業並に運輸楢關の建設とを援 
助せられん事を希 a 且つ望むと述べてゐる。 

獨乙極東政策の惱み 

シャハトが『獨支提携」を强調してゐる同日に、在新京の貿易事務官は、滿獨親善 
の增進のため { C は*相互の經涛的液性が必要だと强調して、獨乙の極東政策に關す 
る分裂を實證して. Q る。2.の棰東政策分裂の軍事的背景をみょぅ。 

一九一八年以來、獨乙阈防軍の政策は"戰線を二つにして戰ふ事 k 回避するにあ 

つた。 




フランスを以て®乙の主要敵と考へた獨乙阈防眾の指淖齐は、秸掙的にソ聯陸軍 
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フランスを以て®乙の主要敵と考へた獨乙阈防軍の指^者は、積^的にソ聯陴軍 
との技術的提携を M じて、ヮィマ-ル共和國公式の政策たる親ソ政策^推し進めて 
ゐた。ヒットラ—が政楢女捤つた後も、國防軍は2.の根本の立場を變かしなかつた。 
國防軍の前幹部フォン•ゼ—クスト將軍は、決して獨乙は、日本その他ソ聯を网繞 
する列强と結ぶべきではない。反對に、ナチスは國內に於て强烈に共產主義を彈壓 
1てゐるのだから、ソ聯との同盟から生ずる國內的反應を怖れる必要はないと論じ 
た。 (Deutschland Zwischen West und Ost , Hamburg , 1933) 

H 防 軍は 理論 •たけ ic と らず、ヒットラー の政權 獲得後も•トハチニフスキー 
元帥の率 a るソ聯將軍の一圃と軍事的關係を給けてぬた。ソ聯の將軍達は、ソ聯政 
府の S を _ 策し且つ、 出來 るなら ば獨髂 同 盟 これには日本も參加し得るであ 
らぅと 企 y してゐ た。 

然るにソ聯の將軍達が處刑され たので、 國防軍の政策は をの 現實的基礎を失つた 





の穴 • 

日獨經濟の競爭 

- • 一 

他方日獨の經濟的競爭は日 ic 激化して行つた。それは支那ばか6で«く、蘭領束 

印度、南米及び獨乙本阈に於て3へ激化して行つた。 

かくて『日本の勢力下に入つた支那の土地は程度の差乙そあ n 、すべて他の諸阈 82— 
の貿易と菝業とを失はしめるものである事は、臺裨、朝鮮•滿洲の例に見る通6で一 
ある。支那の主椎下にと <吱0てゐる支那の土地は總て、外阈贸舄及び外國淹業の 
活動にと〇て豊かな將來の可能性^約束してゐる。そ n は支那の經浒的某礎を强化 
し、同時 ic 支那は輸出によつて、輸入增加に對する支拂を爲し得るに至るのである』 
(zeitscbrift fiir Geopolitik 1934布9加568刺)との意見さへ出て來た。 


然し乍ら2.ぅした竞見は、獨乙の栂東政策を左右するに至らなかった。 



J 九一二三年私，- in ルンべル ヒの M 大 #{: 於て、 ヒットラ-は 日本に對する親善 



し乍ら乙ぅした意見ば、獨乙の栂東政策を左右するに至らなかった_ 


一九三三年私，-一 a ルンペルヒの黨大會 (: 於て、 


丨は日本 { C 對する親善 


の意を表明し、爾來乙の線 ic 沿ふて外交を遂行して來た。 


政治は經濟に優先する 


か、る支配的意 ii の代表者は率 E に、政治は M 濟の上に置かねばならぬと明言し 


た。一九三二年十月、當時の新任駐日獨乙大使フォン•ディルクセン博士は、日獨 


親善1:強調した後、『第一•は政治である J と述べ、更に博士は乙れにつけ加へて日く 
『それ ic も拘らず或は^5 に、 そ n 故に こそ、 余は日獨 M 濟關係に關して余に課せら 
れ たる任務 5: 十分 目覺して 1 Q る J o stasiatiache Rundschau, 1933 -^ ll ila l B 47410 


貿易業者の一部では、乙うした政府の計$と步調を一にして£>る。彼等の考へは 


乙ぅ•た。日本との競爭は激烈だ。また獨乙の外交政策は支那1:澉に廻はして li なら 


1 
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MS けれども，純粹に經濟的性！ 


ないけれども，純粹に經濟的性質の協定ならば、日本との間に、或は進んで滿洲國 
との間に結んでも何か得ると2.ろがあるか 7 P 知れない。獨乙の滿洲產大豆の牌入は 
一九三三年三五年の三年間に激減した。その譯は滿洲國が獨乙から殆ど買つて吳 n 
ないので、獨乙が爲替に缺乏したからである。•ハータ丨協定を結べば恐らく2:の事 
態を救ふ事が出來るであらぅと。 

寸た獨乙政府は、こぅした協定の商議こを對日湖係を進埗せしめる上に極めて實 
際的な第一着手であると考へた。 

. 满獨貿易協定 

1九三六年四月卅日に.滿獨貿易協定が成立した。乙れにょれば、獨乙の對滿購入 
は每年锶額一億 Ini (滿洲國幣)とし•滿洲國の對獨購入は二千五百萬闾(滿洲國幣)ま 

でと云ふ 事にな 〇 た。 

乙の m 定は一九三八年七月の新協定とな6、獨乙は年々二億101(滿洲阔幣)を支拂 
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曹 


乙の協定は一九三八年七月の新協定とな6、獨乙は年々二傥1»1(滿洲國幣)を支拂 

つて二百萬噸の大豆を5只ひ、之に對し滿洲闕は五千萬圓(滿洲國幣)だけ獨乙の品物 
を M ふ事 ic なつた。 

乙のパータ—協定は明らかに、滿洲 ic 於ける日本を利すると‘共に、大豆贸 M を復 
活した點に於て獨乙の利益となつた。然し一九三八年に至る^で、滿洲の對獨購入 
額は規定の四分の一の比率を遙か ic 下廻つてゐた。事實第一年度に於ては、獨乙の 
購入は著增したが、滿洲國が實際獨乙から買つた額は前年度よ6少なかったのであ 


然し、ペルリンは2.ぅした成行を、政治的理由 ic ょり默過した。 

I * # - T # 

一九三七年六月•在新京の貿易事務官が聲明した様に『乙の協定にょつて#ら5 
んとする物質的目的以上に、緊密なる親善關係に對する要望が存する』が故に、幾 

V ' . 肩 

多の犧牲が兩國双方に於て忍ばれ/2のである。 
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然し 最近 ^至つて 情勢の變化が現れた C 日本は 今や 滿洲 it 工業の念 速なる 發 M 4: 
求めつ、あるために、獨乙重工業にとつて新しい好■が現れ、獨乙甫工業が滿洲國 
に鍮入^れる祺になつた。 

尤も2.れ以前にも、獨乙重工業はある程度滿洲國の註文を受けとつた。昭和製鋼 
所は、獨乙人の技 & S の手にょ6、可成6多 It の獨乙機械を用 CA て建設3れた。其の 
後更 ic 追加註文が獨乙に發せられた。 

然し最も重要な發展は一九三七年、支那事變以後に現れた。一九 三 七 年 十一月、 
獨乙政府は滿洲國と協定を締結し、乙れにょつて、オット—ヴォルフ財网は滿州2! 
に對し、主として獨乙栂械の購入にあてるため、五分五 M の利率で、六ケ年間二百 
萬•ホンドの借款を興へた。 

その後また昭和熨鎘所は、その馈張計2-に甩ひる材料の三分の一一は 獨乙よ 6 輸入 
すべき! f 發表した。 



三 g , 办 - a キック泛ブクレ，ッブの代表荠は、北京に於ける日本當局 


1 九三 八 年 三月， 力— U ヰゥク及びクルップの代表漭 は、 北京に於ける日本常局 
K 對し 、獨乙機械を北支に入れ、その支拂は日本の支配下にある臨時政府の 鈒行券 

華 - 

たる 聯銀券で受取ると云ふパ—夕—協定の提案を行つた0 (13— レンス .V 丨ジン 
ガー氏 tc ょる) 
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ナチスの奇襲戰術 

まづ正攻法 . 

ナチスは或 a は黨大會 ( C 於て或 It 國會に於て、或 CA は其の他の公開の席上 (:於て 
しきうに M 民地領有の•權利と必要とを阔民に宣傳 し 世界に絕叫 し•或 CA は在外使臣 
をして植民地領有阈のこの RJ 1 M に關する見解を打診せ しめるなど、 凡ゆる機會 をと 
らへて植民地魷有の要求を世界列阈の前 ic 叩さつけるのである0 
•たが然し"乙れは序の口であ6、正攻法だ。 

この正攻法 ic ょぅ 正面から堂々と攻め寄せる一方、 搦手から、舊植民地乃至其の 
他の失地に在？る獨乙人备つて、らの領土 部から獨乙へ§歸の氣運 


を醸成せしめをの餌存老に手をやかせ榇とする 一 ft の奇襲法がある。 

^; k 戰術の效果 

獨乙 S 外に住む獨乙人に獨乙意識を鼓吹するためには、旣に一八八〇年代の初め 
頃から幾多の—が組織されて相當の活動を展開したが*大—殊に失地回復、植 
路地蓉還をナチス耦領の最大眼目の一としてから、乙の活動は頓に深刻味を加へて 

來气 ' 

ナチスは旣に以前から組織為れてわた在外獨乙人協會其の他の關係諸團體を統一 
して黨の機構の一部に編入し、更に一九三七年一月には外務省內に在外獨乙人 nil 題 
を掌る眷 SSV •、在外獨乙人のナチス化と失地や植民地の獨乙への復歸速 f 
紐織化するに努力した。 

秘密國家瞀察の各地に伸びる毛細管も^た乙の運動 icm 要な役'割を演じてゐると 


傅へられてゐる。かくて今や海 Mic ょつて紐織 3 れる一〇九七の在外獨乙人グル.. 
ブの外、各國に定住する獨乙人の間にも五四八のグルーブが結成3れ、獨乙本阈の 
展開する失地植民地回復運動と相呼應して、陰 ic 陽に、活潑なる活動を展開して ， Q 
る0 

一九三一年 ic ナチスの規定した在外獨乙人® ic 對する十誡の中 1C は、 

『諸君镣は、諸君等の在留する阈の法律に從ふべし J 

r 在留阈の政治は在留 N 民に委せ……乙れに介入す〇勿れ』等々と述べて居るが、 
乙れらの誠律は、歐州に於ける失地や舊獨乙植民地など ic 於ては、軍なる口頭禪 ic 
終つてゐるのであると ii る人がゐる。 

西南 T フ9力のナチス 


一九 三 五年五月、英帝ヂ，—ヂ五世鈒冠式のため〇ンドンを訪れた南阿聯邦首相 
へ少ツオーブ•か、 その 委任統治下に ある 丙 南ア 7 SS 力の语獨乙植民地を獨乙 ic s 附 



する用; S があると洩したと傅へられ、一時世界の耳目を聳てた。 fpl 首相が何故に突 




へ/^ツォーブ•か、その委任統治下にある西南アフリカの钨獨乙植民地を S 5 乙 ks 附 

する用; S が あると 洩 したと 傅へられ、一時世界の耳目を ^ てた。 fpl 首相が M 故に突 

如としてか、る見解を洩らしたのか、その眞相は詳かでないが、一部では同地に於 
けるナチス及獨乙人の策動が犯賊で、その統治の任 ic ある南阿聯邦が遂に嫌氣を他 
したのであらぅとみてゐた。、 

西南 アフ穿 方に於けるナチスの活動は旣 ic 一九二九年の頃から始つて- Q たが、乙 

の活動はナチスの政權掌捉と共に俄に活潑になつ た。 かくて一九三四年七月には同1— 

19 

領內に於けるナチス本部及びヒットラ-靑年圃に對する檢索が行は n て多數の文啬一 
•か押收5れ、ヒットラ-靑年團は禁 M 3 れた。ナチス il 動そのものも亦禁止された。 
當時南阿聯邦首相の發したステートメントには 
r 西南アフタカのナチスの m 織は、獨乙本國のナチス黨の支部であり、^の支部長 
は本阈黨中央部の任命すると乙ろである。彼等にとつては、西南アフリカは獨乙 
領の一片にほかならず、從つて獨乙の展開する自由への鬪爭は必然に西南アフ9 


力の獨乙への転回を含むものだ J と述べてゐる。 

檢事總長の暴露文 

一九三五年九月、西南アフリカの檢事锶長は、同地に於けるナチスの活動狀態2: 
暴露する文害 VJ 發表した。その大部分は、同地のナチス EM と獨乙本國のナチス指 
翦部との問の往復文番である。2: n にょるとナチスの委任統治領に於ける策謀の一 
端が、かな6明確^描き出されてゐる。 

卽ち獨乙本阈側からは、ヒットラ丨總統に對して絕對無條件の服從を较ふべき事 
ナチス運動は委任統治阈に對しては絕對齩秘の裡に遂行するべき事等が指令3 n 
た。乙れ ic 對して西南アフリカの支部から獨乙本阈のナチス指導部に宛てた害翰に 

t . 當地に於ける我々の目的は、ヒットラ-の主義綱領を在住獨乙人の間 ict 傅做底 
せしめ、速!:當地域を獨乙1:復|.1せしめる^{:ほかならね。この方斜(:赞成せざ 
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『當地に於ける我々の目的は、ヒットラ—の主義綱領1:在住獨乙人の間に t 傅做底 

せしめ、速(:當 M 域を獨乙 {: 役 II せし36る事にほかなら WC この方針に fffe : せざ 

る者は资國奴として乙れを處斷するつもりだ』 . 

と述べてゐると云ふ。2.れにょつて見ても、 M 南アフリカに於けるナチスの策動、 
その背後にあつて糸を引くナチス指翦部の思惑が何を犯つて， Q るかは明白である。 

乙れは^植民地に於けるナチスの活動の一例^すぎぬが、獨乙人の比較的多数に 
居住するトーコー、カメルーン、タンガ|1力等に於て、2.れに類する活動がないと 
何人が斷言し得ょぅかと言ふ。(朝日時局讀本植民地の再分割一九二頁) 

か、るナチスの活動は、舊獨乙植民地だけでなく、歐州の失地 ic 於て毛硌んに遂 
行 3 れてゐる。 • 

ナチス黨網領第！條は 

『我々は民族自決權に基さ一切の獨乙人の大獨乙への結成を要求する』と述べ、所 
謂大獨乙主 a の實現を掻力主張して， q る。乙れは現實の問題としては、大戰の結果 
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失つた歐州 ic 於ける失地の奪還 i : 意味し、その計遨は暗々裡に進められてきたし、 

ま た現に進行中でもある。 

獨乙の他國內部崩壞耝織 

アルバイト•デイ—ンスの眞の狙ひ 

獨乙のアル，ハィト•ディ—ンストは日本では單に勤勞奉仕と云〇て. Q るが、その i 
起源をたづねると•それは大體伊太利のスパィ網に對する戰術から出來たものであ | 
ると云ふ(講演三九五號一九頁小岛氏講演)以下氏の言ふ所1:簡取に紹介しょぅ。 

ムッソ Vi - 1 がファシズムの運動 ic 入つた時に、ベネチアの敎區長がムッソター 
*1 はいつか天下を取る^違； S ないと云ふので、^の母親と妹を養つた。 

ムッソリ丨- 1•か天下を とると 直 1 C ベ H ネチ ア敎區長は， ハチ カンの密使として ム， 

ソ y - 二 氏に面會した。卽ら •ハチ カンの勢力 li 非常に廣く磺がつ て. q るので、 nWJ 乙 



の閟內でちベネチアに M するものは相當に好い土地？:持つてゐる C それをスパィ網 


ソ y --1 氏に面曾した。卽ち，ハチカンの勢力 U 非常に廣く膦がつて. Q るので、 S 乙 

の N 內で％ベネチア ic ^3 する ものは相當に好い十-地?:持つてゐる C そ n をスパイ網 

1 C して、仑の代ぅフアンズムは\チカンに對して手入れをしないと云ふ密約が出來 
^0 

と2.ろが數年にして獨乙にナチスが搐頭して天下を取つた。その上、ユダヤ系の 
排斥をして、^の金融並に產業の外にユダャ系の土地を沒收すると云ふ事を考へた。 
と2.ろがそ2.に非常な障害があつた。そ n はバチカン系•かユダヤ系と手を握つてゐ 
た事•た。 

乙の土地問題の手入れ5:するとなれば、結局伊太利、獨乙の衝突を 一 M 潋化表面 
化する事になる。乙 n では折角の植民地奪還の問題では、對英策戰上伊太利と手を 
握らなけ n ばならないのに、衝突したのでは何にもならぬ。 、 

そ乙で考へついたのが例の勤勞奉仕•た j 卽ち部落を描へて、そ2.へ滿卄歲になつ 
たならば、必らずアルバイト•デイーンストに從事しなければならないと云ふ法令 
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を出した。卽ちユダャ系もバチカン系も必ずそれに入らなけ n ばならない事にした。 
そぅしてナチスの黨 M をして逆 {C バチヵンの敎码に入らせる。己ぅ云ふ様に伊太利 

〆 

が文句を言へない様 { C した。 

日給は七十べニヒで邦貨約十五錢位で、獨乙の生活標準から云ふと、日本では十 
.五錢から廿錢位の愤値である。咬た土地の實6は餘6良くない土地を開拓して云々 

• 一 . * 、ぎ* « • . * 

と云ふ荔はなく、要するに伊太利の獨乙內スパィ網を內部破坟すると云ふのが狙 a 
である。そう云ふ様に他民族の內部破壊の紐織は世界で獨乙が一番上手で あると 云 
ふ。 

而して各委 M # ic は日本語の也來る者が必ず一人はゐる。外國人が行つても獨乙 
語でやらなくて^ひ。 


日本人には約四千人ばか6入込'' / L でゐるが、をのリストもある。仑うして各國に 
向つて^に多角的な戰陣を布き、それ { C イデォ3ギ-の网體が附隨して.<2る。對英 



論^、對佛論者等 ❖ が*て、彼等は各自麻門の立埸から各國に對する對策を樹てる。 



向つて^に多角的な戰陣を布き、それ (C イデォ 3 ギ I の f-SIia が附隨して， g る。對英 



論^、對佛論者等々が. Q て、彼等は各自麻門の立場から各國に對する對策を樹てる。 

# 

だから組嫌自身の主體は非常 ic 統一的ではあるが網の目の張6方は實 ic 多角的であ 

る0 

例へば軍琪道路の建設をみても分る樣に、實に尨大なもので、3ンクリートで固 

め、軍用自動車•か十臺位並んで走れる。それを全部各阈境に向けて褅へてある。仑 

ぅして軍の訓練は何分間でチ*•ブ n の阈境4で、何軍一!の移動をなし得るかと云ふ一 

197 

様な事を演習する。 I 
またそれをかく5な S で全部發表する。かくの如く •各 N ic 對して危機の線 5: 常 
ic 作る事 ic ょつて、戰はずして英佛等と手打ちをして行くと云ふのである。 

驚くべき名簿の活用 

獨乙の一番最初 { C やつてゐるのは、大藏省に直^して. Q る植民地委 it 會•それか 


ら宣傳省 ( cDt 餡してゐる文化院と文!®院、それらが連絡をとつて植民地問題をと 6 
あげてゐる。 

その中に全人口の名薄が出來てゐる。獨乙の人口は七千萬に一寸足ぅないが、二 
千四百萬人程度の者が外國 { C ゐるのでをの名薄は九千餘に及んでゐる。そぅして世 
界の獨乙人分布地岡♦かあ6、をれは色分けで書いてある。 

その各地方の分布の綿密な地闼•かあ 6 、 fn(c 番號が打つてある。 

例へば伊太利のアルブス地方は大體獨乙系だが、そこの地方の A と云ふ人間1:し 
らべたければ、伊太利 T ルブスの A の人名簿を出せば、その中に a を發見出來る。 
をれ ic お爺さんからの全部の戶籍•か〇いてゐる。そして思想系統、職業、ナチ關係 
の密接な所まで全部出てゐる。それで例へばブルガリアの某新聞を5只收したいと云 
ふ必要がお2.ると、その名簿をとう出し、大蹬文筆業に携つてゐる者を分ける。も 
nic ナチの mM が命令援助を與へる。 乙の や 6 方は 非常に功を奏して 例へ ば、，ハル 



チゥク、中央 ml ロッパ、パルカンの通信網は大體獨乙が手入 n をし - C 了つてゐ 
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n にナチの^以か命令援助を與へる。乙のや6方は非常 ic 功を奏して例へば、，ハル 

チ，ク、中央ヨ la ツバ、，ハルカンの通信網は大體獨乙が手入れをし- C 了つてゐ6。 

獨乙は大體原料をとつて生產品を賣込むのであるが、その商店にも入込んでゐる。 

それも亦9ストが出來てゐ る。 

- . 

文化院の活動 

をれから大學等でも實際の工場と密接な連絡を持ち、をれが他阈の商店や工場と 
線を張つてゐる。而して仑れらに皆援助金を出す。 

ホテルも買收して皆獨乙人 1 C 經營3せる。そのホテ r . かつまりナチ黨以の聯絡所 
である。乙れ にも 矢 張 6援助 金を 出してゐる 。東アフリカ、西アフリカ に3へ、 一 
地方には必ず一軒獨乙系ホテルがある。'±た映迸會肚を買收して行く。ラヂォ、新 
W 、 雑誌、そぅ云ふ系統のもの* か、 大體成功の域 (C 達すると、それらが 又逆 ic 本國の 
植民地委員會にドン^-材料を送る。爻たそ n •か宣傳省の獨乙文化院に全部 行く。 
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• - ^ ^ '.、 丨 
• • 

\ 

文化院と云ふのは屈乙の文化を S 民 { C 新らしくみせ、それを發展3せる目的を持つ 
て. Q る。從つて展覽#場を全阈に數十も常設してゐる。そこへ獨乙人の作つたもの 
は何であらぅと、例へば戈メラ、映盡、美術、建築等々何で毛展赀する。植民地委 
員會で取つたものは全部文化院 ic 行さ、編斡して新聞、ニュース映迸、 ゞ メラ雜誌 
に出す。 . 

をれをみると獨乙人はル— •▼- l アは旣に獨乙のものだ。アフリヵの何處は獨乙の 
ものだと云ふ様にはか6、且つ誇6を感ずる様 tc なる。それから文筆 ( C 關するもの 
は全部文藝院の許可5:受ける。日本の様にブラックリストを作るのでなく、發展さ 
せるために在るのだ。阈內のものは勿論•植民地委 M # からそ乙へ來たものは、悉 
く例へば出版すベ^もの Ji 出すと云ふ具合だと。 


— 8〇0~ 



\ 


戰後の世界經濟と金の將來 

フンク經濟相の構想 

• \ 

第二次歐州大戰後の世界經濟はどぅなるか。乙れは何人も知6度いところである 
が"乙れに正しい解答を與へる ic は、 

一、 英獨何れが勝つか 

二、 獨乙が勝つ ic しても、戰後の平和機構を如何するか及び戰勝國の戰後 k 殘る 
經濟餘力の如何等がはつきりしなけ n ばなら W 。 

乙れらが はつき 6 しない 爲め1 C 、未だ戰後の世界經濟 (C ついて確乎たる見透し5: 
持ち、2.れを勇敢に發表するの勇鉍ある人はゐなかつたのだが、昭和十五年七月廿 
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五日獨乙經濟相フンク氏は記者嘲に對し、「來るべさ歐洲新經浒秩序 ic ついて」を發 
表した。 

その內容を要約す n ば、先づ獨乙は戰後倂太利と全面的^協力し、歐州諸阈家を 
打つて一丸としたブ W ックを結成し、その內部で自給 S 足を行ひ、余力をもつて輸 
出を行ふ。 

歐州の新經濟膛制下に&つては、金本位制を復活せしめる乙となく、金を某礎と 
しないマルク、換言すれば國民の勞働と！！家 ( C ょつてその價値を支持された•マルク 
が歐洲新 ffs 制下の Mlt になる、と云ふにある。 

.戰後の通商戰 

フンク氏の考へ方のごく大略は前記の通6だ•か、乙 >に戰後の經濟5:考へる JC 特 

に 必要 /4: 文句 (フンク氏の)， VJUI )!] して考へを進めょぅ。 

フンク氏は言ふ—— 新歐洲 は 自給自足經濟か 或は 輸出かと 云ふ古い ス V I ガン AJ 
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1 C 必耍な文句(フンク氏の)， VJ 引) H して考へを進めよう。 



フンク氏は言ふ——新歐洲は自給自足經濟か或は輸出かと云ふ古いス U -ガンを 

捨て、自給自足經濟、同時 ic 輸出の新スロ I ガンの下 { C 邁進しなけ n ばならぬと。 
而して仑の通商の相手は中南米と日本を sa 主とする東亞ブロックである。 


ブロック經濟を確立して自給自足經濟を行へば楡出の必要はある '3: い。ヒットラ 
丨が「轍出か然らずんば死！」と叫んだのは、獨乙が物資を輸入しょうとすれば輸出 
—乙れも獨乙阈民が食ふ物も食はず、飮む物も飮 It ず文字通 6 飢餓 (C たへ忍んで 
の轍出——を行はねばならなかつたからで大歐洲ブロック•か完全に出來 n ば仑の必 
要はある^いと一應考へうるがなか-—そうでない。如何なるブロック-——日本を 
中心とした東亞ブ U ック、ソ聯ブロック、北米を中心とした r メヲカブロック、獨 
伊を中心とする歐洲ブ W ック等——と雖も完全に自給自足の出來るものは一つもな 
い。吱たブロック經濟の目！ T か 封筘經濟 でもなく孤立轷濟でもない。 

米阈の 評論家 リップマンが 『何故に人々'か自給自足を望むに至つたかに 關する凡 



ゆる理由のぅちで、最も簡眾な理由は、陸上及び海上の武力封鎖を恐れるからであ 
志』と喝破してゐる•か確に當つてねる。 

ブロック 經濟の目標は阈民 生活の必需品及び軍需品の對外依存を脫却するに あ 
る。 ブロック 経濟で 一應の自給自足が出來 たからとて 安心して遊/ I で. Q る譯に は行 
かぬ。 積極的に他のブ a ， クと通商し、更に投資もしなければならぬ。. 

第ーー次歐洲大戰であれ•たけの京華な大戰鬪繪卷を展開してゐる獨乙•か、なほ平和 
品の製造に も 大童であると云ふ乙とは、獨乙の生產力が如何に旺盛で あるかを 物語 
るもので、東亞ブ〇ックの盟主たる日本は一段と生產力擴充に拍車$:かけ、東亞ブ 
T >， ク圈内の人々の耍求する物を费铽低廉に供給するだけの.^悟と經濟的餘力を持 
たねばならぬ。英國敗退後の世界通商戰に於て日本の好敵手は何と云つても獨乙で 
物在が^。 


— 204 — 


ヴ H ルサィユ條 約の教訓 

第一次歐洲大戰に於ける戰勝阈英佛が、第二次歐洲大戰では何故敗れたか。そ n 
には多くの原因があるであらぅ•か、その最大の原因はゲニルサィユ條約 (C あつた。 

獨乙は天文學的賠償金を賦課され、海軍は一噸もなく、陸軍は僅に十^しかもつ 
乙とを許されなかつ方。英佛は乙れで獨乙 li 經濟的に參ると考へた。だが賠似金は 
一向に支拂はない。第一次歐洲大戰の廢墟の中 ( C 獨乙は新たなる產業機構を再建し 
た。陸海軍及びをの軍備は表面上なくても、その產業及び產業戰士は直に軍備及び 
軍人 {C 變6得た。平淸盛が鎧の上に法衣5:着たょぅに、獨乙では軍備の上に齑業と 
云ふ法衣1:きせた。 

乙の產業力が物を云つて、七十トンのタンクも更に三十卜 N のタンクをつむ大飛 
行機も、また時速七百五十五キロのメッサーシュミットと云ふ飛行機等々新武器が 
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荏れ 1 乙 Jrl らの武器を縦横無盡に使ひ乙なす勇敢なるナチスの軍人が生れたのだ。 

乙の乙とを考へれば、第二次歐洲大戰後の平和會議に際しては、敗戰國の經濟力 
特に產業力を完全に封印してし'±はなけ n ば數年を出でずして、復铐戰が行は n る 
であらぅ。 

若し經濟力を完全に封鎖出來なけ n ば、英佛の復興經濟力に敗けぬだけの猛烈な 
經濟力を獨乙は、常に持 M しなければなら W 。 その尨大なる經濟力は歐洲ブロック 
內だけでは消费し切れまい。 

金は無用の長物？ 


ンンク經濟相が、『金に基礎を置かぬマルクが歐洲の覇權を提るべし』と斷じてか 
ら、俄然金無用論が再檢討3れ始めた。 

獨乙の勝利ぐ戰审の益が閉ぢた場合は3ンドンがべルリンに移6 •ホンドがマルク 



k その王座をゆづるであらぅ乙とは明白 だ。 その場合、ペル SV ンで文；，ン ドンこ人.、 


獨乙の勝利ぐ戰爭の^が mt; た場合は U ンドンがべルリンに移う•ホンドが -V ルク 



k その王 II をゆづるであらう己とは明白だ。その埸合•ベル ev ンで i : ーン ドン こ於 

ける程金の愤値を商く評 M し爻い 


今後の通货の基礎觀念は『金にょつて V •はなく、^似力と生^にょつて愤値 VJ 支 
持された』毛のであると云ふのがフンク氏の考へであり、乙れはナチスの天下にな 
つて以來獨乙の採用して來た货幣論を再確認したものに外ならない〇 
金貨を^內で c 由に流通させ、^た¢1由に兌換 5: 行ふ金本位制度は十年も北：：にそ 
の姿を消し、今は語6草になつてゐる ( C 過ぎない、今や金は僅に阈際收支の®後の 
淸兑用具となつてゐるに過ぎない。フンク氏ち乙の點を E めて ， Q るのであるが、 N 
際收支の淸算用具としてなら、金が各阙に適度に分散してゐることが必要•たが、世 
界の金の三分の二はアメリヵに集中してしまつて ， Q る次第。「一體金はどぅなるの 
か」乙 n はアメリヵの頭痛の種-だ。 2./ L な心配は資澤な話だが、所謂 r 持てる漭の 
惱み」と云ふ奴だ。 


米國への金集中 

# - • 

米國はケンタツキ-州のフオ ー. --t . /ツクスに二百 11 ドルの金を死藏して- G る。 

乙れを如何に處分するかは第二次1洲大戰勃發前からの惱みであつたが、歐洲大戰 

勃發後は愈 ❖ 痛切な問題となつた。何となれば、金はアメリカへ集中する一方だか 

ら 。こ、で金の アメリカへ 集中する經過を M みょぅ。 』 

20 

金保存谪の增大したのは一九三二年九月に英阈が金本位制度を停止し、•ホンド货| 
の減價を行つた時に始吱る。•ホンドの減價は•ホンド貨に對する金價格の引上げを通 
じて行はれたもので、それは•ホンド使用阈の金生齑者 icM 額の補助金を與へると l«J 
一の效果を生じ、金增逄に大きな刺激となつた。一九三四年には米國もドル货の減 
價を行 a 、 かくして今日世界の金雍出商は每年平均四千萬オンス十四億ドルで、一 


九三〇年に比較するとその^出 J . li : に於て二倍、货幣似攸の上 1 C 於て三倍の增加 VJ 來 



たして ， g る。 


九三〇年に比較すると仑の齑出；：？：に於て二倍、 tt 幣 M 攸の上 (C 於て三倍の增加を來 
たして， Q る。 

次に日本、獨乙、伊太利、印度等で退臧金の囘收及び金の使用制限5:行^ 、金の 
增齑を圆るなど、懸命の努力をしてゐるので" 2. れら諸 Mi からの金淹出姑 も 激增し 
てゐる。かくして今日世界中の中央銀行と阈庫の金保有 高を 合計すると、 時價 二百 
六十億ドルに il し、一九三〇年の二倍半、一九一四年に比すれば六倍の增加に當る. 0 

かくの如く增大した金が何故、米國のみ {C 流入したかと云へ ば歐洲 からの資本 逃 
避(四十位ドル)と米國の Mlt 及び勞務に對する多額の支拂勘定 2 九三四 年から一 
九三九年までの間 ic 米國は廿一一億ドルの受取超過勘定)になつ てゐる0 
.一九三四年の米阈の金保有高は四十億1-ル、世界の金保有高の卅六%であったが 
今日では百九十億ドルを超ぇ、世界 金 保有高の七〇^を占めてゐる。過去六年 半の 
中に、米國の金保有高は百五十億ドルも增加した。 2: の增加の內容 5:分析すると、 
廿八億ドルは、ドル貨の切下げ {C ょる 金の評 is 換への結果生じた毛ので あ 6、 - h-a 
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ドルは國內の產出金及び厝金の回收、残りの百十億ドルは外國から流入した毛ので 
ある。 

然し百十億ドルの金の流入は前記の如く外國の資本逃避及び米^の商品輸出をの 
他から W らされるものだとのモーゲンソー大藏長官や聯邦準備局のゴ—ルデンヮィ 
ザ-博士の說明*たけでは納得出來ない。米國の金 H 入相場の引上げ•か玄な原因•で 
あるとみなければなる吱い。 , 

金不安をどぅして解消させるか . 

かうした莫大な金を所有してゐる乙とは、第一 ic 米 N の^用を膨隈させインフレ 
丨シヨンが起る懸念が zg 厚であつた。次には今日の米阈は必要觉以上の金を保有し 
な•いら、今後も商愤で依然として世界の金を5つ'、けると、やがて金相場が崩れ 

はし ts かとの心配がある。乙んな心配の ?) つたどころへ、フンク氏の聲明力あつ 



たのだから、米®の神轾はいや♦か上にもたか•ふらざるを焊ない 




へ、 7 ンク氏の聲明があつ 


たのだから、米國の神経はいやが上にもたか•ふらざるを得ない C 
では乙の金不安をどぅして解消5せるかと云ふ 1 C 次の方法がある。 

一-、金買入政策の中止 

乙の政策を採用すれば各國から米國の輸出に對する支拂手段をなくしてし爻ふ。 
之れで一番凼るのはアメリヵの軍需品を H つてゐる英國である。'±たこの政策を實 
行すれば金の貨幣的職能は變ってし吱ふ。 

1.金 SM 入相場の引下げ ‘ 

若し米阈が金質入相場を引下げれば金恐慌とな6、世界の金保有老は米國に金を 
ダンビングして， Q る。また若し金の值格をードル引下げれば五 fs 五 千 萬 ドルの拟失 
とな6、米阈の國庫 1 C 非常^担失となる。更に政治的にみると金價格の引下げ { C は 
議會の協議を必要とするが、農村選出の議員等は、ドル货の惯値を引下げた乙と*か 
商品價値を安定3せた原因であると信じてゐるのであるから、金 1st 格の引下げに ょ 



るドル貨の昂騰に對して反對するであらぅ。 

111、金買入相場は更しないで流入金 (C 課税する。 

外^からの流入金に對して課稅ずると云ふことは實際上金の價格を引下げると同 
一の結果になる。 

四、國際協定にょ6金の生產を制限する。 

乙 Jrl li 平 s な時代でも中令實現出來ない2.とであり、まして今日の戰國時代 {cli 

/ 

.到底言ふべくして行はれ難ぃもの だ。 

以上の四案いづ n も帶に短し榨に長しと云ふ诚みがある。 


，米國は何をやるか 

では米^は指をくはへてだ^って見てゐるかと云ふに、モーゲンソーは言ふ。 

『金不安(:針するた>*1っの健全な方法は、米^への金流入を減少せしめると^に 



米阈に流入した金 V -- 復歸せしめ、これを金流出^に於て冇效に使;1]せしめる乙とで 


『金不安に對するた<一っの健全な方法は、米^ への佥流入を減少せしめると北、に 



米阈に流入した金5:復歸せしめ、乙れを金流出阈に於て^^に使;1]せしめる NJ とで 

ある。 - * , 


かくの如き方法は、米阈が全力をつくして、世界を平和な狀態に戾すと(*>1時に、 
貿易を通常の状態に復歸せしめるにほかならない』と。 

だ•か米阈の期待するが如さ世界•牛和は前途遼遠だ。その間 ( C 金の流入は增加の趨 
勢を迎6、過當な信用膨脹とィンフレ—ショ. 〆 の危險は刻々と迫6つ、ある譯だ。 

一ーユ—. ョークナショナルシティ 銀行 月報は 佥對 策として 次の如く揭げ てゐる。卽 
ち 

世界の商品 m 格を一般に引上げる乙と ic ょつて金の採掘费をたかめ、その生產を 
制限すると同時に、一方^用及び通貨の流通量增大をはかぅ•信用の基礎たるべさ 
金 tc 對する需要を增大3せる。 

乙れはィンフレ-シ3ンの不安 5 : 惹起するのみで、少しも事態を解決し得るもの 



ではな s 。 

かくして米阈の金問題は依然として未解決の-3:、であるが、米國は自分の政治經 
濟的勢力阁たる中南米廿ーヶ國は勿論遠く東洋に^で金にょる投資の手を延べてく 
るで あらう。 

東から米國の金、西から獨乙の物、2.の挟擊にあつて日本は何處に行くか。日本 

\ 

は確乎たる政治經濟の新粒制を一日も速 ic 確立し、戰後の通商投资戰に備へねばな 
ら W 。 
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ヒツトラー總統 
小役人の子 

舊獨 填國境 にブラウナウと云ふ小3な税關町がある。ヒットラ—は乙の町の小役6— 
人の子として生れた。時正に一八八九年四月二十日。 | 
彼の父は彼を官吏 1 C しょぅとしたが、彼は父の官吏生活をみて. Q るので、官吏生 
活を嫌5、子供心に世界一の畫家にならぅと志した。父の死後美術學校に二年間通 
〇た。乙の時代が一番幸福な時代であつたと彼は云つてゐる。 

十六歲の時母を失64、天涯孤獨な少年ヒットラ丨は人生流浪の旅へと立つた。行 
先は!?ウィ-ンへ n 彼は美術家たらんとして美術學校の入學試驗を受けたが失 


敗し、建築場の見習 H となら、ドン底生活の中 (C あつて勉强した。乙 n が彼の一生 
を決定する重大な機緣と在〇た。 

彼を偉大にしたもの 

彼の家は貧乏とは云 a 乍ら判任官上6の父を持ついはば中產階級の下層に M し -C 
ゐた。だから彼には勞働者の心理狀態と云ふものが分からない。然るにゥィ—ンの 6 — 
勞働者の中 k 飛び込/1でみ て、 初めて、彼等の氣持が會得出來た。彼に大衆煮 lii : 一 
うえつけたのは此の時代の最大の收穫である。今日ヒットラ-の演說が、獨乙國民 
をあの様に動かすのは2.の大衆の心の琴線にふれるからだ。 


乙の收穫の外に、ウイ—ンの町での收穫は更に二つあつた。ウイ—ンの町は以前 
からュダャ人が多く住んで居-^、その勢力も强かつたから新聞、劇場、文學、學 ly 

等殆んどユダヤ人の支配下にもつた。 



〆 ：」广 r k 3 又 〆 t r ジ H 1 W 久ソ r 4オーースト7)迢駄も Rirl て；3 



等殆んどユダヤ人の支配下1:あつた。 



そしてユダャ人の阈家を建設しょぅと云ふツァィオニストの連動も行はれてゐ 
た。そ n らに對して t ットラ丨は次第に反感を感じつ、あつた所*賣笑婦を營業と 
して利を貪6所謂白人奴隸賣 M を行つてゐるのもユダャ人であつた。 

乙 n 5: B つたヒットラ-は、ユダャ人に對して火の様な僧惡を持つ樣になつた。 

同時に彼の目に映じたのは、勞働運動の指導莕が多くュダャ人で、マルクス主義 
者である事•たつた。 

をして 彼等が生活の不安に戰く無知"な勞働老に對して、暴力的な專制を行つてゐ 
る 事を 見た 事だつ た。 彼はマルクス主義に對して烈しい憎惡を感ずる と共に、 實際 
蓮動に於ける暴力の偾値をこれにょつ- C 知つ た。 乙の三つの觀念が彼の今日を築く 
のに 與つて 力 あつた。 


一九一二年の春 t ゥ•トラーはゥィーンの生活5:淸算して獨乙のミュンヘン(:室內 
裝飾の S 描きの生活を見付けて行く事になつた。 . 

ミュンヘン ( C 來て二年目の一九一四年に世界大戦が勃發した。時に彼は二十六歲 
であつた。 tt は直に志願し、/ィ H ルン軍に編入 3 れた〇一九一六年十月 七日 彼は 
ソンムめ # 戰で傷つさ後方に送られた。その時彼の見たものは、獨乙の 宵 年が戰線 
で戰 つて. Q る時、ュダャ人は銀行の帳簿の蔭に かくれて 獨乙 を支配して， q ると云 ふ 
事實であつた。. 

大戰中英國はタンクを發明した。この新兵器は何んな陣地で も無神經に破坺して 
行つた。獨乙軍當局はクルップエ場に獨乙式タンクの大最生產を命じた。 然し ュダ 
ャ人の資本家は獨乙の戰勝ょ6自分の $? 盤勘定の 方に利口であつて、充分に タンク 
5:つくらな かつた。 

彼は一九一七年三月再び戰線に出て、勇敢に戰つた。そして休戰になるーヶ月詢 

こ英軍の ^ :丸斯にか、つてあやふく失明する所であつた。 2. の從•取で彼 li 鏹十字 ^ 


彼は一九一七年三月再び戰線に出て、勇敢に戰つた。そして休戰になるーヶ〇:詢 

1C 英軍の 5s 斯にか、つてあやふく失明す〇所であつた。 ZL の從•取で彼は錄十字^- 

を K つた。 

然し祖阈獨乙はュダャ人の跳梁にょつて敗戰した。戰後の獨乙は共和闽とな6、 
社會主義が我•か世の赛を謳歌してゐた。 

『何故獨乙は敗 n たのか!!獨乙はどうなるのだ!!』乙う考へるとジットして' Q ら 
n なかつた。 

r そうだ獨乙を救ふ者は獨乙人あるのみだ!!』と彼は決意した。折からミュンヘン 
第二聯隊の市民講座が開催^ n てゐたので、その聽講生とな6、熱心に•勉强した。 
やがて彼は^の才能を認められて、をの敎宵になつて敎增に立つた。そ乙で彼は初 
めて自己の雄辯を發見したのだ。 

t 

:.獨 乙勞働者黨へ入黨 
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間もなく彼は黨 M 僅か六名の r 獨乙勞俲者黨」へ第七番目の黨 M として入黨した* 
一九一九年の春•たつた。 

彼の雄辯は忽ちにして彼を黨の有力者たらしめ、數ヶ月後には、早くも黨首に祭 
6上げられた。 

乙 、 (C 於て彼は •v ルクス主義とユダャ主義を撲滅し、獨乙民族の世界的優越をか 
ち得ょぅと決心した。そぅして新に『阈民社#主義獨乙勞働者黨』を创立し、二十 
一年 ic は仑の該•首になつた。 

現在ナチスの黨旗である赤地に白い回を染め殘し、その中に黑の鈎十字を入れた 
のは、2:の當時ヒットラーの考案したものだ。乙の旗の盘味は、赤は無產大衆を意 
味し、白はフランス革命に反對してブル•ホン王朝の反動政治を復活した時の色、鈎 
十字は反ユダャ主義を象徵する純粹ァリァン民族の表現である。 


獄に行く 

乙の頃の彼の 運動方針は、合法的なや"®'方では黨 M •か獲得出來ない と 云ふので、 

突轅隊と云ふ武裝阁粒をつくり-警官や共產黨員と正面から衝突する事を敢へて辭 
さなかつた0 

同時にヒットラ—の雄辯は、民衆の心を次第に捤6、一九二三年には三百人の黨 
員を獲得した。 

一九二 H 年 十一月廿八日、 歐洲大戰の與將ル-デン ド i フ將軍と共謀して、 ミュ 
ンへンー校を卷 S し、 ヒットラ-とルーデンドルフ元帥が、ミュンヘンの街を行進 
して伯林へ乘6込まぅと計畫したが、當局の彈壓にあつてヒットラ—は捕へら n て 
投铽五ヶ 年間の禁錮 { c 5 n た。 乙 の獄中生活中八 ヶ月 か >■ つて書いたのが、有名な 
r 我が鬪带 J である，' 
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遂に•中原の鹿を射とめる 

出獄後のヒットラ-は、暴力の無益である事 5: 知って、合法的に選擧 にょって 政 
權を把捤しょぅと決心した。 

かくて一九二八年五月の總選擧には、十二の議席を得*次いで I 九三〇年九月の 
锶選擧には、一躍六百五十^票を獲得、議 M 數は百七名に上6、社會民主黨に次ぐ 
獨乙の第二黨 ic 躍進した。 

それから二年後の第三代大統領選擧には獨乙阈民の偶像であった ヒンデンブルダ 
元帥を向ふに廻して戰ひ、千三百 七十 萬 票と 云ふ多數を 占めて 第二 位を占め、次の 
大統領は ヒットラ-だと 云ふ事を^民の腦裡 ic しみ乙吱せた 0 

その年の七月卅一日の總選擧には、遂に二百卅の議席を しめて、第一黛となつた 0 
をの翌年の 一月三十日、 卽ち一九：一一三年彼四十 pq 歲の時 、宰相とな 6、 それからの 


彼は無人の野を征く如く獨乙政界を^步した。 
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その 翌年の 一月三十日、卽ち一九 H 三年 彼四十 g ； 歲の時、宰相とな6、それからの 


彼は無人の野を征く如く獨乙政界を frl 步した。 

1九三三年五月十日には、獨乙三十の大學町で反獨乙的著書に焚書の刑を斷行し 
て、獨乙文化の純化を^6、また獨乙を食ふユダャ人を國外 ic 放逐して獨乙をして 
獨乙國民の獨乙たらしめた。 一 

國內問題の解決、また對外的には一:際的には、國際聯盟を脫退し、ゲ'<<サィユ 
條約の破棄等々、次々に獨乙の鐵鎖を斷つて行つた。一九三六年十一月廿五日には、 
日獨防共協定を締結した。 

彼の私生活 

貧 

彼の生活は實に簡素である。『我が鬪爭 J からの印稅收入があるので、 俸給も辭退 
してゐ ると 云ふ事だ。 

政治の大賭博には見事勝利を得たが、遊戟としての勝負事は一切やらない。菜食 
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主義であ6、•酒も煙草もたしな爻ない所に"彼の健康の基が a そむらしい。 

婦人問題 U 少しもさか W 。 大體獨裁者が身を持する事股であるのは、そんな時問 
的餘裕•かないのであらう。彼も昔から仑うで、一種のビュ—リタ X 生活*たと云は n 
てゐる。 

繪は今日でも描く事があるが、主に建築を取材とするのは昔の名殘6であらう。 

音 樂 |±パト： ーン的立場にあ6、ヮグナ I を # 敬してゐる。本は藝術、音樂ものを蒐4— 
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集してゐる。 I 

淚の人 

人は其の朋友 ic よつて知られると云ふが、ヒットラーには朋友と名づけるべきも 
のがゐないとジ，ン•ガンサ—は其の著『欧洲の內幕』の內に述べてゐる。 

永い 間 彼の^も 親 L い I ..1 人は、 一九： 二四年六= ::卅 日處 刑され た突 m 隊參課長 エル 



ンストレ— ム大尉 であつ た。 ^ 在 Ai : もヒットラ.. {: 親しい人は親衛 プリユックナー 


永い 間 彼の i'c も親 L い M 人は、 一九 三 N 年六月卅日處刑された突 m 隊參謀長工火 

ンストレ— ム大尉であつた。玛在赴ちヒヴトラ—に親しい人は親衞 V リュック ナー 

中尉である。爻た何等先約なくても意の^、に面接出來るのは、リッペント II ヴブ 
外相とシャハト財政頓問の二人である。情報秘奔ディートリッヒの如き常任{::逛は 
每日 t ットラーに會へる。ゲエリングもゲッベルスも豫め約束をして^かなけ n ば 
面會出來ない。 

彼は決して感情を爆發5せない。然し椹 ぇられなくなると、 つい激發して感泣す 
る事がある。曾て同志ォット— •シュトラッナ—が脫黨した時、撤筲馘意3せょぅ 
として三度も淚を下して泣 S た相だ。 

以下ヒットラーをと.〇爻く人 it をみょぅ。 
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ヒットラー^>繞ろ人達 

ヒットラーの後を繼ぐのは誰か 

ヒットラーの亡き後誰が獨乙を吱もりたて、ゆくか。それは阈民•た。ヒットラ— 
及びナチスにょつてつく6あげら n た今日の 秩序 ある獨乙は、たとへヒットラ-亡 
，き後と雖も、決してナチス制覇以前の戰收阈の名を冠せられた屈從的な狀態にまで 
逆戾うはしない。 . 

一九二八年を分水嶺として、ナチスの m 組織は逐年飛躍的に馈大した。殊に政權 
をとつてからは、全阈民をナチスの紐織內に吸收せ ん とし、 またしつ、 ある。卽ち 
ナチ スの m 織は眾なる一政黨の勢力でなく、 全 獨乙は 民の仝生活を、そ. の組織で、 



j つの充一粒に爻とめあげょぅと努力して&るの*た。ナチスそのものが、 rsM 的 存 



ナチスの m 織は眾なる一政 m の勢力でなく、仝獨乙 U 3 民の全生活を、その組織で 

I つの統一 K に^とめあげょぅと努力してゐるの*た。ナチスそのものが、/! " i - M 派的存 
在 5: 棄 て、、 S 民の中に解消しつ V あるとも云ひ得るのである。 

だから •今日ではヒット ラ ー政權 を 脅かす に 足る個人的勢力も黨派 もない。 

ヒットラーを思ふ存分仕事1:3せ、かつそ n を成功させたのは、. , a ' に獨乙國民そ 
のものだ。粒の揃つた六千六百萬の優秀な獨乙阈民•かヒットラーの背後に在るのだ。 
乙の背後の力の動きにヒットラーの名をレッテルとしては6出してゐるのだ。だ 
らヒツトラ —亡き後に、誰の名がレッテルに使は n ょぅとも、^民の勢力^)根本 
R 動搖は ない。 

では誰がヒットラ—亡き後の総統になる か。獨裁漭 の死後に內訌はつきものだ。 
乙の點 { C つき 大塚虎雄氏は『一時的には、黨の長老フリック內相を推して 大勢の決 
する のを待つかも知れない。或ひは謹骹で緩衝的存在と 5 n る 黛 首 代理へ ッスの 起 
用 5 : 見る かも知れ W 。 ゲ— リング 對ゲッベルスの勢力爭 a に或る 種の紐結を みて、 




ゲングが持ち前の橫着 3 で、ドッヵクと緦統の椅子 ic つくかも知れぬ。.或 a は 
爻た內， Itl : 防 r ために、もしくは內訌に乘ぜられて黨外から陸相ブ B ンぺルダあた 
6がかつがれるかも知れぬ。案外4た前獨乙皇太子などが、ダークホ-スとして現 
れないとも限らない j と興味ある M 察をして. Q る。と乙ろが第二次歐洲大戰勃發 Bi 
前ヒットラ—は我が亡き後はゲ—リング、ゲーリング7^亡くなつたらヘスにせょと 
遺言した。 . • / • 

ルドルフヘス 

ダドルフヘス？生まれは、 H デブトのアレキサンドリア市宫商の息子で、十四歲 
吱では その 十地で W てられてゐた 。しかし彼は レツキと した アリアン 族である事は 
父がフランク族で あ 6、母はゲンジ-デルに發祥 する スイス人で あると 云ふ事を彼 

の人办傅には乙とゎってぁると云ふ。 



i r sc り甶； a L つぐ 6法で、ラィンのゴ—デスべルグに遊學し た。 


の人-^傳に li 乙と わつ -C あると 云ふ。 

払は父の商； K をつぐ意味で、ラィンのゴーデスペルグ (: 遊學した。 

間もなく歐洲大戰とな6、彼は志願兵となつて、ミュ V ヘンの步兵第一聯隊に屬 
して出征した。ヴ h ルダンの斥候戰で宽傷を负ひ、一時は戰死と發表3れた。 

然し全快を待つて飛行學校に入&、卒業後は荒^となつて.内部戰線に活躍、大戰 
の 終り 頃に少尉に任ぜら n てミュンヘンの親衞隊の補充部隊に派逍た。2.の部 
隊には ヒット ラ—♦か一兵卒として魁してゐたのだ。 

大戰終了後、へス氏は、再び商人を志し、經濟學と歷史とを勉强し、傍らミュン 
ヘン ic あつた^粹_體ッ—レ社に加盟して赤色政府に對する反擊闘爭に參加したり 
してゐた。 

そして或る晚、右翼愛國圃體の^合で、ヒットラ—氏と顏を合はしたのが機緣と 
なつて彼は百八十度の轉， M を見事やつての け、 商人からナチス黨 M になつた" 

例の一九二三年のミュンヘンー揆では、彼は本部のビャホール•ホーフブロィに 
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•R 笛 C て* 1 官隊と瓧會民主々義者と ir 向ふに廻して大亂鬪を演じ、ビ丨ル螃で頭 
を强くた、かれた。その裂傷が、今日二錢銅貨大の禿となつて、その痕跡を頭上 ic 
と' c めてゐる。 

彼の強味は何と云つても、ヒットラ-と極めて親密な點である。人格 g 滿•何人 
の敵でもない彼は、副總理として、同僚間の斡旋役として最も適任者である。 

彼は獨乙有數の日本通である。嘗て駐日獨乙大使館武官として熱心な日本の硏究 
ic 從事した獨乙屈指の政治地理學者ハ ウスホ—ファ— 博士の助手として、 彼は その 
著『太平洋の地理政治學』といふ論文の原稿整理をしたのである。 

同僚中、ゲッベルス宣傅相 { C 次いでの年少者•た。 
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ヘルマン•ゲーリング 

胸は輝くポウル•メ 9卜最离11韋 

へ斤マン•ゲ I ，ングは一八九三年一月•ハィエルンの B — ゼンハィムに生れ、父 
は嘗て獨領西南ァフ y 力锶抒であつた。彼は中央幼年學校卒業後一九二一年步兵第 
百十二聯隊の少尉に任.： P した。歐洲大戰勃發するや两部に出陣、彼は勇猛に戰つた。 
後志願して飛行隊に入6、最初は觀测將校であつたが、後に操縱術 { C 長じて戰鬪將 
校とな6、直 ( C 同僚及び敵軍の問にその卓越せる技術が認めら n た。 

一九一五年十一月の空中戰で、彼はフォッヵ-栂に乘つて戰；5货：傷を負つた。 
一九一七年五月には、第廿七編隊の長に任ぜられ、フランドルの戰闘に加は6、彼 
の黑と白とに染めた飛行機は英軍からは Bsrck and White と呼ばれて恐 n られ 
た。 


一231 — 


而し英佛側の空眾勢力は增大する一方なのだ。更に防禦戰法が _ ぜられ、煤逐編 
隊三が編成3れ、有名なァ9フレット.フォン.9ヒトホ|フ*ンがその長となつた。 

9ヒトフォ—フ H ン•か一九一八年四月戰死するや、ゲ—リング大尉が編隊長となり 
敗戰に至る-±で之を率 a 、 一度ならず死線の港を潜つて來た。 

今日彼の胸間 {C 輝く •ホゥル•メリト最萵 a 章は2.の時の彼の殊 ill を物語るもの •た。 
講和脩約の結果、飛行隊の解散命令を淚と共に受諾した彼は、他日必ず强力な獨2— 
乙空軍 i : つくら上げる事を誓つたと云ふ。 一 
現在の恐るべき獨乙空軍の充實こそ、當時の彼の tft 懣の情が實現 3 n たもの•た。 

一九一九年ス H1 デンのストックホルムで商業飛行士となつて. Q たが、を 21 で力 
ク X •ハル夫人と結婚した。飛行中一羽の鷗がブロペラ—中に飛び入6、ブ U ペラ 
•は 微塵に碎けた。然し彼は辛うじて ^ る郭 6 JW 來な。 


|&國没101^澄^ 



祖國改造の一念發起 

• •••• 

大戰後社會民主黨政府にあきたらず、祖國改造の一念から政界 { C 志した。をして 
1年からダ6直すつも6で、ミュンへン大學生となつて、歷史と經濟學とを勉强し 
た0 

一夜ナチス黨の演說會に顏を出したゲ—リングは忽ちヒットラ-の雄辯に魅せら 
れた。彼は忽ちヒットラ—の傘下に走6、退役飛行大尉の M 勘を持つて大學生ゲー 
?ングが入黨第一の仕事は、突墼隊の隊長であつ边。 

一九二三年十一月九日、ヒットラーはミュンヘンー揆を起したが、大望は查餅 ic 
歸してヒットラーは捕へられて、ラングべルダの監獄へ、ゲーリングは政府軍の機 
關銃射擊にょり重傷を负ひ、同僚は彼を吊臺に乘せて、國境を乙ぇてチロールに奔 
つた。重い肺炎に惱みつ、あつた彼の妻も直にその後 VJ 追つた。夫婦はィンスブ火 


，クに相會した C 乙の地にも永く留る事が出來ず、彼等は更にべ, I ス k 走ぅ、口 — 
寸に逃げた。 口-マの ファッショは獨乙の阈粹主義者ゲ - V ングを挖く保護した。 
之れが契榉になつて、今日ファッショとの聯結は堅く結ばれてゐる。 

ハン ガリ— ょ. CV . ホ—ランド'! 0 .IC デン マ—クへと ゲー リングとその 妻は 逃げ 遂に ス 
H I デン ( C 至つた。一九二七年特赦命の恩典 ic 再认懷しの獨乙へ歸る'$での五年は 
經 濟的懕 迫と窮乏、その揚句の果が 、數 年の間艱難を伴にした妻の病死であつた。 

一九二八年國會逯 M に當選 I 、ヒットラーの代理者としてべルリン/ C 定住する事 
になつた。 

fc ツトラー派の大立物となる 

ゲ ー9 ングが、眞にヒットラ—派の大立物となる契機は、ナチスの蜇錤グレゴァ 
シユトラッサ—の策動を抑へてからである。 

シュトラブナ—は、ナチスの全^組織部長で、且つ阈民社#主 a 在鄉軍人阁の首 

膝であ.〇、中 ❖ 大刍な勢力を持つてゐる。乙のグレゴァ.シユトラッサーが政權 ic 


シュトラヴサーは、ナチスの全阈組織部長で、且つ^民社#主義在鄉軍人闽の首 

is であ6、中 ❖ 大さな 勢力を 持つ て， Q る 。乙のグレゴア•シュ トラ ッサ— が改 MIC 
焦慮した結果、シュライへル將軍と結/1で聯合內閣を起した。^のためにナチスの 
陣營は二つ ic 分裂してしまふかと M は n た。乙の時ゲ—リングは、去就 ( C 迷ふ日和 
見黨員を叱咜して、逆 { C シュトラ プサー ー派を孤立せしめ、その勢力を黨外 ic 追 ふ 
と共 { C ナチスの危機を救つたのである。 

一九三二年八月卅日選ばれて國會議長となつた。 

ヒットラー政權 樹立す るや、 ゲー リン.クは一躍ブロ イセ ン首相に進み、航空大臣 
とな6、またお手盛で退役飛行大尉から一足飛 ^步 兵大將 となら、ペルリンの エー 
•へルト街 I :ゲー y ング街 ( C 改稱5 せる 等、飛•ふ 鳥を, p 落す 勢力を示してゐる。 

夫人はゲ-リングが阈會議長とな〇前年の三二年 ( C 死/ L だが、其の後獨乙の女優 
H ミイ•ゾ N ネマンと相識〇、三五年四月 ic は盛大な結婚式をあげた。 

現在彼は元帥として、空軍の統轄 { C 任ずる一方、ブ W イセン首相として、第二夫 


四ヶ年計盡實施全權者として廣大な權力を握つてゐる。 

.彼が黨部及び軍部の問に持つ信望は全く不動のものであるが、乙 n は主として、 
彼の持つ絕大な實行力の賜である。 

彼は倦む事な き 闘爭心に燃ぇてゐる。そのため に、 彼の敵はあく^で彼を憎むが 
彼は直情徑行、極めて天眞爛漫 で、 一般國民の間 {C ヒットラ— ic 次ぐ人氣?:持〇 て 
ゐる。 

ヨゼフ•ゲッベルス 

—哲學博士の肩書—— . 


ゲッベルスは一八九七年十月廿九日、ラインランドのカトリック敎徒たるウ H ス 
トフ T I レンの農家 {C 生れた。彼•かラインランドに生れた事は、彼が愛國者として 

起つ- If に大きな關係がある。何故なら、大戰後 佛軍はラインランドを 占領し、 彼の 



故鄕はその軍政下にあつたのであるから•彼が^づ K 佛迚動 1 C 共嗚 L たのは 11- ii 出 


起つ - lii : 大きな敁係かある ら - Kil ? •核何讳 22 ライン-フントを - i - 伢 L 初€ 



故鄕はその 取 政 下に あつたのであるから•彼が-3:づ反佛迚動 R 共 嗚 したのは 首- ij 出 

來る〇 • 


彼はボン、ミュンヘン、ヶル N 、 ペルリクの大學で歴史、藝術史、言語學を垛攻 
した後ハィデルペルク大學で哲學博士の榮牧をぅけ、今日爻で十數冊の本を出して 

ゐる。 

1九ニニ年ミュンヘンにてナチスに入黨した。 

勃興の氣運にあるナチス赘にあつて、^の瘠せた身粒に熱情的意志と燃ぇる核な 
向上心が包まれてゐるので、問 もなく 幹部になつた。入黨 と：：！： 時に故鄕に赴いて同 
志を募つたが、その雄辯は夙にヒットラーの認むる所となつた。 

.怖るべき雄辨の力 

一九二六年ヒットラ-がペルリンにナチス支部を創設すると同時に、彼は栂關紙 



「アングリ fsjvj 创刊し、四年の間得意の筆と舌とを以て活躍した。彼がミュンヘン 
に次ぐナチスの地盤をペルリンに築さあげた事は大きな手柄であつた。 

彼は辯舌に長ずるのみならず、文筆も爻た巧みで、文^的技巧と政治的事項と^ 

• # 

巧^結びつける術を知つてゐる。彼は宣傅家としてアメリヵ式方法を獨乙化し、常 
に新らしい思付を考案してゐる。 

その性格は極めて直載•時には意表に出る無遠 ^ 且つ强砘な態度を示す。宵て 『ア 
ングリフ J 紙上に『ヒンデンブ A- ダは未•た生きてゐるか j と云ふ見出をつけ、老大統 
領から名释毁拟として八千マルクV請求 5n た事もあり、^た或る時は一時に}〇數 
十人の人 il から損^賠償の舟訴を提出された事もあると云ふ。 

文化統制の總本山 . 


九三三年三月、彼が阈民啓0宣傅相に任ぜられると 『 Nl ' c 保護』の名の下に、吐 



會主義共產主義系の新聞の礅底的']1 ^を放?; し、^ 年間に千四百 ('| の ^ 乙沂關(上 


會主義共產主義系の新聞の徹底的^^を敢 fr し、数年^:!:?四 rr fi の^乙汧 iJ 3 c ^ 

としてユダャ系)を廢刊した。のみならず獨乙文化の獨裁官を以て任ずる彼の獨乙 
文化 統制は極端な位で、ラヂォの統制から賴いて•演劇、映迸、音樂、美術、科學 
等にまで及び、各方面のュダャ系學者、藝術尜は悉く阈外に追放3れた。 

『宣傅の目的は.、た i ， 一つ大衆1:征服する事だ。乙の目的に適へば手段1:選ばず、 
乙れ ic 適はぬものは悉く不用である J と叫ぷ彼は、大群衆を一堂に集める戰法を發 
明して、ナチスの人氣に油を3す役割を見事に果たすのである。大衆を魅了するナ 
チスの凡ゆるユ - I ホ—ム、徽章、ヒットラーの入場を待つ姿勢、行進等は彼の頭か 
ら絞り出3 n たものである。『實にゲッベルスはナチスの演出係として不可缺の人物 
である J と。(外務省情報部、獨乙讀本) 

獨乙世界觀の基礎は日本に在る 



獨乙の世界觀は、獨乙國民の再出發をなす/2め、歐洲の世界觀に求めて之を得ず、 

光を東洋に求め、敎へを東洋の哲學に乞 a、 殊に日本と日本の民族精神の歷史的發 

/ 

展に深い訓へを取つた。 

此の下に近代國家獨乙の科學と淹業とをとつて組織したものである。 從つ i て g 
世界觀は防共協定諸國の間 (C 極めて共通の要素1:含み、 i n らが一つの 新卅界 奶如 
を生む事は當然である。 

アルフレッド•ローゼンべルク 

» • 

ァルフレツドニ-ゼンペルクは一八九三年一月、當時の織、現在のエストニ 
ァの首府タリン(レヴァル)で生 n た。リガとモスクヮのX科大學に學ん'た技術家出 
身であるが、ユダヤ人排斥と•ホルシ H ゲィキ攻睽の果敢な闘士として靑年時代から 
5らし V & た。 

J 九一八年卒業後、獨乙に來た時、初めてヒット ラ、 の演說 をさいて感銘し、早 
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5らして £) た。 

J 九一八年卒業後、 獨 乙 {C 來た時、初めて ヒットラ、 の演說 をさいて感銘し、早 
速入黨したと 云ふ獨身の變6種で ある。 

ミュンヘン ー撥の時、 領袖 ヶルナの M を越ぇて突進し、 詧官隊 の I 齊射墼 ic ビス 
トルを揮つて立向つた勇敢な | 面を持つて， Q る。 

一九二三年 ( C 獨乙阏民の阈籍を獲得し、ナチスでは黨の栂關紙フュルキッシャ • 
ぺォバハタ-の主筆として m き1:なした。彼は多くの著述をしたが特に、『廿世紀の 
神話 J は一九三〇年 ic 上梓されてから、旣 ic 六十萬 ic 垂んとして， q る。， Jn はナチ 
ス世界觀の基礎づけを試みた野心的な作品で、ノーベル ( A を拒否した獨乙が、新 ic 
制定した f 獨乙阈民貧 J を第一に授けられた程の問題の本である。 

リッベントロップ外相 

- \ - 

商人を希 S 
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フォン sn ッぺン トロッブは一八九三年ラィンランドのヴエ•セ A " に退役^^大佐の 
息として生 n た。 彼の兩親は富裕であつて、彼をメッツ、.グレノ—ブル、ロンドン 
等に遊學5せた。そのために彼は英佛語で A 由に語れる樣になつた。學校を卒へる 
と彼は商人になつてカナダに渡つ た。 そして一九一四年、大戰が勃發するや、彼は 
カナダを あとにして志願兵として戰線に立つた。騎兵隊に編入された彼は、東西の 
戰線に轉戰 し、 戰功にょ6少尉 ic 任ぜられた。一九一九年の平和會議 ic は獨乙代表 
の隨員としてゲ H ルサィユに行〇た。 

一九二〇年には^たもとの商人にかへつて持つて生 n た懸*}|きの天才と得意の英 
語を以て、敗慘獨乙の衰弱した贸易界に縱橫無盡に活躍した。 

一九二五年 ic は伯母か何か tc 當る八十才の老處女フォン•リッペント«ッブの養 
子とな-〇彼は货族の仲間入6を1る事となつた。次いで彼は獨乙で有名な葡萄酒 fig 

造贫社の社長で獨乙民主銥の餌袖へンヶルの娘と結婚した。 

一九二五ハヰ六月ヒットラーの暗躍時代 k 旣に彼と親交を結び、彼のために軍資金 


造分 a 社の社長で is 乙民主 a の領袖ヘンケ/^の娘と^姐 lr >。 

一九二五ハ牛六月ヒットラ—の H / f 躍時代に旣に彼と親交を結び、彼のために軍資金 

..を提供したと言は n る。 t 九三二年十二月にシュライヒァ內閣が出現した時には、 
ナチ黛の前途は甚だ暗いもの ic 思は n た。シュライヒァは國防軍の锶帥として、飛 
ぷ鳥も落す勢力だつたの•か、愈 ❖ 政治舞逯の正面に乘6出して軍部を，一;ック { C 强力 
政治1:行はんとしてゐる。而も當時の大統領ヒンデンブルダは、ヒットラーに斷然 
紐閣を許す意向がない旨を表明した。 

t ツトラ丨とパアベンの檔渡 L 

そこで ヒット ラ— R 殘 5 れた逍は、パァぺンー派と提携して シュライヒ ァ內閣の 
顚覆を計る外 { C なかつた。 タ ッべントロップは、從來對立してゐたヒットラ—と パ 
ァぺンとを一九三三年一月四日にケルンの銀行家フォンシュレユダァの邸宅で會見 
せしめ、兩者の妥協のため { C 仲介の勞 VJ とつた。乙のケルンの會談の翌週にはベル 
リン郊外ダ-レムのリッペ X トロ ッブ邸では、シュライヒァ內問打倒の策謀 ic 引钕 
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き、•ヒットラ—、パアぺン、フクゲンペルダ內閣組織の協議が行は n た。 

ナチ政權の拟大强化につれて*彼リッペントロッ.7*の前に毛榮達の道が拓か - n た。 
ヒットラ—が首相となるや、彼は首相の外••父顧問にあげら n た。 

一九三三年一月ヒットラー政權が樹立されるや、ナチスの外交陣は二人の知锊に 
ょつて固められた。1人はナチス外交の理論家口-ゼンぺルグ博士で、彼が外交國 
策を樹立する。他の一人 li フォン•リッペント U ッブで、彼が外交«>涉の實際に 馳 •- 
せ參じた。彼はヒットラ-の外'.父懐刀である。 

外交陣營きつての 雄辯家 

彼はその雄辯にょつて莴內に it さをなし、特にシユトレエゼマン外交の辛辣な 批 
判で人氣を博した。一九三三年獨乙が！2際聯盟を脫退した後に行は n た阈會選极の 
際、彼も黨から代讅士に推3れ、そして同時に突墼隊の部隊長に推された。 

一九 三五年の英獨海軍協定 {: 對英三割五分の海軍協定率を獲得した 事は、 獨乙側 

の大成功として、彼の名を I 龆世界外.■父界の花形にした。彼のか、 る 成功の 恶こ i 
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一九三五年の英獨海軍協定に對英三割五分の海軍協定率を谗得した事は、®乙仰 

の大成功として、彼の名 V 二龆世界外交界の花形 ic した。彼の か、る 成功の 恶には 

P ォド • u f r メ エアの努力*かある。 a ザメアの『デエリ—.--—ス j はしさりにリ 
ッぺントロッブの提灯1:持つた。 リ ，ベントロップとロザ メアは 若い頃からの親友 
であつた。 

一九三六年には駐英大使に任ぜられた。彼が英阈宵廷に招待を受けた際、ヂョ丨 
ジ六世の前で右手を高く S しあげて、例のナチ式敬禮を二度'±でやつてのけ^;卜•—、 

禮儀のやかましい英^人は、彼を禮儀作法1:知らぬ野人と して非難した。(阈際知識 
第十八卷第四號七三頁)、 

日獨防共協定が調印されるに際しては、彼は飛行機で ロンドンからペルリン ( C 飛 
んで歸つて來た。當時の獨乙外相は フォン.ノィラアトだつたが、リッペン h . ロッブ 
•か外相ノィラアト—しあいて、防共協定に調印した。 伊太利が防 i 定に參加し 
龙際 も、、 彼は〇丨マに行つて、日伊の代表者と共 ic 協定に調印し to 
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今日 獨乙外務省 ic 人多しと雖も"彼位商才にたけた人間は見當らない'*多難な今 
後の獨乙外交はその敏腕に期待する所大である。 


クイ 


ルム•フリック 


クィルへルム•フリック博士は、一八七七年三月十二日、ファルツの官吏の子と 
して生 il ‘ブロレスタントである。マルチン•ル—テルがかく n た事のあると {$ へら 
れるァ火ゼンツ•かその鄕土、ミュンヘン、ゲッチンゲン、ベ火リンに 學び 、ハィデ 
ルべルダで法學博士を授けられた。 

一九〇〇年から一九一七年まで司法官であ^'、其の後ミュンヘン f 钱廳 { C 入6、 
乙、でナチス•か小政戧よう漸次成長して行くのを見、その力を知6ヒットラ—と近 
づき tc なつた。 

一九二四年四月一日、ヒ，トラ-叛 a に一味した彼は一年三ヶ月の禁綱刑に處甘 


られた其の後許3れて出獄した•か、出 a 後も彼は粒枨的にヒッ 



一九二四年四刀一日、ヒ，トラ—叛亂に一味した彼は一年三ヶ月の林刑に處せ 



られた其の後許3れて出獄したが、出 y: 後も彼は111極的 (C ヒットラ—に近づき、一 
九二四年十二月選擧には旣 {C 選ばれて國會議 M とな6、その法律的司法官的頭腦 ic 
よ〇て認められた。 


J 九三 G 年ナチス最初の洲大臣としてチユーリンゲン州內相とな.〇、ヒットラー 
靑年團に對する禁止を解き•左翼系敎授を fig 免し 映 迸『西部戰線異状なし j の 上映を 

禁じ、學校に於ける祈禱式を祖阈的內容を以て行 ふべき 事を 命じ々。 I 
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三三年 t ットラ—が政權を把提すると、彼はヒットラーの信任を一身 ic あつめて 一 
內相の椅子 ic つき、今日に至つてゐるのであつて、其の問彼が聯邦制度の廢止、替 
察制度の整備、學校敎育の改善等 ico いて彼のあげた功緒は極めて大きい。 

彼は言ふ I 

. j 

r 予が政治的に思考する限6、一事は明らかである。阈家の本質は力である。內邙 
及び外部 ( C 對する力である J と。 






ヒャマ丨ル•シャハト 

ヒャマール•シャハトは一八七七年の生れ、夙に M 濟學博士の稱號を獲得し、廿 
七歲で旣にドレスデン銀行副總-^とな6、十三年も勤松して，大戰後は U ンドン、 

へ—グの賠值委ね會專門委員をつとめた。 

次いで二三年(:は獨乙のィンフレ—シヨンの後始末をするため中央级行總裁とな43- 
6、その敏腕を謳は n た生ぇ抜さ，の鈒行 M さんである。 •一 

一九三〇 年、 時のブリユ ー- ーング內閣のデフレーション政策及び乙 n となら/ i だ 
给出促進政策に反對して、彼は國立銀行總裁の椅子を役げ出したが、乙の頃から彼 
は急テン•ホにナチスに接近し、フ—ゲンべルグの獨乙阈權黛とナチスとの聯公政權 
の讚美者となり、 ヒット ラーの經濟政策は決して不〇でないと力說 して、 內外の ^ 

業家の中を說き M り、遙々八重の鹽路を乘6越えて米阈に t で遊說したちのだ。そ 


してヒ”トラ—內開の成立と共に E に迎へられて、國立鈕行總裁：：：返ぅ睽いたので 


業家の中を設さ廻6、遙々八 3 C の鹽路を乘 6 越えて米^にまで遊說したちのたそ 


してヒゥトラ—內閣の成立と共に E に迎へられて、國立銀行總裁に返6咲いたので 

ある。 • 

彼の經濟政策は、ィンフレ的政策 ( C ょる國內的贽氣の！ nia : と、マルク價の安定と 
の二つに要約出來る。 • * 

莫大な借金をした人間は、却つて貸主ょり安全であるといふ原理$:促へた最初の 
財政家はシャハトであらぅ。彼は獨乙が借財阈である事を資本とし、獨乙を『19;界 
史上異例の賢明な破產者』とした。彼は今日旣に第一線から退いた形であるが、中 
央銀行の總裁として活躍し、又ナチス初期經濟界の恩人として永く忘れる事の出來 
ない人物である事 { C 相違ないと。(外務省獨乙讀本一一三頁) 

彼は冷靜で、しかも强靱な男である。彼は上品な銀行家、しかも烈々たる獨乙魂 
の 所有者 •た。 
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獨—併の立役者ザイス•イシクワルト 

ザイス.インクワルトは嘗て學校敎師として敎 W 界にあつたが、ォーストリァ•ナ 
チが镣頭するや-、2.れの同情者として登場した。汫し彼は一面、前ォ丨ストリァ首 
相シュシュニックと親交あ6、國內ナチス派暗躍の情勢を屢々シュシュニックに傅 
へて、誤らざる情勢判断を常 ( C 慫慂したと云は n る。 

シュシュニックとヒット ラ— •かべル ヒス ガ—デンの會坫に於て決定した約束に基 
き、シュシュニック•か內閣改造を斷行してナチス分子を入開せしひるに當 6、 イン 
クワルトを內相 ( C 据ぇた^は寧ろ當然であつた〇しかしこれは同時に又獨燠合 fiftc 
拍車をかける祺にな6、國內ナチ分子の騷掻增大、次いで獨乙阈防軍のォ-ストリ 
ァ進軍となつた。乙れ li 獨乙としては豫定の筋書で あ^'、 インクワルトは、乙の場 
合眾なるナチの傀儡としての役割を果たしたに過ぎなかつた。 



<^0|与右名サ彳シ仿保と L 1C7 W .2 を身* KL - Ky 芬てブ 


3乙軍が首都ウインを占據するや、インクワルトは拔き打ち的* C 新患法を發表し 
て獨澳の TE 式合邦を宣言し、ォーストリアは乙、に大獨乙主義の下に、ナチス第三 
帝國の一州とな6、彼インク7ルトは初代才—ストリア州總監に任ぜら n た。 

彼は獨塊合邦の橋渡しの役割を演じた歷史的人物であ 6 、t の大史劇の主人役の 
一人•た。 . 

ヒットラーの 影武者 

ナチス獨乙の指導原理は、全 iff 主義理論で導かれるフユ—ラ—•ブリンチ—ブ(指 
導者主義)である。少數の優越せる指導者*か、獨裁的統卒者として一般大衆の上 (C 
臨んで政治?:行 a 、 彼等を牽ひて經濟を運營する。か、る政策である以上「大衆に 
優越せる指導者」を得る事がナチスの政治經濟を遂行する上 ic おいて最も必要な事 
であ6、 NJ の指導者組揉は現に優れた人々1:多く出してゐる。例へばへス蔚副總理 
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ゲーリング空相以下、リッペントロ，ブ、ゲユベルス等々ヒットラー總統を取卷く 
首腦者達は、今や未曾有の人的袞華陣を誇〇てゐる。 

然し乍ら2.れらの人^は、表面に立つ指導者である。我々は2.れら表面的指導者 
と共 z 政治の裏面 ( C のみ動き、奥深き黑慕の蔭にかく n てゐる影の指導老達の存在 
を忘れてはならぬ。彼等は影の人物である以上政治の表面 ic は殆んどその姿を現$ 
次い。丈た現して. Q るとしても、その表而的な官職は贤にとる { C 足らぬものである 
か乃至は形式的なものに過ぎない。しかし迓際の政治經濟を動かす點では、顯職に 
ある表面的指离者に勝るとも劣らない勢力を持つてゐる。 

殊にヒットラ—總統の完全なる獨裁下にあるナチス獨乙に於ては、日々彼の側近 
に洚し彼の思考判斷に大きな作用を與へる乙れら影の指導者の方がょ6大きな役割 
を演じて. q ると云 a 得るかも知れない。(國際經濟遇報第十九卷•第四十五號廿七頁> 


r-?52 


ウイ ー デマン大 w 

\ 

「ヒット ラー總統の特使 ウイー デマン大尉。ロンドンに急行』とはズデーテン問 M 
が急迫して、彼がヒットラ-锶統の密令を受け英阈 〆 急行した時の新聞報道である。 

全歐洲が第二次世界大 S 渦中に管込戈れるか否かの重大な瀨戶際に、外交關 
係の大臣を3しおいて ヒット ラー總統が特別の使命を持たして英國に派 it したウイ 
丨デマン大尉なる人物は果して如何なる人物 か。 

『私は私の側近に眞實の友が欲しい、どぅぞ私の所に來て、私を援けては下3る^ 
いか、地位は貴方の望み次第です J 

と{±、ヒットラ-總統が彼ウイーデマンを迎へる時の言葉であつた。ウイーデマン 
は歐洲大戰の 頃、 t ットラ f 锶統が一兵卒として戰線に立つてゐた頃のヒットラー 
の -! a 接の上長たる中隊長である。 
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大戰終了後大尉は軍役 5 r 退き*，ハィ H ルン.の III 地 ( co 退して自然を相手の悠々 o 
適の生活をして. Q たが、北 U 自分の部下であつた ヒット ラ—が ナチス 政權を確立す る 
や、 彼は心からなる祝電を發した。 • 

.乙れを栂會に共の後二人は度々あつては昔物語 6 k ふけ6、阈家の前途を談じ合 
つた。 

ヒットラ-は度 ❖ 彼の出馬を求めた•か、彼は容易に應じなかつた。然しヒットラ 
丨三顧の禮もだし難く遂^一九三五年一月一日からヒットラ—のため^活躍を初め 
'た。 

彼が望めば如何なる地位をも得られたのに彼は別段表面 {C 立つ事を欲せず、文字 
通 6 ヒットラーの影武者として色々の ^ 格で活蹯した〇ズデ— テン 問題の時 ic はヒ 
，トラ—の特使として英 s に使する事數回、 ^ た ミュンヘン#議 に は侧近者の一人 
として ヒット ラ—に3 從した 0 


ウィ— r マン±•ヒットラ-の 1,4 室 a くに自分の部屋 VJ 持ち"ヒットラ-の室に 
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ウィーデマンは•ヒットラ-の W 室近く ( C 自分の部屋を持ち、1:，トラ-の室^ 
最も足繁く出入する。ヒットラ—•の彼 { C 對する信粗は絕大と云つてょく、ヒットラ 
丨が彼と話す時は，いとも丁重を掻め、彼がどんな事を話そぅとも途中で遮る様な 
事はしない。ヒットラ—が何か東大な事を決定ずる時は、腹心の部下の^兄を叩く 
のを常とする•か、か、る場合彼は常識と誠意から迸6出る竞見?:述べるのだ。 

• • 

エツブ將軍 

フォン • H ッブ將軍を最初 ic ヒットラ— ic 紹介したのは彼のレ—ムであつた。共產 
主義嫌 a の彼は、最初からヒ，トラーの人物に惚れ込み、ナチズムに共鳴し、獨乙 
國防 軍の現役^ある間も陰 i . c •陽にナチス運動 t 援助して來た。彼は生粹の軍人で、 
十六才にして獨乙陸軍に入つて以來一九二三年獨乙阈防軍から退役する'±で前後四 
十年近くも軍隊生活を送つてゐる獨乙陸軍の最長老であ6、殊にその出身地たるパ 


ィェルン地方では軍隊は勿論一般の市民からも非诧な信望を得てゐる。 

彼の主義主張は大獨乙の再建 ic あぅ、咬た共產主義1:以て獨乙の不俱戴天の敵と 
なす所完全 ic ヒットラーの目指す所と一致してゐる。 

彼が國防軍に在役中から、頑くな、阈陈軍の將領を次々 ic 親ナチス派} C 口說き落 
してゐる。獨乙國防軍をナチス黨にむすびつけた最大の功勞者である。更に彼は獨 
乙共淹黨の掃蕩にも與つて力あつた。一九一九年，ハィ H ルン赤色評議會をミュンへ 
ンから迫拂つたのも彼であ6、一九二〇年ル I ル ic 於ける共淹鸹の暴動を鎭 M した 
のも彼であつた。 

一九二三年中將で退役、直ち (C ナチス狨に正式入黨した。爾來彼は黛の取部顧問 
としてナチス突甏隊の紐織、擴充に多大の 貢 獻をしてゐる。然しこれは決して彼が 
畢生の事業として目指してゐる所のものではない。彼がヒットラ—の懷刀として、 
ナチス獨乙の政策の上に 常： 大な役割を果たして. Q るのは、軍汫顧問として V はなく 


— 266 — 


ナザヌ狺乙^ J «^<7; J に賀.犬衣扣齿を男 -ALt £ 孑 (7-' Id 滹讀晓⑴ K 名く 


植民地問題の^當者として V ある。 

彼は現役時代から、植民地問題の硏究者として知ら n 、 現在では獨乙第一の植民 
地問題の權成者として自他共 ic 許してゐる。 

彼の植民地問題に對する關心は、彼が獨乙桢民地眾の將校として、舊獨領西南ァ 
フジカ比驻屯した時代から養はれて來た。 

大戰後灼乙の海外傾土が悉く失は n るに及んで、彼の植民地 ic 對する關心> 洱獨 
領 { C 對する愛着は加速度的に深^つて行つた。共產主義の勢力が獨乙から全く妨を 
た C た今日、彼の前 ic 殘 NJSn た事業は植民地の奪還である。 

ヒットラ ー は旣 ic 彼をナチス黨內に於ける植民地問題の擔當者たらしめて. q る，- 
殘乙された獨乙最大の耍求、植民地問題が漸く當面の政治問題化し0、ある時、ヒ 
，トラ—の影武者フォン H ッブ將軍は如何なる迸策をめぐらそぅとしてゐるのか注 
目 ic 値する。 


刺一 



アドルフ•ワグ ナ丨 

每年一ーユールンぺルグのナチス筑大會に於ける恆例のヒットラ—總統の開分宣-;日 
は必ず7ダナ—が代讀する事にさまつてゐる。乙の,ーユールンペルダ大會 HH # 宣言 
は獨乙阈會に於ける演說と並んで一年を通じてヒットラ-の行ふ二大贯要演說であ 
る。乙の®要な演說を何故ヮグナ I に代讀3せるのか。7ダナーの演說はをの音聲 
•かヒットラ— ic 似てわるばか6でなく、斲乎たる口調と云ひ、その身振6と云ひ、 
すべてが境上 ic 於けるヒ，トラーを努深せしめる。 

ヒットラ I の雄辯は S 他 共に 許す所 だ •か、 乙のヒットラー の雄 辯にいきぅつしな 
の•か7ダナ-の雄辯なのだ。 ラ ヂォの演說では、餘程钏 n た人達でも ヒット デ-の 
演說か7ダナ-の演說か區別がつかない位である1 

しかし ヒットラ I •か彼 VI 信賴し彼 ^ m - 要視 するのは、その 演說 のため ばか6では 
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し力しヒットラ—が彼を信賴し彼を a 要視するのは、その演說のためばか 6 では 


ない。 

彼自身がすぐれた政治家であるからだ。彼は伊太利ムッソリ|一一の崇拜者でもあ 
る。そして獨伊提携論者の急先鋒である。彼 li 一九三三年に毕くも獨併提携の今日 
あるを豫想して次の榇に述べてゐる。卽ふ r 獨乙と伊太利は間もなく歐洲の指^者 
となるであらぅ。獨伊兩國民の運命を變へたヒットラ-、ムッソリ-二の^ M 頭は、 
やがて歐洲の運命をも變へるであらぅ J と。 . 

彼ヮダナ-於ナチス黨に入黨したのは、比較的新らしい。然し彼のヒットラ-支 
持の 歷史は古い。遠く一九二五年、當時彼がバィ H ルン地方議會の議 M であった頃 
時の獨乙外相ストレ-♦セマンの軟弱外交を痛烈に攻嘹し、議會での演說で『余は舊 
ロ ートリンゲン洲の獨乙系市民が スト レ— •セマン氏を暗殺しても決して^むべきで 
ない J と述べて、獨乙上下を震駭させたもの. た。 その頃から彼はヒットラーの抱く 
主義に共鳴してゐたのである。 
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身 

- » 

I 

- 

彼は大戰の結果フランスに割讓された口|レン州の生れである。自分の故鄕を飞 
國 ic 奪はれた彼はヴ H ルサィユ條約にょり獨乙の受けた 屈辱と 打離とを 最も 身近 1 C 
感じた。2:れが彼をヒットラ—の許に走らせた最大の原因で あると 云ふ。(前揭書廿 
八頁) 


an 一 


•條約覆面の獨特使 

, ——特派公使スターマー氏—— 

日、獨•伊三阈條約締結發表吱で筏面のま、陰にあつて 目错 しい活躍をした 人は 
今回の條約締結のためリッペントロッブ獨外相の命を受けて九月七日來朝した特派 
公使ハィンリッヒ•ゲオルク•スターマ—氏であらぅ。 

氏は當年四十六歲の男 盛6、騎兵大尉として第一次歐洲大戰に參戰した名娶ある 
勇士、大戰後ナチ黨 M とな6、リッペント&ッブ外相の知遇を得、同外相の命を受 
けて ァフリヵ ic 赴き實業に從事 f てゐた。その後間 もまく^ 阖してリッペントロッ 
ブ外相の官房長として活躍し自他共にリッペント U ッブ外相の懷刀として許してゐ 
た存在で ある。 昨年獨逸外務省の極東係をしてゐたラゥァ-氏の後任となり我阈の 
出先使臣と親交を結ぶに至つた。 
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本夏ゴ—夕-公に锶領事の资格で随行し，米、日、蘇等を視察した。今回は特派 
公使として日本の要路と折衝し•遂に三阈條約締結の仕上げを行つたものである。 

- V . 戰勝後のナチスの計畫 

硪榜後ナチスは世界を如何するか ic つき、ド W シィ•トムブソンを面白いこと5: 
書いて. Q る。ドィツ人は、勝利を得た場合に何を a さんと欲してゐるか、をれに就 
いて明確なる訃盡を有つてゐる。私は其の計进わ根幹につさ詳細に Jy つて知悉して 
居ると信ずるのである。私は相當多數のドィツ要人及びそれら要人と緊密なる關係 
を冇する人達から其の計迸を聞知して£5、る。同じ筋から提供された戰略 (C 關する W 
報1:私は先取したが、その怙報が悉く的中し、後から起つて來た事件により完全 (C 
確證さ n て^るのであるから、咬す咬す以て私の知つて， q るドイツ人の戰捷後の計 
盡 { C 確^性があるのと、自信を以て言ふ事が出來るのである。ドイツの計迸は、 


铁州闼說司 a 姐睫である。卽ちぺルリンを中心に置く完全なる財政的、經濟的統制 


3 P 谛$¢1力汔るものと自指を以て言ふ- 4 i が出來るのである" K イツの ft 迸は" 


歐洲關税同盟紐織で ある。 卽ちベルリンを中心に置く完全なる 財政 的、經濟的統制 
を有する！ n 丨 T1 ッパ關税同盟の設立である。此の事は卽ち世界に於ける最大自由贸 
易地區及び ili 大の計盡經濟创設を立味す る。 西部ョ丨ロッパのみに於•て1 U シャ 
ば 別問題である1技能、文化を 有する、 生活水準の高い Q 人四位人からな O M 濟 - 
同盟を設定す る。 是等に加ふるにィギリス、オランダ、ペルギーの n 源がある。是 
等は「ゲルマンの歐洲 J なる 名稱の下に聯合す る。 ドィツ人の目標とする所は政治 1 
上の支配力を從 とする 經濟的支配力であつて、その逆を意圖して ^ るのではない。一 
領土的變化は乙の事には關與 しない。 ペルギー國王は王位に.留ま6、更にオランダ 
王位を以て報ひられるか毛知れない他の政府が紐織3 れるにしても、すべて國家と 
しては 獨自財政、 經濟 制度、 或は其の關係に關する統制力を保有しない事になる。 
すべて諸國のナチス化は經濟的腿迫に依6遂行3れる。餘稃以前からすべての ㈣ 家 
に於て協調的實業家及びエ業家との接觸が開始5れてゐる明白に敵對的であつた連 


中はボィコットに依 6 罰せられる事になる。ドィツの占領軍は聯合軍と相互 ( C 親睦 

し、大社會を相手に納得5せるのであらう。 

\ 

ロシヤは侵略されるか 

我々は政治的制度には何等關心を持た W 。 スタ—リンは我々と協力するだらう。- 
我々は油井產出物の增加及び鑛產物採掘時に於ける a シヤの運輸制度の機構にのみ 
關心を有するのである。ロシヤには我我の技師連が多數出掛けて居6更に多數の行 
く事 V 歡迎されるであらう。 W シアの制度は結構である•か、それはナチ的訓練を要 
，し、爻た仑の採掘の爲にはドイツの麻門的技術を要する。スラゲ人は一致協同する 
事が出來ない。ナチスはいづれの阈に於てもブ XI レタリャ勞働者が深刻 ic 自分等に 
反對するとは信じてゐなぃ。彼等ナチスは全民主主義玫治に於ける傾向•か表示して 
居る事は、勞働者はた V 物を食し、仕事を有するだけである。國家的事態に對し、 


史固人7)自由に封して li 關心を更に持たぬ事であらぅと論じて居る。更に彼等は 
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届る ^ -tr 矣惲ネは^を^し，：：？^を雀する^けてある-鐲家的凛態 (cfj し" 


爻た個人の 自由 ic 對しては關心を Eic 持たぬ事であらぅと論じて居る。 E に彼等は 
次の 如く 附言す。卽ち若し利益がありさへすれば、資本家のしない事 li 何もないの 
•た。民主主義政治が人民、勞働 者闯粒 指導者に 敎 へた事は、金のみに信賴を S くべ 
きであると 云ふ 事* た。 そして 最後に ドィツ人のみが軍隊を維持する 事を tg 容 3 れ 
る。併し乍ら若し アメリヵ 合衆阈が協力を欲するなら全軍備は根本的(:縮少さ n 得 
名のである。 と。 (東洋 經濟 十五—七1 廿) 
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第二次歐洲大戰の敎訓 

昭和十四年九月一日からーヶ年で、歐洲大戰の舞臺は獨乙侧に有利に展開し•老 
.大國英國 も今や新興獨乙の前に屈伏し をぅ である。乙、に歐洲の動きと日本への影 
想を打診し、獨乙戰勝の敎訓を味 CA 度い。 ， 

太利參戰の影響 

伊太利の參戰によつて、わが船舶の地中海航行は不可能 ic な 6、 年約三 11 回 ic 達 
する歐洲からの輸入、約二值五千萬四に•達する對歐輸出 li 一應支障をきたすものと 
みてい、。次に輸出一億五千鸹 lf . ll 、 輸入九千二百萬 [01 に達するアフリカ贸易の減退 

•か見逃せ W 。 
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•か見逃せ w 。 
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た位であるから、伊太利が參戰する乙と R ょぅ、遠海鹽の主要產地たる伊太利領ソ 
▼ as I ラ NK 及 CX ユ穿トリ ァから の輸入が杜絕す n ば 大問 題 である。 

吱た水銀についてみるに、伊太利が世界有數の產地である關係から、日伊通商協 
定に基き可成6のもの•か日本に來てゐる—勿論伊太利の水銀だけでなく、スぺィ 
ンの水銀も日本 ic とつて重要である——。 

伊太利の參戰 ic ょ6•伊太利水銀の買付が不可能になれば、日本としては、スぺ 
ィンと 別途に協定するか、兩 N 以外に、 メキシコ •或は漢 U を 中心とした 一帶ょ 6 
輸入する必要•か生ずる。 • 、 

外鹽の輸入が杜絕すれば、苛性ソ—ダの生產.ひいては人紹工業の生產が減少す 
る。^うなると、折角の輸出伸張の好機を逸する乙と (C なるから、早急對策をたて 
る必要•かある。差當つては、中南米方面からの外鹽並 ic 苛性ソ—ダの手當 {C 努力す 
名と共に、速 ic 四ブ〇ック內 ic 於ける镇搔的 JH 業鹽增產計 2 T - を樹立すべきである。 


鹽が手許にないでは、エ業國日本もどぅ纪もしょぅがなく、靑菜に鹽だ。 

佛國降服の日本に及ぽす影響 

地中海の制海權が獨伊侧に歸し、印度洋東南洋の海上危險が增加して、東南洋の 
海運貿易關係が支障を 受け、殊に乙 n が、 佛領印度支那(略して佛印)-ーユー •力 
レ ド ニア { C 及 •ふ乙とは 日本にとつて重大關心事で ある。 

佛印については、旣に英米佛の共同管理案が發表 3 n て居6、その歸趨について 
は注目しなけ n ばなら W 。 

佛國は戰時貿易措置の實施にあたつても、佛印の石炭•鐵鑛、ニユ— •ヵレド-一 
アの鐡鑛の對日輸出に〇いては特別の緩和措置を講じて來たもので、乙の關係が狂 
へば日本としては物動、計畫上重大 t 支障が生ずる。 

次に、佛國が屈伏しても、英國の眾獨抗戰が放送されてゐるが、今度 li 英國が逆 
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tc 獨乙から經濟封鎖をぅける惧れがあ6、かくして列阖との極東方面に於ける外交 
關係はいょ^-微妙となり、 B 英通商關係に及ぼす影^ も 大きい。 

三ッ巴の亂戰 . 

. - • 

—— もめた 鐵銅値 上問題のぅ.らおもて1 

第二次世界大戰のとばつち6が、日本の鐵纊1!!]題となつて現れた。卽ち日本の鐵 
镄製造 (C はスクラップ(坍鐵)が絕對に缺くベからざるものだが、乙の輸入先は米 
因であ6、第二次歐洲大戰の本格化に伴ひ、スクラップの需翦激增し、 m 格が騰貴 
したと乙ろへもつてきて、101爲#相場の低落したため、スクラップの輸入偾格は^ 
躲の一路を^6、昭和十四年九月一 R 頃に比し二倍近くになつた。/〇の外に運贷、 
炭價の昂騰のため*鐵の原愤は萵くなる一方でぁるのに、販矜愤格は一向に上げら 
れなぃ。寧ろ鐵は支那事變勃發以來三度考钪ドしてゐる。卽ち普通鋼材の製造業者 


阪跤愤各±十三年一月、司十二月、十四年七月の三回 tc 苴つて引下げら n 祺變當 
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販賣愤各は十三年一月、同十二月 1 十四年七月の三回 kl 且つて引下げら n , 事變當 
初トン當6百九十五圆であった丸銷標準物は、今月百八十六四(手取6百六十八肋) 
となつて居6製銷用銑鐵も十二年七月以來トン當6八十 一 IBlic 釘付 sn てゐる。 

仑 乙 で鐵銷價格の引上げを鐵會社が 要望し ^のに 對 し. 商工 省は、 藤 原 式腰 だめ 
で、値上げを認めゃぅとした。仑の程度は鋼材建値最低三十五冏、銑鐵同二十四で 
あつた。 然し鐵は凡ゆる毛の、基礎で あ 6、特に愼重を期するた めに、 物 M 對策審 
議會にかけて、はか〇たと 2. ろ、 値上げには大々 的反對 で、 値上げ ?! 成論米 li 平生 
釩三郞氏一人で、値上げ 反對の急先錄 は 石渡害記官 長であった。 

を乙で物價對策密議#でも、もてあ爻して閣議に送つたと乙ろ、乙、でも大いに 
毛めた。値上げがいけなければ、補助金を出せと云ふのが陸軍の主張である。陸軍 
は鐵の最大崙要者として、鐡の攸があが n ば、陸軍の豫兑で入手し得る分 iib は少な 
くならざるを得ない。それでは阔防の完璧は期し得ないと云ふに ある。 商 ra '.^; 


價對策審議#、閣議と三ッ巴の亂戰振 6 である。 

. . * 

何故補助金を出さぬ 

それでは 補助金 1:出すかと云ふと，その 金額は ^大にな6、 臨時 議會を開いて協 
貧を得なければならない。そんな2.とをしたら、 臨時 議會は 鐵の冏題から 外交問題 
に飛火して收拾•かつかなくな6、下手すると內閣の屋茲骨がぐらつくかも知れない。 
そんな乙とは2.1ると云ふので、大臣連は、次官#議に問題を移した。次官會議の 
結果はと 言へ ば- - 

一、 政府は業者の組織する肘鐵輸入會肚に對して、總動員法第九條を發動して、 
輸入命令を發し、府鐵輸入を命ずると共に、^の內地販資價格との差損に對し 
ては、锶動 M 法第廿七條 R 基いて國家が補償する。 

二、 今後の製鐵事業界の混亂、行詰6を打開するために、官民有竦者ょ6成る、 
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二、今後の製鐵事業界の混亂•行詰6を打開す るた めに、官民有： M 者よ 6 成る， 



鐵鋼對策審遍會を設置して、第七十六議 #( 來議會)まで ic 鐵銅の根本對策を 
樹立すると云ふにある。 

其の後、損失補惯を輸入 M 鐵のみに限定せず、 n — クス用石炭及 rx 輸入縛石 { C 對 

しても補償する2:とに改めた1六月十五日の物價對策審議會で。 

乙れで3しも揉/ I •た鐡鑛値上げ問題も一應ヶ V がついたが、その意味すると乙ろ 

は重大である。卽ち、從來、輸入價格の値上りにょる國內物價の値上6は常然のも3— 

27 

のとして認めてゐたのに、今回は必らずし毛認めない.で、國家が損失を補償する乙 | 
と k したと云ふ新手である。 

若し鐵を値上げしたら、米の二の舞を演ずる乙とは明らか*た。そ2.で 『 fi 上げは 
絕對に行はず J と言明して低物價政策堅持の方針を明示した 2 . とはい、乙と•た。 

更に損失補償の場合も輸入原料の値上げ ic 對して•たけに限つた2.とは、阈庫負擔 
の限度を明にしたのみならず、國內事情の變化を理由とする値上げ乃至浦助金交忖 


を 明白に否定した點は意義ある乙と' V ある。 

•たが今回の解決法に對して滿點をつける譯にゆかね。 

政府は 銑鐵鋼 一 K 作業を奬勵しな •から、 今回の解決法に ょ n ば、 か、 る 一貫作業 
を やる 會社は窮屈に なり、 府鐡を使用する平煺業者は有利で あり、 iz : れでは政府の 
企鬮すると 2. ろとは 反對の結果 1 C なる。 

更に今回の解決法を货行しても、製鐵業の採算が依然として苦しい乙とであらぅ 
し、近い將來 に業界の根本的整理合同の必要が生ずる であらぅ。 をの場合に徹底的 
對策を講じなければ、國防阈家の建設は不可能である。 

獨 乙の 勝利は、 經濟 政策と軍事政策の合致してゐる點にある。 

經濟も 政治もすベて全 K 主義の立場から批判し指導して來た 。その 結果は今日の 
獨 乙の榮# となつた。 日本の戡の問題を みかと、 そ乙に「儲からぬから製造せぬ」 
との考へが入〇て ゐ た* か、 果して乙れでい、 か。 大い ic 考へねばなる-± い。 
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との考へが入〇てゐた•か、果して乙れでい、か大い ic 考へね d 衣るゴレ 

獨乙はなぜ勝つた 

- i ヒツトラ••の1ら3, 

獨乙 a 摩の第一 JBC 因は指導者ヒットラ-の偉大なる乙とにある。氏は第一次歐洲 
大戰に一兵卒として出征し、戰傷を負つ/?位で、兵•か何を望み、何を考へてわるか 
を知つて*る。從つて兵と氏との間には狻魂の相通ずるものがある。 

また氏は自分の國力1:正しく認識してゐ る。 孫子の云ふ「兵は久しさを貴ばず」 
で卽戰卽決主義で ある。 

九月にな n ば、 XI ンドンは有名な谩霹のため、獨乙飛行機の活動は全然不可能に 
なる。更に石油の貯藏量から見ても八月一杯で戰爭の幕をあろしたいのであらぅ* 
乙れ が'$た兵の氣持 とビッタ y 合ふのだ。 

氏 i 今日に 至るまで獨身だ。嘗て英 a の小ビット•わ、ナ •ホ レォンの浸 略に抗 し、 
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「余が妻は 國家な 6」と 叫び、遂にナボレオンをして英國に一指をも觸れ 3 せなか o 
たが、今やヒットラ—は、國家あつて 個人な く、をの全生活は 國 家に捧げ、 且つ身 
を持す ること 極め^'厳胺 であると云 ふ。 

靑年の意氣 

獨乙靑年の意氣が如何に物凄いものであるかは、次の雲•か雄辯に物語る。卽ち 
今度の戰爭で 落下傘部隊 は 要塞の上に飛び下4、卜-チヵの銃眼から、 爆 f 投 
げ込 んだ 6、ロ ッテル ダムでは百人の落下傘部隊が三日間橋梁を死守して機械化 部 

隊を通過3せた。 • 

「上?.れを行へば、下乙れに做ふ」の古言の通&、ヒットラ|にして、乙の兵あ& 

•た。 
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獨乙の飛行機製造能力 

——魂だけで li 戰勝は得られぬ- 

英國の賴みの網は米國だ が、 現在では米國が全陸海空軍をあげて英國を拨助する 
か'否か不明で、殘ると乙ろは如何 tc 急速 tc 大量の米國航空機の供給を受けるか R あ 
る0 

五月 下旬 現在のァメ 9力の全航空機製造#社の注文引受高は十一億三千萬 K^tc 
達してゐるが、一九三九年度の總賣却高は二億二千五百萬ドルに過ぎぬから、假に 
製造能力が1九三九年と同一とすれば、注文引受殘高を完全に果たすには今後五ヶ 
年か、る乙と 1 C なる。いくら飛行機のスビ - K を出しても五年後に出來たのでは今 
日の戰爭の間に合 li ない。 

これに反し獨乙の航空機製造能力は艿產二千三百乃至三千臺であ&、近い將來に 


月笼六千臺 ic 達する と 云 ふ。 乙れ ^ 對し米國の月齑能力は 五百 機と 云ふ 力ら 問題 
にならぬ。今回の獨乙の戰勝には獨乙魂が物を 言つた 乙とは 勿論 •たが、 魂の外に E 
K 前記の如？優秀 ic して豊富なる武力のある乙とを忘れてはならぬ。 

科學の總動員 

新兵器、優秀なる武器の背後に科學の總動員のある乙とを見逃し得ね〇乙の點を 
具¢9的に言へば、 K 防科學 tc 關する硏究は、すべてゲングを 長官と する 西ヶ年 
訐查部で統制してゐる。千餘の官民硏究所に於ける硏究事項はすべて統制して、同 
一の硏究事項をパラ^^にやる i とを許さない、各硏究所は 每年硏究事项を政府に 
提出し、政府は緩急の順序を追つて決定し、 ini: 行は せる。 殊 R 軍事 科學は陸軍 
省の內に科學統合機關があつて、十二の專門部門に分れ、をの統制の下に、各硏究 
残 {»] が密娈な速絡をとつて £>る。 また技術の公開 1: 行 a 、 互に競爭的に優秀な技術 


の練磨 tc 努力 3 せて A る* 

すべてが富國强兵のための準備 ‘ 

すべての某礎は 敎 育にあるが、獨乙では國防並 ic 科 學敎育 •か 普及してゐて、すべ 
ての國民が科學 、國 防に 關心 をも〇てわる。乙の 點 から考へて日本の 敎育は 再檢討 
の 必要が あ6はしな v » か。 

また第十回ォリンビック.大會で未曾有の「民族の祭典」を擧行したが、當時つく 
〇たスタデアムから宿舎等の一切が今日では軍事施設に利用されてゐる。獨乙には 
平和 も戰爭もない。 たてあるの.は、打倒英國 !!であ 6、獨 乙の富國强兵のみ。 

フランスは何故負けた 

フランスが何故一敗地に^みれたか。をの最大の原因は、共產主義、人民我嫌0 
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i $ 動の結果*たが、前首相レイノ—•か「フランス敗戰の原因は、古い觀念が新らしい 
觀念に敗 n た」の*たと喝破した乙とは正しい。持てる國フランスは、平常の準備が 
足りず、國民の氣魄が拔けてし^つてゐた。新陳代謝が世界の法則であると云へ、 
袴て ナボレ オンを生んだ 佛蘭 西は、 果して 何處 R 行こうとするのか？その答はフ 
ランス國民の腹にあるの•た。 

大獨乙廣域經濟圈 

ドイツは舊ドイツ經濟圈に加へてチェコスロヴアキヤ、ボ—ランド、デンマーク、 
オランダ、アルサスロ I レン、パルカン、アフリカをもつて廣域經濟の第一阁とす 
るので li なからうか？ 

詳言す n ば、， ハルカン諸國のうちハン ガリ-、 ブルガリヤ 、ル— マ ニヤ、 V リシ 
ヤ、ユー.ゴ.スラゲイヤの 一部は、すでにドイツと最も密接な關係にあ 6、 貿易上 



ヤ、ユー.ゴ•スラゲイ - Y の一剖は"すて^トイツと耷す袋 


から見ても五割乃至七割吱で戰前ドイツに依存してゐ/2。從って乙れ等地域は當然 
大ドイツ廣域經濟第一圈內に含^ rl る I と u « るであらう。 

アフリカは歐洲經濟の發 M にとつて、離す乙との出來ない重要な資源を有する。 
元來、歐洲に覇を稱へたものはアフリカを支配したものであつた。ドイツの T フリ 
力資源の獲得 も、 大ドイツ廣域の發展のため 1C 必要缺くベからざるものである。ド 
イツ li アフリカで舊ドイツ領植民地を獲得するのは勿論、その他にも原料資源から 
見て、^た政治•軍事上から見て重要な地域1:獲得する乙とになるであらう。今假 
$にドイツのアフ y . 力進出を、最小限度に豫想しても次の如くなるであらう。ドイ 
ツ舊植民地カメ A " ン•夕乂ガ-一力とその中間に挟まれた資源の豊富なペルギ—領コ 
ンゴーはドイツの棠中に入るであらう。乙れ等の地域がドイツアフリカ政策の莊地 
とな 6 、仑の勢力は一方 li 特殊鋼の原奸として- S 重なコバルト•ゲアナジウムと、 
铜.金.ダヤヤモンドを産する北.南口-デシヤから南阿に進 ir ことになるであらう。 
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他方、ドィツは英領ス ダ >" ょ 6 ナィル地域を下航すると ii られ る‘乙れ等の地域は 
K ィツ ic 上記の纊物資源の他、棉花•ゴム•パ /^ ム油•大豆. 麻 •コ—ヒ！ココア•皮 
革•木材等貴寅不可缺の資源を供給し得るものである。 

大ドィツ廣域經濟第二闼としてフィンランド、スウエーデン、ノ火ウエ—、ペグ 
ギ I 、スペィン、ボルトガ^.フランス、スィス、パルカ X の殘された一部、近東 
あょび東洋に>ける铒英.佛.阴植民地の一部が包含される己とも豫想3れる。乙れ 
らの地域は貿易においては規則的にして確- K なパ—夕—制乃至は特惠關 係或は ij 税 
同盟をひすび、^た資本•技術を通じて大ドィツ經濟と不分離の關係に置か n * 廣 
義の大ドィツ廣域経濟圈に含められる乙と ic なるであらぅ。 

卽ち(一)ベルギー、■ルクセンブルグ、北フランスの重工業生產設備は、大ドィツ 
廣域經濟の中に含爻れる乙とになると思はれるが、仑れは、第一2.れらの生產力は、 
原料である鐵鑛石•特殊鋼の fid 合資材(アフ y 力產)、燃料としての石炭•褐炭、動力 


の供給においてすでにドイツに依存しなければならない立埸に S か n てゐるからで 
ある 0 第二、 ドイツの 機械工業は 、乙れら地 M の製銷業の消费先として東要性を增 
すで あらぅ〇從つて 乙 n ら地域は、その mx 業を通じてドイツと有機的關係に立た 
3 n る乙と ic なる。 

(二)パル カン、 北歐の農產物おょび原料とドイツの工業製品とが交易關係を深め 
確實化する Z 1 ともいふまでもない。 

h くして ドイツの廣域經濟 政策は、? II にドイツと 廣域經濟加盟^ との 商品贸易關 
係を、量的•質的に緊密ならしめる Z . とを目的とするのみでない。ドイツは指沿國 
として廣域經濟加趾雷の工業•蠢•蠢•人口の諸政策を大ドイツ廣域綷擠の 
健全な 發達 とい ふ立場から 全體 的に計$し、 乙 n が赏現を强力に指導しょぅとして 
•Q る。 inic ついては今日すで ic クオルタ—卜等ナチス經濟政策^當器達は言明し 
て . Q ると乙ろ である。 • 
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歐洲新同盟とその東亞への影響 

大ドイッ 廣 域經濟政策はナチスの歐洲諸阈に對する政治的支配力 (C ょつて支持 3 
れなければならない。乙れがために歐洲政治的新秩序は、次のごとくナチスにょつ 
て その 形成が導か n るのでなからうか？ 

一、 被 占領地域の小阈家が、たと CA 政治的 {C 獨立阈家としても、旣にドイッがこ 
n 等の 外交權 を 攝 取したこと5: 發 表したのに見られる 通 6ドイッへの政治的依存性 
は益々强めら n る ic 至るであらう。從來スウ H — デン、ノ —ルウ H —、 ベルギ I 、 

，クセンブルダ、 オラ n ダは英••佛の政治指 ^ 力に依存して來た。だが NJn 等の地 
域が"經濟的にドイッの支配下 (C 立たなけ n ばならない運命にある。イギリス勢力 
の顚落後は、必然的 ic 政治的にもドイッに依存せざるを得なくなる であらう。 

二、 フランス i ファッショ^する可能性が强い。ファッショ•フランスはイタ9 
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I 、 スペインとともにラテ n •グダーブを構成し、乙 n 等のラテン•ファッショダ 
ルーブが、北歎、東南歐洲、ォランダ、ベ 〆 ギ—諸國を率ゐる大ドイッ•グダーブ 
とともに、英？含矣歐洲同 f 結成する可能性•か十分に强 い。 

三、•ハルカン、スイスも Z . の歐洲聯盟に參加せざるを得ないであらぅ。 

0、將來考へら n る歐洲同盟がソ聯をも含むものであるが、或は‘乙れを敵とする 
ものであるかについて、吾々は將來の動向を見守らなければならない。直接東亞新 
秩序に重大な影響は、兩者の關係如何にょつて異つてくるであらぅ。とも角、たと 
ぇ暫くの間にしろ、歐洲•か一つの提5た統一的力として動く場合、乙の歐洲統一 
勢力が、 太平洋沿岸 諸國へ政治的•經濟的 ic 千與するといふ餘裕も自然に增すもの 
と、吾々 li 豫测してかかる可きである。 

五、殊にォランダ、フランスの地位の變化は、直接吾々に影響する問題として注 
目されなければならない。 
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わが SItcA いてはしばし は， ドイツは佛領インド支那および蘭領インド、- - ユー 
カレド-ーヤ等に對して關心を持たないかの如くいはれてゐる。2. n ほど危險 { C して 
身勝手な豫測はない。ドイツ•か乙れ等の地方 { C 對して、假令軍事的手段によつて進 
出する, J とは現在のと乙ろ出來ないとしても、政治的.經濟的手段 ic よつて自己の 
勢力範圍に置く乙とも考へら n ると乙るである。オランダ ico いても、その獨立が 
果して戰後許されるかどうか、疑問であるとい a たい。^た、假令ォランダ•か獨立 
國として存在する乙とが出來たとしても、それは名目的な獨立であ合、仑の政治. 
外交がドイツ 1 C 百^依存しなければならなくなる可能性が强い。 

以上のやうに考へる時に、われわれ日本人が蘭印、佛印兩問題にづいて、强以て 
自己に有利な解釋のみを下す乙とは危險な乙とである〇吱た破產した乙れらの國の 
留守番である植民地の锶督とどんな話合を定めても、それが空手形としての價値し 
かなくなる乙ともあ*®うるで k らう。 


かなくなる乙ともあ-^うるで fc らう 



と今 野 氏は 述べて t (H n ノ；— 五 j 七—廿二) が、 確に味ふべ.葉で、 
外交には永遠の敵も永遠の味方もなく、*^*、あるは國家永遠の繁榮のために政治、 
經濟、外交を 5 て一丸として 多事多端に國際情勢に對處するのみである。 


アフリカ植民池^如何すろか 


佛、ペルギ—の二國は今や獨乙の前に屈眼し、英 ® また風前の燈の感がある•か、 


乙れら三國は植民地を持てる國であら、戰後の獨乙が三國のアフ 
1:如何するかは興味ある問題である。乙、 tc 英佛ペルギーのアフ 
を國際經濟遇報(十四—十一—廿三日) tc よ6伺つてみよう。 
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♦印 推定 分を含，^ Statistical Year-Book of the League of 2 :ationa 1938139による。 
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第三表〕 英領アフリカ鑛産物 

丨金 l ? n ) 、 JS (千赶〕 嫌箱 ( S ) 滿俺鑛 C 千覎〕 

一九§年 一一！ - ts 年 3年 S 年 3年 菪年 § 年 若年 
馨邦 0 S ^ i , 九*八 |一 云 S 六八 一一六九 
丨デシア ー - ^〇一達 一 W 2 S 一 丨丨 丨 I I 
ガーーィカ S 一 5 M — — — — — — 
.ニ ヤ 奕 一、七3 — — — — — — 

ラレ オネ • 一一 一| 一、二一 I I 丨 5 I P 丨 I 
ド • =丨スト p、g 1 15 II I I I 一一一一一一 一§ 

ユリヤ 八 八一-1一| n 1 I I ‘I n 
丨デシア ー 畐 S 1 I 六 一一 || I I I I 
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n - ス h 七 ，1 一七 ' li ! I I I 一三一一 一一八〇 

リヤ 八 八 一一|一| I 1 I 1 •丨 I 

デシア ー畐 S 一 六 一一一一 I I I I 

3 I 1 I I I 1 I S 

1 ダン ーー九 一3 —III .1 I 

アナラン r 六九 s-ton •1 I n I I 
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朝 針 1 、目 I 一 1wi i s 

リカ全部 i 、 一 8 墨、九 00 Is _ li 一 一 IrlI 51六 i 

供 界 i _ r §_ *li w 、 八〇〇 •九八、 § 1 、羞 一 SGI 

印 ** ■«Statistical Year-Book of the Lease ofzations 1988!89 による 0 



フ 9 力鑛産物 
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(供考 ) a 應藏各— y 究食編、「大英ブ n ック s と转濟致策」 にょる。 但し人 s Ml 

Year.B— of the Leal of Nations 1933139 にょる 1937 年末の推定 



(供考〕 S 黯各 sles 究食編、「大英 ブ ® ック核濟 と 转濟致策」による。伍し人 5 WF 1 

Year-Book of the League of Nations 1938139 による S 3? 年末 Q 推定 

英領 アフリカ 植民地 

英領アフリカの形成 

イギリスがァフリヵの植民地獲得に乘り出したのは一六六二年にガムビァ、一七 
八七年にシ H ラ•レオネ等に始ま6更にエルフイントン提督の指揮するイギリス艦 
隊が南阿の T ブに到着してオランダの勢力を驅遂したのは一七九五年の六月十一 
日であつた。 S 後は暫時植民地活動の停滯をみるのであるが時恰4羣命によ 
つて资さ C た商品生產の擠大は怎棚け口としての市場を海外に求め或はそれに應 
ずる 原料資源 供給としての驚地獲得の必要性が fcf と、なつ S 果諸列强 
との 間に 摄烈な植民地爭奪？演ず t と、な备にァ 7 リヵにおいてのみなら 
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ず-全世界に向つてィギリスの拈民地活動が活潑化され今日のごとく到ると乙ろユ 
|1ォン.ジャックの旗が飜3れる乙と、なつたのであるが、仑のぅちァフリヵにお 
ける英領植民地並にそ0-統治關係、獲得年度、面秘、人口數を示せば第一表の通6 
である。 

埃及は現在獨立闼として存在しては. Q るもの、實際は英本國の婼領の如き關係 ic 
あるので乙れを加算すれば、ァフ，力大陸に A けるィギリス勢力の地位は面積にお 
いて約三八％、人口において約五五釤の大部分を占め、而も人口も比較的稠密で惠 
爻れた海岸地帶の大部分を領有してゐるのである。 

資源的價值# 

次に資源的偾値をみ n ば、その主要 S 縯齑物は各第二表及び第三表の通6で英領 
rrsy 力はアフリカ大陸中でも比較的谋 tn て. Q る。卽ち先づ農產物 ICA いては埃 
及が斷然多く棉花、小麥、玉10黍.廿庶等を產し、その他は南阿聯邦、ス—ダン、 


南口-. t ア？、他は 殆ん S るに足らな S である •か、 しかし各々の合計額は 
アフリカ 大陸 総 生產額中の或るものは大部分を占め、一九三七丄一一八年度のコ丨 t 
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南口丨デシア等で、他は殆んで取るに足—い程であるが、しかし各々の合計額は 
アフリカ大 S 生產額中の或るものは大部分を占め、一九三七丄一一八年度のコ丨 t 
li % 例外•たが他 li 紙じて五割から八割程度を占めてゐるのである。 

主要鑛產物についてみれば、南阿聯邦は金を初め銅、鐵鑛、滿俺鑛、石炭等を產 
し、 就中その金產額の豊富な乙とは、ダィアモンドと共に餘6にも有名であるがな 
ほ近年では埃及を 除き 凡ての英領中にも產出さ n てゐる 。といつ てもそれらの產额 
は南阿 { C 比較すれば棰く少量 ic 過ぎないが近年南13丨デシア、タンガ-ーィカ(何 n 
も舊獨領)の產額の增加にみるべきものがある。金はアフリカ全產額中の約九 一^ 
は英領が占めてゐる。埃及は鑛產物としては極く少量の石炭を產するに過ぎない。 
又南阿の鑛產物 も 金を除いては、後は大してみるべきものもない •か、ゴールド.3 
丨ストの滿俺鑛(一九三七年二十八萬®)は注目に値 a する。 

貿易の概況 


英領ァフリヵ全趙の貿易狀態 ( co いてみ n ば、第四表の通 6 で、總じていへは一 
九二九年頃 ic 比較して一九三八年 ic は輸出入額共各❖半分近く減少してゐる。殊に 
輸出の縮減 li 著しい。乙れはその主要部分を占める農產物輸出が一九二九年以來の 
農業恐慌の打®によう萎縮したためである•か、反面輸出不振 ic よる購 SK 力の低下は 
工業建設資材並に完製品、日用品雑貨等を主要構成要素としてゐる輸入額の減少を 
本導く結果とな〇たのである。 


〔第四表〕 


英領アフリカ貿易額 (單位アメリカ*鬍佥弗、百萬弗〕 


#ンガ II イカ (11) 

南 pr 聯邦 S 

* n I デ i/r 0 


一九|一九年 
W 九.一 
一九•六 

B1H 


孝？ 

10士 

1•九 

111 H 


•天年 
S.0 

九* 

-If 
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! 

111•六 
一一八八 A 



( 備考 ) OTtatistisl Ysr-Book of the League of Nations 1838|39 年にょる。 * 印推算、 ( 一 ) 

金地金及び正货を含む。 ( 0 輪出に自 w 產金地金及び K 货を含む。他は商品のみの純 » 人餌 

南阿聯邦の相手國別贸易狀態をみるに一九三七年の锶輸出入額中英本國に對する 
销合は輸入^おいて四二.六％、輸出にふいては更に七八.五%の颳倒的部分を占め 




てゐる•乙れは後揭表の通 6 金、錫、銅、ダイヤモンドの如き 主要鑛產物の 輸出 か 
ら成つてゐるものであるが、乙 n が 殆んどイギリスにょつて確保されてゐ るのであ 
る。 輸入に A いては次位が 米國の 一九•六 % 、三位が ドイッの 六•六 % 、日本が第四 
位の 三•七 ^である。 輸出では英本阈を際いて は、 第二位がず〇と 下つて 僅か ドイッ 
の四 ^の 外 ic みるべきものがない。 

斯樣に、輸出においては全く英本國に依存してゐるのである*か、輸入においては、 
米國のかな6の進出をみてゐる。乙れはその輸入品中に、國內エ業化用の迚設資材 
としての鐵.鋼材、機械、車輔等が含^れてゐるためであ6、乙 n らの資材に對し 
ては 英本阈は全面的 { C 南阿の需要を充足せしめる乙とが出來ない乙とを證明してゐ 
る。尙、日本の進出は 絹、 綿織物等の嫌維製品の輸出が大部分を占めるもので、そ 
の進出の度合は物凄い。例へ ば、 一九二九年には南阿全輸入額の僅かに 一•七％だつ 
たもの ♦か、 一九 三 六年 ic は三•五 ^ へ躍進し、その翌年 ic は更 1 C 〇* 1/% 方 增加して 


わる。(第五表) 

〔第五表〕 南 wa 期輸出入齲 S 位千謗〕 
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ft る。(第五表) 

〔第 £〕 _ 


南 Ha 別输出入齲 


c 單位千薄〕 


__ 0¥ . 

輸入 輸出 


笑年 

輸入 輸出 


i 1* 
"二其 


0 物 (1) 
產 « B 

WH 業材料01〕 

他 8 
他 S 


九 W 

i 
一一九、八二一一 
一〇、八一一八 


Irg- 

B 九、八 M 


*»§ 
S 、 窗 


六、 B 八六 

S 、 九六？ 

一311 

131 ? 

s、i 


一九.六九八 
八六*一一一一 


23 

兗、圏 


一 A 七年 

輸人 

2一 

»、畐一 

11九、1 
11 
九 rs 


徐出 

一!. r 九八〇 
八？、一一〇六 


SX 

s'la 


(備考〕 輪人は政府用品輪入並に0|デシア及南西アフ9力ょりの輪人品を除く商品輪入餌、描出2 
商 = g 及び金を含む嫌輸出餌 

(一〕输人 i ンデン K *、ルタ、 小赛粉、コ I T 、 木材其の他の&糧品，規那皮 

輸出—肉類、魚類、卵、玉§、果货、砂被、皮革、娶毛、アンゴラ鬼、羊毛， S 
(10 金、 Is 、銅、ダィヤモンド、石炎等 
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ca 嫌、鋼鐵、 « 油(石油〕嫌逍;|1材 、機械、 革* s 

( B ) 衣服 身装品 c « 織物*細裝品•靴*毛織物〕藥品 、酒精、 W 子製品、ゴム タィヤ、 木教 品" 

V ィント等 

〇〇其他、輪出は南 R 丨デシア及ぴ南 W アフリカへの輪出を含む 

乙の日本商品の對アフ y 力進出は、—*八八五年のペルリン宣言及び一九一九年の 
サンジュルマン. 協定に基くコンゴ—盆地條約にょるアフリカの通商上の門戶開放保 
證に、その條約上の正當な根據を有するものである。然るに乙のコンゴ—盆地條約 
が最近英帝領ブ II ツク經濟化の趨勢にあ〇て、その改訂が熱心に、主として英购側 
から唱へられてゐるが、これ•か歸結はわが日本 ic とつて決して無關心た6得ないも 
のである。 

埃及の 输 出入 tt 

埃及はイギリスの S 絆を離れ、完全な 獨立國 とな〇てゐ る。 しかし實質的にはイ 
ギ梦 K 植戋地時代よ6の傳統的イギ y ス勢力の支配を抹殺する能はず見方 ( C よ〇て 



文ィギニの半植民地とち_されるのである。をの啻入額に S てみるに矢？ 
をの i 依存程度は南阿聯邦の程度ではない。卽ち一九三七年の—入額中ィギ， 


文イギニの半植民地とも目されるのである。 S 梭出入額につ？みるに矢張办 
をの教英依存程度は南阿聯邦の程度ではない。卽ち一九三七年の總輸人額中イギ， 
51二•八％で第一位•次はイタリアが八•六％、ペルギ丨が六.0%、アメリカ 

五•六终、日本及びルニ-ーアが各四％內外である。输出にこてはイギリスが三 
〇•九％で矢張り第一位•たが、梭入における教英依奮ょらも若干多い。 I れは努英 
輸出—が主要部分—めて—ためで—。次はフラン S 10. 六1 トイ 
ツの八•三％、アメミの六•五％、日本の六二％、イタジアの六％、インドの四. 
八％の順である。 s ふ—く埃及の對4出は埃及棉•か重要部分—めてわる。 

尙、埃及及び南阿聯邦の_出*<_をみ&、南阿聯邦は嘗つての雲を通じて 
もずつと出超に終始して来たが、埃及は恐慌の前後入超—現し、茲二、三年の間 
に辛ぅじて出超に轉じた。蠢1の打整が、蠢1にす f の兩者にとつ 
SCNS 相 I して t ことが、 A にょつても窺へるのである。(第六 S 


S 六表〕 暌及 SS 別输出人額 ？位千*) 
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{ H 窠材00 

他8 

其 他へ S 
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I 1 D 、§ I 3要 I 

1 一一 i 51'一 mi 一九六 

111 、 i 0九3 气 S 真，豸 

M 一、1 3 K W 一 S 1 11八 、 s W 九 、 S 


(供考〕輪人は 商品、 金 地金 A び正《 を 含む* 輪 出は正 « を含ま 中、 (一〕輸入—小麥、米，小春 » 、 

コーヒー、茶、砂輅、«苹、木材等、输出|卵、米、撺花、梅«勞(1一)石炭(3ヶ0シ 

n 油、セメント、嫌、5材 • 銅* S * 取 S 3輪人—衣取教、洒稱、描祭、その他 

輪出—紙卷拽草〇〇輸人1金地金、正货その他、輪出|其他 

投資の檐況 

次に、餘制蓄楨 資本の 捌け口た る植民地投資についてみれば第七表の通りで 乙れ 


にょ - CS 英本®は商品蝥、重要資源の獲得の外、植民地政府に對する長期贷付又は 
公私企業 {C 對する投資 ic ょつて植民地經濟收赛の實効1:擧げつ、あるのである力 
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レ 8)1 — 




にょり英本國 は商品輸出、重要資源の獲得の 外、 植民地政府に對する長期 It 付又は 
公弘企業に 對する投資にょつて植民地經濟收奪の實効を舉げつ、あるので あるが、 

| 第 - t : 表〕 英 la のアフリカ投資 (一末 gi 在單位千®) 

對政府 その他合針 對致府その他合針 

0—デシァ、ぺ 一一、11一六一？(著九0、 -: 八 タンガニィヵ 1 K 、 S 1 一»、一一 K 3 一一 3 Fi 一 
uT r フ I 1一一、一一八？ 2八3八ニヤサランド1一 一、 S 八、一六 P 

ゴ—ルド•コ—13 八 0120 3 一 Q ソマリラン ー38 — 33 

y H 9ァ S 一一一气一ーア_1、八元 •< * ダン ー5八八八、一発 一一 . i 
シ H ， •レオネ ー i i 21その他 111ニー B 、 八六八 ーー3、九 S 
ヶニヤ•ゥガン 11气墨 - H 一一一八 s、sl 合 針〗若、1查一?六九^声5一八0 

そのぅち對政府投資は一九三四年十二月1の坊額三望千四百萬碎中、約5五 
千七百萬磅と約半額1:占めてゐる。乙 nli 工業化の程度が比較的低い段階にある地 
域で i 、 主として資本の需要者は當該地域の政府搂關であり、乙れが中心となつ -C 


公私 企業の先導者とならねば—®ためで—が、一面か、る地域では危險負擔を 
慮ることから•資本は政府機關1ずる H つて保證せしめ、或は政府機關技 
'付ける乙とにょつて—商品に對する購貨力を附與するといふ貌を*^るのである。 
右の中泛 南阿聯邦及び半植民埃及•か含苦て尝 S で、乙の兩者に對する技 
資が如何程にょつてわるかは不明である。一九三0年現在旣にィキリスの南^*ナ面 
に對する投資 総額は約1一千萬碌ともいはれるが、をのぅち特に南 P 邦に對す 
る分としては的確な數字がない。 

尙、イ .1 ス以外のアフタカ大陸に努する投資をみれば、フランスが約七千八百 
萬確：ホルトガルが五千九百萬碎 、•ヘル ギ- から 約 六 S ハ 百萬膀 S ベル T 領 n 
•A n -投資約 11 千—萬碎 )( 何れも一九——)である。 

佛領 アフリカと 白領コンゴ 


フランスのアフリカ植民史 

フランスの 植民 史はイギリスのそれと 同様に、しかしドイツ及びイタリアのそれ 
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フランスの T 7 9力植民史 

フランスの 植民史はイギリスの それと 同樣に、しかしドイッ及びイタリアのそ n 
と異つて 掻め て 古い。旣に四百玍前にフランスはヵナダのセント•口-レンス河流 
域に植民地の經營を行つ<ゐる。しかしフランスがアフリヵの綵略に乘出したのは 
漸く一八三〇年のアルゼリアの攻略以後の乙とである。 

しかしアフリヵは一八七五年當時においてすらその全而積の十分の一に相常する 
海岸の周邊地帶だけがョ丨ロッバ列强の支配を受けてゐたにすぎなか〇た。卽ち北 
部においてはフランス•かアルゼ yT を、南部 ic あいてはイギリスが喜 M 峰附近のや 
v 廣い一地帶を領有してゐた•たけであつた。然るにをの後僅々二、三十年間にアフ 
9力大陸のほとんど全部がョ-ロッパ列強の分割すると乙ろとなつたのである。 

乙の間にフランスは、先づ一八八一年ジユニ•フユ？の指導の下にチユニス 
地方を占領し、 NJ 、 に保_—設した二八九—に—部海ぶから始めて內陸 
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公私企業の先導者と ならねばならぬためであるが、 1 面か、る地域では危險負擔を 
慮ることから •資本は政府機關を通ず ること ic よつ て保證せしめ、或は政府機關に贷 
付ける 乙と ic よつ て自國商品 ic 對 する 購買力5:附與 するとい ふ貌を とる ので ある。 

右の中 ( C は南阿聯邦及び半植民埃及が含吱れてゐないので、乙の兩者 (C 對する投 
資が如何程によつてわるかは不明である。一九三〇年現在旣にィギリスの南阿方面 
に對する投資総額は約二億二千萬磅ともい li n るが、そのぅち特 ic 南阿聯邦に對す 
る分としては的確な數字がない。 

尙、ィギリス以外のアフリヵ大陸に對 する 投資 5: み n ば、 フランスが約七千八百 
莴砖、•ホルトガルが五千九百萬碎、ペルギ丨から約六 S ハ百萬磅(內べルギ丨領コ 
>• 0 丨投資約一億三千五百萬磅 X 何れも一九三四年末現在) である。 

佛領アフリカと白領コンゴ 


フランスのアフ9力植民史 

フランスの植民史はイギリスのそ n . と同漦に、しかしドイツ5.スイタ ssro ら^1 
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フランスのアフリカ植民史 

フランスの植民史はイギリスのそれと同樣に、しかしドイッ及びイタリアのそれ 
と異つて掻めて古い。旣 ic 四百车前 ic フランスはカナダのセント•口ーレンス河流 
域に植民地の經營を行つ t :& る。しかしフランスがアフリカの經略 1 C 乘出したのは 
漸く一八三〇年のアル•セリアの攻略以後の2.とである。 

しかしアフリカは一八七五年當時に為いてすらその全面積の十分の一に相常する 
海岸の周邊地帶だけが m 丨 p ッバ列强の支配を受けてゐた ic すぎなかつた。卽ち北 
部にあいてはフランスがアルゼリアを、南部にあいてはイギリスが喜望峰附近のや 
、廣い一地帶を領有してゐただけであつた。然る ic その後僅々二、三十年間 ic アフ 
9力大陸のほ- v / i ど全部がョ - ロッパ列强の分割すると乙ろとなつたのである。 

2. の間 (C フランスは、先づ一八八一年ジュール•フェリーの指導の下 ic チュニス 
地方 5 : 占領し、乙、に保護領を建設した。1八九三年にょ®部海^から始めて內陸 
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への探險が成功してチムブクッに達する乙とが出來た。をの結果セ I リタ-ーア 、象 
牙海岸、ダ木メ及びスーダンの 大部分が 、相次いでフランス 領に編入された。一八 
九六年 tc は软略上經涛上至*:の值值を有する►ダガスカル島がフランスの植民地と 
なつた。他方チュニスからナィル河を越えて南進せ A とする 企 圓がフアッシヨダの 
敗 ®(一八 九 八 年)にょつて挫折して からは、 フランス人は專 らモロ ッコの征服 ic 
全力を傾注した。モロッコ攻賂の戰爭は一九〇七 年から一九三 四 年 -± で績 き、 その 
戰费は百三十億フランに達した。 

第一次世界大戰後フランスは舊獨領植民地カメルンの大部分、卜-ゴ I の一部及 
びシ * Nr の統治を「委任 J 3れた。かくてフランスはマダガスカル ft を除けば、地 
中 海からコンゴ 1 C 至る地繽さの一帶を支配するに至つた。 

北アフリカ、西アフリカ A よび赤道 アフ，力は 合計して面積約一千萬平方キロ メ 
丨 ►ル、人口三千四百七十萬に達する。乙の龙大な地域は、東西の幅七千餘キロメ 


丨トル、南北二千キ t » メ —トル以上のサハラ大沙漠の不毛地帶にょつ て、 南部を北 
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—トル、南北二千キ W メートル以上のサハラ大沙说の不毛地帶にょつて、南部を北 
部から遮〇てゐる。 

佛镇アフリカの交暹两發 

フランスの 植民政策は第一 tc この 巨大な人的資源を開發して 自國の 軍隊を充贲す 
る乙とを目標と.してゐる。以前の大戰の時は百九十一萬八千人の土民がアフリカか 
らフランスに 送られ、その中六十 八 萬人が兵士と して 戰線に立つ た。 今次の戰爭勃 
發前に おいてもフランス 現役軍隊の三分の一以上は有色人の兵士から成つ てゐた。 
北西 アフリカの 土人を本國 tc 送る 2. とは 實 にフランスの 動員計盡の核心を成すもの 
なのである。 

か、る大量の有色土人5:迅速に動 M し得るか否かは第一 1C サハラ沙漠の交通開 
發 、第二 1C 地中海航路の確保如何 ic か、つてゐる。 

•サハラ沙漠橫斷鐵道の敷設案は旣に前世紀の七十年代に立案さ n 财來幾度か繰返 





し檢； issJtl ^ 然る k この度 k サ/ラ橫钕の自 il 茸.父通の is 達力龙り更穴射^ 3 
輸の實現をみるに至つた。自動車は S * 砂の海』を征服した。パスは現在定期的 ( C 沙 
漠を橫斷して、地中海と-ージ H リアを僅か數日の行程で連絡してゐる。フランス航 
空會 st . H 丨ルフランスの飛行機は定期的に就航し、アルジ H 丨からサ5ラを橫斷し 
て佛領コンゴのブラツザヴィルに至る航空路を四日で翔破しズゐる。 

かくの如きサハラ橫斷交通路の完成 { C ょつて、フランスは北アフリカ、西アフリ 
力及び赤道アフリカ1:直接に連絡し、一旦緩急の場合は西アフリカ及び赤道アフリ 
力の百大なる人的資源を3丨 tf ツパの戰場に投げ入れることが出來るやぅになつて 
ゐる。 

北ァフリカにぉけ、る鐵道網の整備にも大ぃ^みるべさもの*かぁるカサブランカ、 
アルジェー及びチュニスの諸港を連絡してゐる錄道線路は北アフリカの幹線である 
•か 乙 の線から南方 ic 向つて一聯のサハラ橫斷交通路が分岐してゐる 。乙の モロッ =*• 


チユ-ース鐵道の有する大きな戰略的意義は、地中海•か萬一他！！の手で閉塞された場 
A -ァ~ジ H ，ァから m — 0 ッパ /7> r - 家裔忿$:淹架する |!1 に6る。 
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チュニス鐵道の有する大きな戰略的意義は、地中海•か萬一他！ a の手で閉塞 sn た場 
合アルジ H ?アからョー V ッパへの軍隊輸送を確保する點 tc ある。 

轾濟蓽情 • 

次 ic チュ - I ス地方 Ti •セリア及びモ P ッ n の經蜱事情を簡箪に一钤しておかぅ。 
チュニス地方は三百五十萬の人口を有し、その中の九割^ではアラビア十：人であ 
るが、主としてフランス人及びィタリア人から成る m I ロッパ人の占める役割は想 
像以上に大さい。彼等の多くは官吏、地主、工業家、商人である。これに對し土人 
のほとんど全部は農業 ic 從事してゐる。 . 

主たる農産物は小麥•葡萄酒、油で、就中後二者は阈内の主要財源となつて， Q る。 
鑛產物としては燐灰石•鐵•鉛、亞鉛がある。燐鑛はアメリヵ { C 次ぐ世界第二の產 
額1:示してを6•鐵鑛も-3:た五〇—六〇%の含有姑を有する1^當な埋藏地がある。 
チュ-ース地方の經濟生活の基礎を成すものはかくの如く食料品と原料品であ^ X 、 
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從つて^の貿易構成 ic あいても全輸出額の七〇.^は農產物から成6、その他は鑛產 
物 { C ょつて占めら n て， Q る。輸入品は工業製品で就中織物類が M 倒的に多い。貿易 
相手國は輸出入共フランス本國が絕對俊勢で全輸出入額の七乃至六割を支配してゐ 

る0 

次にァルゼタァをみるに"人口は一九三三年にあいてァフリヵ土人約五百六十萬 
人、3 丨 P ッパ人(駐屯軍及び官吏を含む)約九十六萬人で、フラン人が多い。 

ァ火ゼリァの富の過半は農產物から成る。葡萄酒、小麥、煙草が主たるもであ6、 
特に葡萄酒は全輸出額の六割近くを占めてゐる。鑛齑物には燐鑛*鐵鑛を主とし石 
油、 大理石、珪藻土をも產出す る。 アルゼリア贸易は輸出において九割近くを、輸 
入において八割餘をフランス本國に依存してゐる。 

最後 ic 佛領 V 1 I ッ n の經濟事情をみよう。モ a ッ n もまた前二者と同じく農業と 
鑛業を以て經涛生活の基礎として£>るが、鑛物資源の登富な點において最も重要な 


地位にある。最近三ヶ年の主要農産物の生産額を前二者と比較すれば次の如くであ 
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地位 ic ある。最近 三ヶ 年の主要農産物の生產額を前二者と比較すれば 次の 如くであ 
る 0 

55 $ 一一!八年 

〇小*麥(千キンタル5 

ァル.セリァ 八、 S 九、91八 210 

モロッコ 5 S 五、六八 tr 六、 i 

チュ -I ス ーー、一 8四、八 S 111、八 B 

〇大麥 (千 キンタル) 

モロッコ ー五*一六 四 八、一一六一 一0、八五 - tj 

ァてセ9ァ 六、四一八 W 、 九八一 五、八七一 
チュニス S 二、08 58. 

0葡萄酒(千キンタル) 


SQ9 


一 、© 10 


IW Si 一四 

一、四！ f ! 四 


_ri 

5六 


憐酸 


コ 證 S 1 菱 
の主耍纊淹物の生產額は次の如く發 M して. Q る。(眾位 米噸) 

5六年 1羣 111八年' 

0 一、 霊 一、1 一 、 i 


デン 


一四こ一 


孝六 


i 


金(瓧) 


右の中特に燐酸堕はチ-.ースの生產と合してアフリカ全生齑額の 旳八 割を 占めて 
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なほ附加 的に、"' 丨 T» ツパ列强がアフリカに領有す*る植民地中最も經濟的價値 ic 
富むベルギ J 領 n ンゴ Ro いて觸れて為かぅ。 

ヨーロツパ本國とアフリカ { C おけるそ Jrlen の領有植民地との面積比例を標準に 
とると、ベルギ-はアフリカに A ける植民國家の首位を占めてゐる。ペルギ—領コ 
N ゴは本國の凡そ八十倍もあるが、ペルギーの植民地となつたのは一九〇八年であ 
る0 

ペル ギー領コンゴは交通開 發の點では恐らくアフリカにおける各植民地の中で燉 
上の 發 達を示して ゐ る。 卽ち約四千八百 キロ メー トルの鐡道 線路、 部分的 (C は自動 
車道备 としても 使用され得る四萬キ T » メ —トル 以上の道路ならびに約三萬キロメ*- 
トルに達する K 行可能の水路をもつてゐるの•た。 乙れ b の交通網のあかげで乙の植 
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x /* r — 笛 n > ne 凳袅蜷本 e 導伸を^ IV 襄渣杉を^て注六る鞴出 npr として* 
る。貿易の相手《をぺルギ1領3ンゴの主要港マタデー港の出入船舶_餒から推定 
すれば、ベルギ—船舶は全出入船舶數の過半を占めてゐる。最近三ヶ年間のペルギ 
* 領コンゴの貿易構成は次の如く著しく輸出超過を示してゐる。(單位百萬 フラン) 

一曼六年 111 P 年 11!八年* 

輸 入 七一一 , ?八 一、一 f 一 1尖 
輸 出 一、1 ーー〇殳全 一、八 f 一 
* 暫定數 • 

コンゴー盆地條約 

コンゴ—盆地條約は、千八百八十五年二月廿六日、英、米、佛、獨、蕗、伊、白 
等十四ヶ國の間 ic 締結した伯林一般議定書の事であつて、其の第一章はコンゴ丨河 

華 

, ヽ、. ■• 

I i I -■ 

r 

♦4 

流域 其の河口並に 隣接地 方 ic 於ける通商の自由 tc 關 する宣言である。 

こ司籌定»迨にチぺ百九十年七月二日のブリユッセグー般議定畨及び同日附 


流域其の河口龙に隣接地方に於ける通商の自由 tc 關する宣言である。 

然るに同議定書並に千八百九十年七月二日のブリュッセルー般議定甚及び同日附 
の宣言書の改正に關する千九百十九年九月十日調印のサン•ジュルマン條約は、右 
第一章に規定する所と大體に於て趣旨を同くし、^して同條約に於ては日本が、 英、 
米、佛、伊、白、葡諸國と共 ic 署名闺となつてゐ る。 同條約の內容を要約してみよ 
ラ 〇, 

署名國は ( 1 ) n ンゴー河及び其の支流の流域を形成する一切の地方 

(二) 南緯二度册分の緯度線よ6口|ジ * 河口に至るまでの間の大西洋に沿ふ海 

岸地帶 

(三) 右 ic 定めたコンゴ-河流域よ6東方に展開して印度洋 1 C 至 A 、 北緯五度よ 
6 南方' サンベジ— 河口 tc 至る^での地帶 -{C 於いて"各署名國々民及び同條約 { C 加入 
する國際聯盟阈たる諸國の國民の間 1C 通商上の完全なる均等を維持する事(第一條) 


上 BE 諸國の國民 icl する商品は、第一條 ic 揭くる地域內に自由に ins : 搬入す る 
事 5: 得、而して右商品に對しては、輸入又は輸出 ic 對し何等差別待遇を爲す事なく、 
且つ其の通過に〇いては之が手數のため徵收するもの以外一切の課税を免際すべき 

事 

上記諸國中の一國の國旗を揭揚する船舶も亦第一條 { C 揭ぐる地域の一切の海岸を 
通航し且つ、其の一切の海港に寄港する事を得べく、 NJn に對し、何等差別的待遇 
を爲 3' v . る事(第二條) 

全くの自由の天地 

署名 H 中の一國の攉力の下 ic ある第一條 ic 揭ぐる地域^於ては、上記諸國の國民 
は、其の身趙、財產の保護、財產の取得移轉に關し、並 1 C 其の職業の實行に關し、 
右地域 JC 權力を行使する B の H 民と何等の差別なく、同一の待遇及び癯利を享有す 


る事(第三 S 

卜 wr t 专オヒ窆女し、 9.0 台也威の天然富源開發のため利權を附與するの權 
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る事(第三 s 

各 K は其の 財產 I 分し、且つ右地域の天然富源開發の S 利權を附輿するの權 
利を保有す。但し右に明する規則に於？上記諸國の屢の間に何等差別待遇を狡 
けざる事(第四條) 

• - I ジ H 上河其の派川及び第一條に揭ぐる地域內の一切の河川其の派川並に右地 
域內に生る湖水の航行は、商船についても、貨物及び旅客の運送についても、共に 
完全に自由にして而して上記諸國の國民 tc 嵐する各種の船舶は一切の關係に〇&、 
完全なる均等の基礎に於いて待遇せらるべき事(第五條) 

船舶は航行の事實のみに基く海又は河川に於ける何等の通航税を課する事なく、 
爻た船內の商品には何等の通毳基$る事、航行其のもの、5の手數に對す 
る報酬の性質1:有する料金又は税金 1 C 限6、之を徵收するを得る毛、其の率につい 
ては、何等の差別的待遇 i : 爲3 K る事(第六條) 
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.«の平和は、£: 

以上•か n N ゴ-盆地條約の大要であるが、同條約の趣旨を一般 {C 列國の植民地^ 
適用す n ば、 國際平和を確立するに役立つであらう。 

だが本國と植民とを區別し、門戶開放5:行ふ地理的範園を決定するに當6、實行 
上多大の困難があると思 ふ。 然し、 あらゆる H 家が其の全領土—^ H たると植民 8— 
地たると5:問はず——に 於て 國際通商に對する制限的措置を撤發し、完全なる通商| 
の自由1:實現する事にょつて、共存共榮の實をあぐべき •た。 

だが、現下の eii 際情勢に 於て、 列國が通商の自由1:行ふべ しと 說くのは、痴人夢 
を 語る の類 だと 笑は れるであらう。 世界の人心に根本的變化が起6、利己主義が滅 
亡 5 ぜる限 6 實現 不可能で あらう。 だが然し、持たざる國が平和的に 生存し、 發展 
して 行かう とする R は是れ以外 ic 有効 * る手段は ある^い。 

.'•-*\V.-' ' '-•,••-,.•.f.:- • • .... .■- : * 
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